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　第一章「フィノを賭かけた俺たちはメイド喫きつ茶さ勝負を決意しました」




「め、メイドマジックショップ……!?」




　──『メイドマジックショップ・レオン王都店』

　十年使った魔法掃除器マジツクダスターが壊こわれ、久々に近所のマジックショップへと足を運んだものの……入り口に掲かかげられた看板に、男はスライムが水みず鉄でつ砲ぽうを食らったような顔をしてしまう。

「……ま、まあ、いちおうマジックショップには変わりないよな……」

　自分を納なつ得とくさせるように独りごち、男がドアを開けたとたん、和なごやかな声が耳に響ひびいた。




「「「お帰りなさいませ、ご主人さま」」」




　黒を基調としたシックなワンピースに、まぶしいくらい白いエプロン。フリル付きカチューシャでまとめられた少女たちの髪かみが、お辞じ儀ぎとともに波をうつ。

　ひとり、ふたり、三人……それぞれ金きん髪ぱつ、銀ぎん髪ぱつ、栗くり色いろの髪をした、巷ちまたでメイド服なんて呼ばれる衣い装しように身を包んだ少女たちによる丁てい重ちようなお出で迎むかえ。

　しずしずと顔を上げた右みぎ端はしのメイド……栗色の髪の少女が、微笑ほほえみとともに口を開いた。

「ご帰宅お待ちしておりました、ご主人さま」

「え、ええと……」

　……こぢんまりした店内に設しつらえられたいくつものテーブル席。まるで喫きつ茶さ店てんのようなその光景に、男はつい訊たずねてしまう。

「ここ、ほんとにマジックショップ……ですよね？」

「ええ」

　やわらかな弧こを描えがくゆたかな髪と、琥こ珀はく色いろのまなざし。

　男の問いに頷うなずいた天使みたいな少女が、穏おだやかな笑顔でつけ加えた。

「当マジックショップでは、わたくしどもスタッフ一同が、『ご主人さまにお仕えするメイド』というコンセプトで接客を行っております」

「あ、あのっ……」

　と、いつの間にか傍そばに歩みよっていた金髪メイドが、なんだか言いづらそうに申し出る。

「よ、よろしければ上着をお預かりいたします、ご、ご主人さまっ……」

「え、あ、はいっ……」

　あくまで視線を合わせようとしない金髪メイドに、おずおずと上着を手て渡わたす男。……と。

　左端で腕うでを組み、値ね踏ぶみするようにこちらをうかがっていた銀髪の小こ柄がらな少女……男を出迎えた三人のメイドのうち最後のひとりが、おもむろに口を開いた。




「──なるほど、貴様が、『ご主人さま』か」




　鋭するどいまなざしで睨ねめつけてくる少女の、もったいぶった口調に似合わぬかわいらしい顔立ち。華きや奢しやな体つきにも拘かかわらず、エプロンの胸むなもとは魅み力りよく的な丸みを帯びている。

「くくくくくっ……」

　つい、ぽかんとする男の前で、銀髪のメイド少女はまがまがしい含ふくみ笑いを洩もらし、




　──刹せつ那な、

　少女の身体からだが、大きく跳とんだ。




「っっっ！！！！？」

　まるで瞬しゆん間かん移動したかのように、一瞬にして間合いを詰つめる少女。

　反射的に後ずさろうとしたとたんにがしっと腕を掴つかまれ、男はまるでごく新しん鮮せんなマンドラゴラみたいな悲鳴をあげてしまう。

　至し近きん距きよ離りから男を睨めつける、強い光を帯びた蒼あおい瞳ひとみ。

　くちびるの端を吊つり上げ、銀髪メイドが威い厳げんたっぷりに言い放った。




「さぞかし疲つかれたろう、ご主人さまめ！」

「……へっ？」

「さあ、こちらの席でなすすべもなくゆっくりとくつろがれるがいいわ！！！」




　……高らかに謳うたいつつ、手近なテーブル席の椅い子すを引く少女。

「は、はあ……」

　……とりあえず、勧すすめられるがまま席に着いて。

　そんな男の鼻先に、銀髪メイドがなにかを勢いよくつきつけてくる。

「お待たせいたしましたご主人さま！　冥めい土どの土産みやげにこのメニューを受け取るがいい！」

「……め、メニューっ？」

　思わずオウム返しする男の前で、栗色の髪のメイドがにこにこしながら説明した。

「どうぞ、こちらのメニューから、ご主人さまが気になるアイテムをお選びください」

「ふはは、このオレ様が直ちに売り場から持ってきてくれるわ！」

「……って、これ、メニューっていうか、カタログ……」

　すっかり困こん惑わくしながら、手渡された写真入りのアイテムカタログへと目を落とし……やがて、男が遠えん慮りよがちに口を開く。

「え、ええと……この、『本日のメイド長の気まぐれの一品』ってなんですか……？」

「はい。メイド長のわたしが気まぐれで選んだ、日ひ替がわりのオススメアイテムです」

「ちなみに今日はマジカルぶらさがり健康器だぞ!?　くく、持ってきてくれようか!?」

「……っ、い、いいえっ、間に合ってます！」

　ぶんぶんと首を振ふった男は、あわてたようにメニューの端を指した。

「そ、そのっ、じゃあ、この魔法掃除器マジツクダスターをっ……」

「この魔法掃除器マジツクダスターだなっ！！！」

　そう聞くがいなや、メタリックスライムのような素す早ばやさでもって売り場へ飛び出す少女。

　ややあって、掃そう除じ器きを抱かかえた少女が、銀の髪を乱しながらぱたぱた駆かけ戻もどってくる。

「お待たせいたしました！　副店ち……執しつ事じによれば、いちばんの売れ筋だそうだぞ！」

「ふふっ、ご苦労さま。……ご主人さま、こちらの掃除器は人気のマジカルサイクロン方式です。魔ま力りよくで作られた空気の渦うずでゴミと空気を分ぶん離りするのでフィルタが目め詰づまりしづらいし、吸引力が落ちないから、最後まで気持ちよくお掃除できちゃうんですよー？」

　落ち着いた、耳をくすぐるような心地ここちよい声で丁てい寧ねいに説明してくる栗色の髪のメイド。

　隣となりでもじもじしていた金髪メイドが、相変わらず目を伏ふせたまま遠慮がちに口を挟はさんだ。

「……そ、それに、これまでみたいに別売りの紙パックが必要ないから経済的なんです」

「ふはははは、こうやって片手で持てるくらい軽いんだぞっ!?」

　片手で高々と掃除器を持ちあげ、誇ほこらしげに胸を張る銀髪メイド少女。

　そんなメイドたちのアピールに興味を惹ひかれたように、男が僅わずかに腰こしを浮うかせた。

「へえ。じゃあ、さっそく、試ためして……」

「ダメです」

　……即そく座ざに返される拒きよ絶ぜつの言葉。

「へっ？」

　思わぬ反応に固まってしまう男の前で、申し出を退けた栗色の髪のメイドが微笑んだ。

「大切なご主人さまに、お掃除などさせるわけにはまいりません」

「掃除はメイドの仕事だからな！」

「え、いや、でも、買う前に使用感を試した……」

「いいからっ！」

　立ち上がり掛かけた男をぐいと椅子に押し戻し、銀髪メイドが指を突つきつける。

「ご主人さまは大人しく、周囲がじわじわときれいになってゆく様を見ているがいい！」




　言い放つがいなや掃除器を掴み、張り切った様子で店の床ゆかを掃除し始める銀髪メイド。

「くっ……これは想像以上にすさまじきパワーだっ……くくっ、血が騒さわぐなっ……！」

「は、はあ……」

「それにこの恐おそるべき軽さ……ほんの僅かに力を込こめただけですいすい前に進むとは、たいしたものだ……くくっ、これならわずらわしき日々の掃除も瞬殺だな！」

「へ、へえ……」

「棚たなの下の目め障ざわりなホコリ共よ！　我が掃除器の前に無残に吸い尽つくされるがいいわ！」

　……なんだか禍まが々まがしいはしゃぎ声をあげつつ、銀髪メイドはせっせと掃除器をかけ……やがて、スイッチを切り、額の汗あせを拭ぬぐいながら誇らしげに振り返った。

「ふははははっ！　見るがいいご主人さま！　こんなにもきれいになったぞ!?」

　胸を張って宣言したあと、掃除器から手を離はなして駆け寄るなり、期待にみちたまなざしで男の顔を覗のぞき込んでくる銀髪メイド。

「ご主人さま！　他ほかになにか気になるものはないか？」

「え、ええと……」

　次なる指示を待ち受ける銀髪メイドの、きらきらした蒼い瞳。

　反応に窮きゆうした男は、困ったように口ごもって……。







「……結局、なにも買わずに帰られちゃいましたねえ」

「って、当たり前ですよっっっ！！！！！」




　──がらんと静まりかえったマジックショップ・レオン王都店内。

　たったいまお客さんが消えていったばかりのドアを見やってため息をつく、栗色の髪の美少女メイド……セアラ店長の言葉に、レジから飛び出した少年が叫さけぶ。

「いくらメイド喫茶の練習だからってテーブル席まで再現しなくて良いでしょうっ!?」

「でも、席で落ち着いてアイテムを選んで頂くの、良い案だと思ったんですけど……」

「限度がありますっ！　ていうか展示器くらい触さわらせてあげてくださいっっっ！」

　……黒い髪に黒い瞳。王都中のどこにでも転がっていそうな顔をした少年の名はラウル・チェイサー。

　歴史ある勇者予備校の首席で、超ちよう難関国家資格である勇者にいちばん近い存在だなんて囁ささやかれていたのは過去のお話。いまではしがないマジックショップ販はん売ばい員いん（正社員）である彼は、ひとしきり上司に意見するなり銀ぎん髪ぱつの少女へと向き直った。

「フィノ！　お前も、なんで魔王モード入ってるんだよっ!?」

「ふはははは！　き、緊きん張ちようしちゃって、つい……！」

　……ラウルに叱しかられて口ごもったのは、銀髪メイドことフィノ・ブラッドストーン。

　魔王っぽい喋しやべり方や演説といった魔王英才教育を受けて育った元魔王の世よ継つぎで、魔王亡なきあとこの店でバイトすることになった、あどけない顔立ちをした魔人の少女だ。

「それに『オールＡ』！　お前、なんかいつもと全然キャラ違ちがうじゃねえか!?」

「だ、だって、こんなかわいい服、いままで着たことないんだものっ！」

　……その指し摘てきに頬ほおを染め、メイド服に包まれたスレンダーな身体を隠かくすように両りよう腕うでで覆おおったのは、金髪メイドこと『オールＡ』のアイリ・オルティネート。

　ラウルの元同級生で、元ライバル店の店員で、いまでは同じ店でバイトしている少女は、一分の隙すきもなく整った顔に不ふ機き嫌げんそうな色を浮かべて反論する。

「だ、だいたい、こんな恥はずかしいカッコでにこにこしながら『ご主人さま』だなんて普ふ通つうの神経じゃ言えないわよっ！　メイド喫きつ茶さとかなにそれ馬ば鹿かじゃないのっ!?」

「って、お前いますべてのメイドさんたちを敵にまわしたぞっっっ!?」

「ラウル！　オレ様的には、ご主人さまへの気配りと親しみとサプライズにあふれた満点の接客ができたと自負して……」

「自負すんな！　サプライズじゃねえよ詰めよられたときお客さん半泣きだったじゃねえか！　ていうかとりあえず二に人にん称しようをご主人さまにしときゃ許されると思うなよっっっ!?」

　思わず声を張りあげ、額に手を押し当てたラウル少年が深々と嘆たん息そくした。

「……とりあえずテーブル片付けて、売り場をもとに戻しますよっ!?」




　──……ったく。と、ラウルは胸中で焦しよう燥そう感かんとともに呟つぶやく。

　負けたらフィノを取られちまうっていうのに、こんな調子で大だい丈じよう夫ぶなのかよっ……！




　　　　＊　＊　＊




「私わたくしはこのたび新装開店の運びとなりましたアマダ王都本店の副店長、カレン・ディレクトリと申します。そして、こちらが新しく店長に就任した……」

「クラウド・パトリックだ。──こちらの店長と、話がしたい」




　──昼下がりのマジックショップ・レオン王都店のレジカウンタ。

　談だん笑しようしていたラウルとフィノ、アイリの前に現れたのは、氷のような美び貌ぼうを持つ黒くろ髪かみショートの女と、余よ裕ゆうありげな笑えみを浮かべて店内を睥へい睨げいするはしばみ色の髪の男だった。

　……アマダ・マジック王都本店。

　マジックアイテム小売り業界最大手にして、レオン王都店最大の脅きよう威いである店の責任者を名乗る男女の来訪に、ラウルたちはすっかり固まってしまう。

　ラウルの視界の端はしに映る、フィノとアイリ──それぞれアマダとは浅からぬ因いん縁ねんのある後こう輩はいバイトたちの、なんだか怯おびえたような表情。

　……ごくり、と唾つばを飲み込んで。

　ふたりの少女をかばうように前に出たラウルが、警けい戒かい心を込こめて口を開いた。

「……アマダの方が、どういったご用ですか？」

　そんなラウルを、切れ長の目で冷ややかに睨ねめつけるアマダ王都本店副店長、カレン。

　……ややあって。

　淡あわいルージュの引かれた彼女のくちびるが、僅かに動いた。




「こちら、紙かみ袋ぶくろのままで失礼いたします」

「へっ……あ、は、はいっ……」




　……丁寧なお辞じ儀ぎとともに差し出された赤い紙袋。

　つい、反射的に受け取って。包装紙にプリントされたロゴを目にした瞬しゆん間かん、ラウルは息を飲んだ。

「って、これ、『王都パイ』っ……！」

　──『王都パイ』。王都名物クルール蟹がにの粉末が練り込まれた定番の手て土産みやげ菓が子し。

　最高級のエシレルバターがふんだんに使用された濃のう厚こうな味とさっくりした食感には、王都内外を問わずファンが多く……じゃなくって！

「わあっ、ラウルっ！　それっ、お菓子っ？　お菓子なのっっっ!?」

「って、おいっ、こらっ、フィノっ！」

　とたんに尻尾しつぽを振ふって紙袋を覗こうとするフィノをあわてて牽けん制せいし、けれども、最大の脅威にいきなり手土産を渡わたされてしまったラウルはすっかり戸と惑まどってしまう。

「本日は、こちらの店に、折り入って話がありまして」

　そんなラウルを見やりながら、アマダの副店長が切り出した。

「実は、私どもは……」




「──君がフィノ・ブラッドストーン嬢じようか？」




　──と。

　カレン副店長の言葉をさえぎるように、目の前の銀髪少女をまっすぐ見下ろした男……アマダ王都本店新店長、クラウドが訊たずねる。

「えっ……う、うんっ……」

「ふふっ、なるほどな……」

　とつぜんの問いにおずおずと頷うなずくフィノを、興味深そうに一いち瞥べつして。

　にやりと笑ったクラウドが、自信に満ちた口調で宣言した。




「率直に言おう。フィノ嬢……君に結けつ婚こんを申し込みたい」




「えっ……？」「なっ……！」

「って！！！！？」

　その瞬間、きょとんとした表情を浮うかべるフィノと、絶句するアイリ。

　少し遅おくれて、ラウルがあわてたように叫んだ。

「お、おいっ、どういうつもりだよっっっ！！！！？」

　フィノにプロポーズだって!?　あまりにもとうとつすぎるアマダの店長の申し出に、ラウルの頭の中は真っ白になってしまう。

　プロポーズってことはつまり、こいつフィノをっ……って、冗じよう談だんだろっっっ！！？

「くくっ……」

　そんなラウルに答えるように、余裕の笑みを浮かべたクラウドが悠ゆう然ぜんと口を開いた。

「じつは、最近、どうも運が悪くてな……」

「へっ……」

「毎朝首を寝ね違ちがえるわ、タンスの角に足の小指をぶつけるわ、財布は落とすわ、茶ちや碗わんは割れるわ、靴くつ紐ひもは切れるわ、目の前をクロネコモドキがダース単位で横切るわ、応おう募ぼ者全員プレゼントにすら外れるわで、すっかり困り果てていたのだよ」

「は、はあ……」

「……そんなとき、だ」
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　思わず生返事するラウルに指を突つきつけ、クラウドはなぜか得意げに言い放つ。

「昨晩、目ま深ぶかにフードを被かぶったいかにも怪あやしげな通りすがりの女占うらない師しに、この店でバイトしているフィノ・ブラッドストーンという銀髪の少女と結婚すればすべて上う手まくいくと言われてな。ご丁てい寧ねいに地図までくれたもんだから、こうして駆かけつけたと言うわけだ！」

「って……」

　……ややあって。

　ぽかんとしていたラウルが、我に返ったように声を荒あらげた。

「そ、そんなくだらない理由でフィノをっっっ！！！！？」

「くだらなくなどあるものか！　君は首を寝違える苦しみを知らないのか!?」

「そんなん湿しつ布ぷでも貼はって耐たえろよっっっ！！！」

　な、なんなんだよっ、こいつはっ……！　思わず、ラウルは胸中で呟いてしまう。この、いかにも馬鹿っぽそうな男が、ほんとにアマダの新しい店長なのか!?

「しかし、幸運の女め神がみがまさかこんなにかわいい少女だとは……さあ、フィノ嬢！」

　……と。フィノに向き直るなり、クラウドが堂々と手を差し伸のべる。

「うちに来れば、美お味いしいお菓子がいーっぱい、食べられるぞ？」

「えっ、お菓子っ！！？」

「って、おい、フィノっっっ！！！！！」

　とたんにうれしげな声をあげたフィノの腕うでをあわてて掴つかみ、ラウルが思いきり叫さけんだ。

「とにかくっ、お引き取りくださいっっっ──！」




「──いいのかね？」




　──と。

　……なんだか意味深なその言葉に、一瞬怯ひるんでしまうラウル。

　そんな少年を見下ろし、クラウド店長がわざとらしく嘆息した。

「まあ、君たちが、どうしてもフィノ嬢をくれないと言うのならしかたがない。ここの地主と掛かけ合って買収し、この店を、まるごとアマダのものにしよう！」

「なっ……」

「──クラウド店長は、本気ですよ？」

　思わず言葉を失うラウルの前で、カレン副店長が事務的に言い放つ。

「アマダが本気を出せば、こんな店を買収するくらい、なんでもありません」

「その通り！　ふふふ、さあ、大人しくフィノ嬢を差し出したまえ！」

　そんなカレンの言葉に同意するように頷き、クラウド店長が自信たっぷりに胸を張った。




「ら、ラウル・チェイサーっ……」

　……蒼あおざめた顔でラウルを見やるアイリ。フィノの腕を掴んだまま、ラウルはぎりりと奥歯を噛かみしめる。

　──フィノを渡さなければ、この店を……レオン王都店を取りあげるという脅きよう迫はく。もちろん、この店が無くなったら困るに決まってる。でもっ……。

　拳こぶしをきつく握にぎりしめ、ラウルがきっと顔を上げた。




「ふざけんなっっっ！！！！！」




　小こ柄がらなフィノの身体からだをかばうように立ちはだかり、クラウドを睨めつけたラウルが叫ぶ。

「フィノはモノじゃねえっ！　そんな脅おどしで渡してたまるかよっっっ！！！！！」

「そ、そうよっっっ！」

　そんなラウルの言葉に力を得たように、アイリも続いた。

「フィノさんに結婚だなんてっ、そんなのっ、いくらなんでもあり得ないわっ！」

「なんて脅されようと、フィノはぜったいに渡さないぞっっっ！！！！！」

「ら、ラウルっ、アイリっ……？」

　背後で戸惑うように呟つぶやくフィノの声に、ラウルは目をすがめてしまう。……くそっ、こいつ、自分がどんな事態にさらされてるかも知らなくて……俺たちが守ってやらないと！

「そう、か……」

　決意と気き迫はくに満ちたラウルのまなざしを、平然と見返して。

　なにか考えこんでいたクラウドが、やがて、あっさりと言い放った。




「じゃあ、勝負しよう！」

「「「えっ!?」」」




　──その瞬間、ラウルとアイリ、そして、なぜかアマダのカレン副店長まで声をあげる。

「ど、どうしてですか？」

　とても信じられないとでもいうように、硬かたい声こわ音ねでクラウドに食って掛かるカレン。

「こんな子どもたちがなんと言おうと、店ひとつとアルバイトの身み柄がらなど比べるまでもありません。レオン本部に直接話を持っていけば、確実に……」

「……いや」

　そんな部下の前で、顎あごに手を当てたクラウドがあっけらかんと口を開く。

「正直、俺も、あまり簡単に手に入れてしまうのもどうかとは思っていたのだよ。なんだかありがたみがないし、恋こいに障害はつきものと言うしな！　……それに、この少年たちだって、無理やり奪うばわれるよりは、勝負で負けた方が諦あきらめもつくだろう？」

「し、しかしっ……」

　それまで眉まゆひとつ動かさなかったカレンが、どこか落ち着かなげに言い募つのり、

「それでは、計画がっ……」

「計画？」

「っ……いえ、なんでもありません」

　怪け訝げんそうに聞き返すクラウドの言葉に瞳を揺るがせ、やがて静かに首を振るカレン。

　ラウルたちに向き直ったクラウドが、「ふむ」と小さく呻うなった。

「しかし、勝負とは言っても、どんな方法を選んでもうちが圧勝することは確定的に明らかだしなあ……かといって、いくらなんでもジャンケンで決めるというのも……おっ」

　と、手がかりを探すようにきょろきょろしていたクラウドが、ふと、目を輝かがやかせる。

「カレン、これ、一枚貰もらうぞ」

「っ、クラウド店長、それはっ……！」

「よーし、少年、これはどうだ!?」

　カレンの抗こう議ぎもお構いなく、彼女が抱かかえていたバインダーの一番上からむしり取ったチラシをラウルにつきつけるクラウド。

「再来週のイベントなんだが、先日の魔ま人じん騒さわぎで落ちたうちの店アマダのイメージを回復するため、今年はうちが特別協賛しているのだ！　……まあ、しかし、協賛といっても多少の予算と開かい催さい場所を提供しているだけで特別扱あつかいはないから、安心してくれて構わない！　なんでもこのイベントの集客数は毎年すごくすごいらしいし、おあつらえ向きだろう！」

「し、商店会チャリティイベントっ……!?」

『第76回　商店会チャリティイベントのお知らせ』……目の前のチラシに躍おどる文字を目にした瞬しゆん間かん、ラウルは息を飲んだ。




　──毎年秋に行われる商店会チャリティイベント。商店会加盟店が大通りに大型テントを並べて一日限りの模も擬ぎ店てんを開き、その売上げをアイリのような魔ま災さい孤こ児じを支し援えんする団体に寄付する企き画かくだ。

　……ちなみにレオン王都店も毎年参加しては、倉庫の掃そう除じを兼かねて余った展示サンプルやジャンクアイテムなんかを販はん売ばいしてるものの、正直、売上げはあまりぱっとしない。

「……っと、そうだ！」

　戸と惑まどうラウルの前で、ふと、なにか思いついたようにクラウドがぽんと手を打つ。

「せっかくだから、模擬店の出し物はメイド喫きつ茶さにしよう！」

「「って、め、メイド喫茶っっっ!?」」

　つい、アイリと思いきりハモってしまうラウル。

　め、メイド喫茶って、メイドに扮ふんした女のコが給仕してくれるとかいうっ……でもっ!?

「どうして、メイド喫茶にっ……」

「それは、俺がメイド好きだからだ！」

　思わず問い返したラウルの前で、クラウドが堂々と胸を張った。

「メイドというのはいいものだぞ、少年！　アマダ王都本店の女子従業員の制服をメイド服にするのが俺の夢なんだが、カレンが許してくれないからこの機会にと思ってな！」

「は、はあ……」

「あと、メニューはオムライスがいいな。メイド喫茶と言えばオムライスが定番だし」

　うろたえる周囲を気にもとめず、あっさり言い放ったクラウドがあらためてラウルを見やり、意い気き揚よう々ようと宣言する。

「再来週のチャリティイベントの模擬店で、メイド喫茶で、オムライスで、売上げ対決だ！　さあ、フィノ嬢じようを賭かけて勝負したまえっっっ！」

「って、そ、そんなっ……！」

　──……って、ど、どうすりゃいいんだよっっっ!?

　……クラウドが矢や継つぎ早に提示してきた、ほとんど思いつきみたいな勝負内容。

　つい、たじろぐラウルの前で、クラウドが悠ゆう然ぜんと口を開く。

「言っておくが、これは最大限の譲じよう歩ほだぞ。俺たちにしてみれば、べつに君たちが勝負を受けようが受けまいが、たいした違ちがいはない」

「──そのとおりです」

　高圧的なクラウドの言葉を、淡たん々たんと肯こう定ていするカレン。

「どちらにせよ、こちらが決めた以上、フィノさんがこちらのものになるのは確実なのです。ですから、無む駄だなあがきはやめて、大人しく、この場でフィノさんを──」

「だが、俺は約束は守るぞ！」

　諭さとしつけるようなカレンの言葉をさえぎって、クラウドがきっぱり言い放つ。

「うちが負けたらフィノ嬢のことは諦めるし、もちろん、この店にも手は出さない。このまま突つっぱねて確実にフィノ嬢を失うか、それとも、僅わずかな勝利の可能性に賭けてメイド喫茶勝負を受けるか、選ぶのは君たちだぞ」

　ふと、言葉を切って。

　レオン王都店の店内を一いち瞥べつしたクラウドが、にやりと笑った。

「……まあ、うちの店が、こんな店に負けるわけはないがな！」

「くっ……！」

　くそっ、どうする!?　背筋が冷えるのを感じつつ、ラウルは胸中で呟く。正直、とても正気とは思えないような条件だけど、これを受けなきゃフィノと店がっ……！

　──と。




「……いいよ？」

　ぎりぎりと奥歯を噛みしめるラウルのかたわらで。

　クラウドの前へ歩み出たフィノが、さらりと口を開いた。……って!?




「ふ、フィノさんっっっ!?」「お、おいっっっ！！！！！」

　反射的に少女の肩かたに掴つかみ掛かかり、ラウルが思いきり声を荒あらげる。

「フィノっっっ！　お前、そんな軽々とっ……」

「勝負を受けないとお店が大変なことになるんだろ？　なら受けるしかないじゃないか」

　すっかり取り乱した様子のラウルを、なんだかきょとんとしたように見上げて。

　やがて、フィノが蒼い目を細めるようにして笑った。

「それに、もし負けても、オレ様ひとりが『ケッコン』っていうのをすればいいんだし。……なんだか分からないけど、オレ様、このお店のためなら、なんでもするよ？」

「って、お前、なんでもするって言ってもなっっっ！！？」

　あまりに無防備すぎるフィノの申し出に、ラウルはどうしようもない歯がゆさを覚えてしまう。……くそっ、こいつ、結けつ婚こんの意味も知らないで、こんなっ……！




「──よーし、決まりだな！」

　そんなフィノの回答に、満足げに頷うなずいて、

　アマダ王都本店新店長クラウド・パトリックが改めて宣言した。




「再来週のイベント会場で会おう！　ふはは、せいぜい、楽しませてくれたまえ！」

「クラウド店長！」

　余よ裕ゆうたっぷりに言い放つなり、高らかに靴くつ音おとを鳴らしながら店を出て行くクラウド。

　そんな上司の後ろ姿をながめつつ、カレン副店長がどこか苦々しげに独りごちる。

「まったく、これだから大金持ちの馬ば鹿かボンは。とにかく、すぐに報告を……」

　──と。




「あらあら、お客さんですか？」

　……不意に辺りに響ひびく、やわらかな声。

　それと同時に、レジ裏にある店長室の扉とびらから姿を現したのは、どう見たって十代にしか見えない栗くり色いろの髪かみの美少女こと、この店の最高責任者たるセアラ店長で……。

「て、店長っっっ！！！！！」

　悠然と訊たずねてくる上司の姿を目にした瞬間、あわてたように叫さけぶラウル。

「じ、じつはっ、大変なことがっ……」




　──そんなラウルの声を、さえぎるように。

　不意に、なにか硬いものが床ゆかに落ちる音がした。




「せ、セッちゃん……！」

　バインダーを取り落とし、表情を強こわ張ばらせるアマダの副店長、カレン。

　その姿を見るなり、店長室から顔を出したばかりのセアラ店長が琥こ珀はく色いろの目を瞬まばたかせた。

「……もしかして、カッちゃん？」

　──その、瞬間。

　満面の笑えみを浮うかべたセアラ店長が、栗色の髪をふわふわさせながら駆かけ寄ってくる。

「わあ、久しぶりっ！　カッちゃん、いま、どこでなにをしてるのっ？」

「って、ち、近寄らないでくださいっっっ！！！！！」

　……それまでのクールな態度はどこへやら。

　差し出されたセアラの手を振ふり払はらうようにかわし、あわてた様子のカレンが叫んだ。

「『カッちゃん』なんて呼ぶのはやめてくださいっ！」

「そんな、わたしたち、親友じゃないですか」

「誰だれが親友ですかっ！！！！？」

　声を荒げてセアラの言葉を切り捨てるなり、カレンはぎりぎりとくちびるを噛かみしめる。

「高等学院時代っ、貴女あなたにはいったい、どれだけ辛しん酸さんを舐なめさせられたことかっ……！」




「こ、高等学院時代って……」

「もしかして、カレン副店長、セアラ店長の知り合いだったのっ……？」

　思いもよらぬ展開にぽかんとしてしまうラウルと、カレンの元部下、アイリ。

　すっかり取り乱したように、カレンは声をうわずらせる。

「ていうか、セッちゃ……ごほん」

　……言いかけた言葉を飲み込み、小さく咳せき払ばらいして。

　一瞬前の痴ち態たいを誤ご魔ま化かすようなポーカーフェイスで、カレンが悠然と口を開いた。

「……ど、どうしてセアラさんが、ここに？　もしかして、こちらでアルバイトでもされていらっしゃるんですか？」

「ふふっ、わたしね、いま、ここの店長をやってるの」

「なっ……」

　……その瞬しゆん間かん。ふたたび、カレンの表情が一変する。

「こ、高等学院の全課程を優ゆう秀しゆうな成績で卒業した私でさえ、まだ副店長なのに、一年で中退したセアラさんがもう、店長っ……」

「……カッちゃん、どうしたの？」

「ふ、ふふ……ふふ……」

　不思議そうに目を丸くするセアラの前で、自じ嘲ちようするような笑い声を響かせるカレン。
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　……ややあって。

　セアラを睨ねめつけたカレンが、淡あわいルージュの引かれたくちびるを重々しく開いた。

「……この店を、潰つぶします」

「ふふっ、カッちゃんってば、相変わらず冗じよう談だん好きなんだから」

「冗談ではありません。クラウド店長がなんとおっしゃろうと、私──カレン・ディレクトリは、アマダの名においてこの店を、潰します」

「えっ、カッちゃん、もしかしてアマダで働いてるの？」

　しかし、その言葉を聞いた瞬間、セアラは大きな目をぱちくりさせて声をあげる。

「すごいっ！　アマダみたいな大きな会社に入ったなんて、さすがはカッちゃんだわ！」

「えっ……は、はあ……」

　……まるで自分のことのように喜ぶセアラの言葉に、まるで魔ま法ほう塩に漬つけ込まれたダイマオウフグの肝きもみたいに毒気を抜ぬかれてしまうカレン。

　ややあって、カレンが気を取り直したみたいに鼻を鳴らした。

「そ、そうですね……たしかに、レオンの店長なんかより、アマダの副店長の方が社会的にはずーっと、レベルが上で……」

「わあ、副店長なの!?　ねえ、今度お食事しましょう？　カッちゃんのお話聞きたいわ……！　あ、マジックフォンの番号交こう換かんしましょっ？　わたしの番号はねっ……」

「そ、そうですね、そこまで言うのなら、一いつ緒しよに食事して差し上げても……って！」

　はっと我に返ったように、マジックフォンを手にしたカレンが後ろに飛び退すさる。

「あ、危ないっ……危あやうく、この女のペースに乗せられるところでしたっ……！」

　警けい戒かいするようにセアラを睨にらみつけ、カレンが口を開いた。

「──良いですか、セアラさん。貴女が出てきた以上、私は絶対負けるつもりはありません。その点だけはお忘れなきよう、お願いいたします」

　強い口調で言い捨て、さっさと店を出て行くアマダのカレン副店長。

「……あらあら、もっとゆっくりしていけば良いのに」なんて呟つぶやくのんきなセアラ店長に駆け寄りつつ、ラウルが叫んだ。




「って、店長っ、大変なんですよっ！！！！！」







「えっ……『ケッコン』すると、お店を出て行かなきゃいけないのっっっ!?」

「……ああ。お前、アマダの店長のところに行かなきゃならないんだぞ」

「っ……」

　額に手を押し当てて呟くラウルの言葉に、ようやくことの重大さを知ったように。はっと息を飲んだ銀ぎん髪ぱつの少女が、すっかり蒼あおざめた顔でラウルの服をぎゅっと掴んでくる。

「ど、どうしようっ、ラウルっ！　オレ様、とんでもない約束しちゃったっ……！」

　ラウルを見上げ、いまにも泣き出しそうな顔で言い募つのるフィノ。

「そんなとこ、行きたくないっ……ずっとこのお店にいたいようっ……」

「フィノっ……」

「……大だい丈じよう夫ぶよ、フィノちゃん」

　そんな少女の頭に手のひらを置き、セアラ店長がやさしく声を掛けた。

「フィノちゃんのことは、わたしたちが、みんなで守りますからね？」

　……と。

「あの、店長っ……」

　諭さとすように囁ささやく店長のかたわらで、アイリがおずおずと口を開く。

「カレン副店長がこのお店を潰すとか言ってたの、大丈夫なんですか？　カレン副店長は元上司ですけど、他人にも自分にも厳しくて、言ったことは必ず実現させる人で……」

「そう、ですねえ……」

　心配そうなアイリ……元アマダ社員の問いに、少しだけ表情を曇くもらせるセアラ店長。

「カッちゃんは……カレンさんはとっても良い子なんだけど、昔から、わたしが絡からむと脊せき髄ずい反射でいろんな嫌いやがらせをしてくるから……」

「くそっ……！」

　……しょうもない理由でフィノにプロポーズしてきたアマダの馬鹿店長クラウドに、なぜかセアラ店長に憎にくしみを燃やす副店長のカレン。そして、クラウドに吹ふっ掛けられた再来週のメイド喫きつ茶さ対決……山積みの問題に、ラウルは思わず舌打ちしてしまう。

「まあ、なんにせよ……」

　そんな部下たちを見み渡わたし、なだめるようにフィノの頭を撫なでていた店長が口を開いた。

「とりあえず、対たい抗こう策さくを練らなければいけませんね……？」




　　　　＊　＊　＊




「それでは、アマダ王都本店対抗、メイド喫茶運営ミーティングを始めます」

　──それから二日後の、マジックショップ・レオン王都店二階休きゆう憩けい室しつ。

　バイザー副店長に、ラウル、アイリ、そしてフィノ。長机を囲むレオンのスタッフたちを見やり、議事録代わりのノートを開いたセアラ店長が口火を切る。

「まず最初に、いちばん大事なことだけど……再来週のチャリティイベントで行われるこの勝負には、フィノちゃんが賭かけられています」

「っ……」

　……そのとたん、机の下でぎゅっと拳こぶしを握にぎるフィノ。

「わたしは、フィノちゃんにはまだ結けつ婚こんは早いと思うし、フィノちゃんもここにいたいって言ってくれてるし、ぜったいに負けられません」

　フィノ……。

　思わず目をすがめてしまうラウルの前で、ふと、バイザー副店長が独りごちた。

「しっかし、フィノ君にプロポーズするなんて、向こうの店長ってやつも相当なロリコン……いや、そうでもない、か……」

　……あどけない顔立ちに似合わぬ成熟したフィノの胸と、大人びた顔立ちに似合わぬ限りなく平らなアイリの胸を見比べつつ、考えこむように呟く副店長。

　そのとたん、赤面しながら胸を隠かくしたアイリとラウルが同時に声を荒あらげた。

「って、ど、どういう意味ですかっっっ!?」

「副店長！　フィノの一大事なんですから、真ま面じ目めにやってくださいっ！」

「いや、すまん……ちょっと、場の空気を軽くしようと思ってだなー……」

「──話を、元に戻もどしますよ？」

　ばつの悪そうな顔をする副店長の前で、セアラ店長が嘆たん息そくとともに話を再開する。

「相手は業界最大手のアマダですし、カッちゃん……カレン副店長のことだから、きっと、勝つためには惜おしみなくお金を掛かけてくると思うの」

　築十数年にもなるレオン王都店の色あせた壁かべ紙がみをちらと見やり、続ける店長。

「もちろん、うちのお店がお金で対抗できるはずがありません。しかも、こちらの人手はここにいる五人だけ。足りない部分は、わたしたちのアイデアと工夫でカバーしないと」

「……はい！」

　店長が口にした言葉に、ラウルはあらためて気を引き締しめる。店長の言うとおり、普ふ通つうにぶつかったんじゃ勝ち目はない。差を埋うめるためには知ち恵えを絞しぼらなければ……！

「あと、今回の対決では、メイド喫茶と同じくらい、課題のオムライスが勝負の決め手になると思うの。だから、持ち寄ったみんなのオムライスをみんなで試食して、それを参考に、アマダに勝つためのオムライスのレシピを決めようと思います」

　言いながら、セアラ店長がスタッフの顔を見渡した。

「……それで、急で申し訳ないんだけど、明後日あさつての火の曜日の夜に試食ミーティングを開くから、それぞれ自分がいいと思うオムライスを作って持ってきてくれるかしら？」

「はい」「分かりました、店長」「あー、了りよう解かいー……」「ふははっ、任せろっ！」

「って……」

　なんだかとても良い返事を返すフィノに、つい、意外そうな顔をしてしまうラウル。

「フィノ、お前、オムライスなんて作れるのかよ？」

「ふははっ、オレ様はりょーりマスターだぞっ!?」

　なんだか強そうな称しよう号ごうを名乗り、フィノが自信たっぷりに胸を張った。

「──明後日、この休憩室で至高のオムライスをご覧に入れよう！」

「は、はあ……」

　王都で人気の料理漫まん画がの台詞せりふみたいなことを言うフィノに、ラウルは思わず生温かい視線を送ってしまう。……たぶん、こないだ店のマジヴィで流れてたドラマの物もの真ま似ねだな。

「みんな、ありがとうございます」

　にっこり微笑ほほえんだ店長が、マジックボールペンをかちりと鳴らした。

「では、いよいよ本題に入りたいと思います。オムライスについては明後日決めますから、今日はメイド喫茶の部分がメインになります。……じつは、わたしもメイド喫茶って詳くわしく知らなくて、いろいろ調べてみたんですけど、大事な要素はやはり、この三つですね」

『メイド服』『サービス』『接客』……さらさらと書き上げた単語のひとつめを指し、セアラ店長が口を開く。

「──ひとつめは、わたしとフィノちゃん、アイリさんが着る『メイド服』のデザインです。メイド喫茶の主役といえばやっぱり、とびきりかわいいメイド服ですよね？　みなさんが考えてきてくれたデザイン、見せてください」

「あ、じゃあ、俺からっ……！」

　すかさず手を挙げ、鞄かばんからノートを取り出すラウル。

「正直、あんまり自信ないんですけど……」

　……くくっ、ついに、この時がやってきたぜ！

　謙けん遜そんとは裏腹な自信……いや、確信とともに、ラウルは勇んでノートをめくった。

　──セアラ店長に出されていた、「ぼく・わたしが考えた最強のメイド服」という課題。

　ふわふわしたセアラ店長に、あどけないフィノに、凜りんとしたアイリ。顔立ちも体格も胸の大きさも違ちがう少女たち全員に似合うデザインを考えるのは骨が折れる仕事だったけど、ＭＩＴネットの画像検けん索さくを駆く使しした徹てつ底てい的てきリサーチと徹てつ夜やの甲か斐いあって、百枚を超こえる没ぼつの末に生まれたこのデザインはまさに奇き跡せきの一枚。王道かつ斬ざん新しんで、清せい楚そさと色気を兼かね備え……正直、完成したときには、自分の隠れた才能に恐きよう怖ふしてしまったくらいだ。

　ふふっ、驚おどろくなよっ……!?　ニヤニヤとゆるみそうになる頬ほおを堪こらえつつ、ノートを差し出すラウル。俺がデザインしたこのメイド服を着せて、フィノをアマダから守るんだ！

「こ、これはっ……！」

　ラウルのノートを目にしたとたん、息を飲むスタッフたち。

　……やがて、バイザー副店長がおずおずと呟いた。

「……普通だな」

「……普通ね」

「……なんか、あんまりカッコ良くない……」

「って、えっ？　えっ!?」

　……渾こん身しんの自信作に対する微び妙みような評価に、思わず固まってしまうラウル。

　と、ノートに見入っていた店長がふっと顔を上げ、ラウルに向かって微笑みかけた。

「これ、とってもいいノートですね。どこで買ったんですか？」

「って、そこしか褒ほめるところないんですかっっっ！！！！？」

「さて、次は誰だれにしましょうか？」

「しかもフォローすら無しですかあああああっっっ！！！！？」

　……勇者試験廃はい止しに匹ひつ敵てきするようなショックを受けて膝ひざを抱かかえてしまうラウルの前で、バイザー副店長がひょいと手を挙げる。

「じゃ、おれも行っとくかー……」

「～っ……！！！！！」

　副店長のデザインを見たとたん顔を真っ赤にして目を逸そらすアイリと、同じく頬を上気させつつじっと見入るフィノ。ラウルもちらりと視線を送り、そのまま絶句してしまう。

「って、こ、これっ……」

　……副店長がテーブルに出した、ヘタすれば年ねん齢れい指定が掛かりそうな肌はだ色いろ率のデザイン。

　意外に真面目な顔をして、副店長が指を立てた。

「本気で行くならこれくらいやらねーと。おれは、お客さんの立場になってだなー……」

「って、いくらなんでもメイド喫茶の域とか確実に超えてますっっっ！！！！！」

「ね、ねえっ……」

　と、ラウルのかたわらで、頬を赤らめたフィノがおずおずと声をあげる。

「副店長っ、これ、胸のところとスカートの下、いったいどうなってるんだっ？」

「おっ、フィノ君、いい質問だー。それはだなー……」

「って副店長！　フィノになに吹き込んでんですかっっっ！！！！！」

　……と。

「ふふっ、なかなかいいじゃないですか」

「えっ！！？」

　にこにこしながら評するセアラ店長に、バイザー副店長が思いきり身を乗り出した。

「ま、まさか、これ、マジで採用っ!?　……ほ、ほんとにこれ着て接客をっ……」

「ええ」

　期待に声をうわずらせる副店長に、店長はにこにこしたまま頷うなずいて、

「これは、バイザーくんに着てもらいますね」

「えっ」

「ていうか、バイザーくんの制服はもう、永えい久きゆうにこれでいいですね？」

　その瞬しゆん間かん、すっかり凍こおりつく副店長の前で、あくまでにこにこしながら続ける店長。

「フィノちゃんやアイリさんに、こんなもの着せられるわけありませんよね？」

「……すみませんでした」

　笑顔を浮うかべるセアラ店長の気き迫はくに押され、思わず平謝りする副店長。……と。

「ねえっ、次はオレ様の番っ！！！」

　大きく手を挙げたフィノが、エプロンのポケットから折りたたまれたチラシを取り出す。

「……って、フィノ、なんだよ、そのチラシ……」

「ふふっ、ラウル知ってたっ!?　裏が白いチラシはお絵かきにピッタリなんだぞ！」

　誇ほこらしげに言いつつフィノが広げた『おすすめ！　オールマジカル物件特集』と書かれた不動産チラシの裏。そこには、色いろ鉛えん筆ぴつで塗ぬられたメイド服のデザインが……って！

「おっ、こりゃあカッコいいなー……」

「って、どこの戦せん闘とう民族の衣い装しようだよっっっ！！！！？」

　感心したように洩もらす副店長と、思わず叫さけんでしまうラウル。

　そんなラウルの前で、セアラ店長が「あらあら」と呟つぶやいた。

「フィノちゃん、メイド服にはね、あんまりトゲは生やさないものなんですよー？」

「えっ!?」

　そのとたんに目を丸くするフィノを見やり、アイリが大きなため息をつく。

「……あと、メイドさんにはキバはもちろんツノも生えてないし、目が三つあったりもしないし、呪のろいの兜かぶとも被かぶってないし、血まみれの剣けんも持ってないのよ？」

「で、でもっ、その剣、百人の勇者の血を吸ったという魔ま剣けん《全ての破壊者たる死神の中の死の神デス・デストロイヤー・グリム》って言って……」

「だからそれメイド服関係ねえだろっっっ！！！！！」

　つい、声こわ高だかにツッコんでしまうラウル。

「でも、とってものびのび描けてていいと思いますよー？」

　慈いつくしむような微笑みを浮かべ、まるで幼よう稚ち園えんの先生さんみたいなコメントを述べた店長がふと、アイリの方を見やった。

「では、最後はアイリさんですね？」

「は、はいっ！」

　店長にうながされ、なんだか恥はずかしげに一枚のコピー用紙を差し出してくるアイリ。

「そ、その、私はこんな感じのがいいかな、ってっ……」

「あら」

　少女が出したデザインを目にしたとたん、店長の表情が和やわらいだ。

「これ、かわいいですね」

「わあっ、これ、着てみたいっ！」

「ほー……なんか、ここまで正統派だと、逆にマニアックでいいかもなー……」

　清楚な黒のワンピースに、あちこちに配されたレースやフリルとアクセントのリボン。派手なところはないけど、シンプルで落ち着いたかわいらしいデザインだ。

「俺もこれ、好きだな……」

　なにげなくラウルが呟いたとたん、なぜか頬を染めたアイリが不ふ機き嫌げんそうに目を逸らす。

「わ、私はべつに、店長の課題どおり描いてきただけで、前からこういうの着てみたかったとか、そういうんじゃないんだけどっ……」

「ふふっ、なんだか、わざわざ投票するまでもないみたいですね？」

　にこにこしながらスタッフたちの顔を見やったセアラ店長が、ノートに書かれた『メイド服』というメモの下に『アイリさんのデザイン』と書き入れた。







「──さて、次は『サービス』ですね」

　あらためてスタッフたちを眺ながめ渡わたし、セアラ店長が口を開く。

「本日のミーティングにあたって、みなさんにも、メイド喫きつ茶さについて調べてきてもらったわけですが……各自、成果を発表してください」

「はいっ！」

　と、すかさず手を挙げたフィノが、自信たっぷりに言い放った。

「冥めい土ど喫茶と言うからにはなんだかすごい魔物が出てくるかと思ったら、きれいなお姉さんがいっぱいいたんでビックリしましたっ！」

「あら、フィノちゃんもメイド喫茶、行ってきたの？」

「……はい。たまたま昨日は休みが被ってたんで、俺が参考に連れてったんですけど」

　目を丸くする店長の前で、額に手を押し当てて補足するラウル。

「こいつ、ずっとそわそわしてて、店入ったあともきょろきょろしてておかしいなと思ったら俺の服引っぱって『ラウル、ここ、違う店じゃないか？』って耳打ちを……」

「で、でもっ、おかしいとは思ってたんだっ！　アマダの新しい店長が『冥土が好きだ！』って言ってたときに自殺志願者なのかなって思ったんだけど、うっかり手伝ってやらなくて幸いだったぞ！」

「うっかり自殺幇ほう助じよすんなっ！！！！！」

「それでねっ、いろんなサービスがあったんだっ！」

　目を輝かがやかせながら、フィノがエプロンから取りだしたメモ代わりのノートを開く。

「メイドさんとのジャンケンに勝つとお代わりのジュースをもう一杯ぱいくれたりとか、ホットケーキにシロップで絵を描いてくれたりとか、まぶしそうにしてたらカーテンを閉めてくれたりとか、一いつ緒しよに本読んでくれたりとか……だからねっ、うちのお店も、ああいうのをやったらいいんじゃないかって思って考えたんだけど……」

　言いながら、銀ぎん髪ぱつの少女は自信たっぷりに顔を上げて、




「ジャンケンに勝ったら、領収書をもう一枚プレゼントするというのはどうだろう！」

「ダメに決まってんだろっっっ！！！！！」




　即そく座ざにラウルがツッコむと、フィノがきょとんとした顔で目を丸くする。

「でもっ、お客さんの目の前でなんでもリクエスト通りの言葉を入れちゃうしっ……」

「それ、いつも普ふ通つうにやってることだからっっっ！」

「トクベツに、ただし書きの後ろにハートだってつけちゃうぞ！」

「そんな恥ずかしいもん経理に提出できるかっっっ！！！」

「じゃあ、ジャンケンに勝ったらメイドさんが展示器のスイッチ入れてくれるとか……」

「それくらいジャンケン関係なく普通に入れてやれよっっっ！」

「ジャンケンに勝ったら、メイドさんが一緒にカタログ読んでくれるとかっ……」

「アイテムのスペックとか読まれてもべつにうれしくねえしっっっ！」

「あの、店長」

　……と。話を変えるように手を挙げたアイリが、真ま面じ目めな面おも持もちで口を開く。

「この前、マジヴィで見たんですけど、なんでも最近のメイド喫茶では、メイドさんがお客さんの頬ほおを張ったり、釣つり銭せんを顔面に投げつけてくるサービスが人気とか……」

「って、それは違ちがうジャンルの店だよ『オールＡ』っっっ！」

「ラウル、ラウルっ！　ジャンケンに勝ったらもう一回メイドさんとジャンケンが……」

「無限ループかよ！　ていうかお前いい加減にジャンケンから離はなれろフィノっっっ！」

「ちなみに魔界のジャンケンは魔物と返り血と臓物の三種類で成り立っててだな！　魔物は臓物を食らい、臓物は返り血を啜すすり、返り血は魔物の目を潰つぶすという三すくみの……」

「あーあー聞こえないー聞こえないー！」

　……フィノが得意げに語る猟りよう奇き的なジャンケンを必死にスルーするラウル。

　と、スタッフたちのアイデアをノートにまとめつつ、店長が微笑ほほえみながら口を開く。

「わたし、メイドさんがご飯をフーフーして食べさせてくれるサービスがあるって聞いたんですけど、メイドさんがマジカルファミコンカセットの差し込み口をフーフーしてくれるサービスなんてのはどうでしょう？」

「需じゆ要ようないですよっ！！！」

「あー、店長。おれはメイドさんたちのセクシー写真撮さつ影えい会とか、組んずほぐれつのガチンコキャットファイトなんかがあるとうれしいなあ。あと、メイドさんが膝ひざ枕まくらで耳かきしてくれるよーなサービスも……」

「……副店長。言っときますけどそれ、副店長がしてもらうんじゃなく、店長がお客さん相手にするんですよ？」

「店長、色いろ仕じ掛かけでお客さんを釣るような真ま似ねはよくないと思うんだ。なにより、フィノ君やアイリ君の教育に悪い」

「…………」

　急に１８０度主張を変えた副店長につい、生温かい目を送ってしまうラウル。

「まあ、とりあえず、いまの段階ではこんなところでしょうか……」

　……と。考え込むようにノートを眺めていたセアラ店長が、そっと顔を上げた。

「実際には、動けるメイドは三人しかいませんし、どこまでできるか分かりませんけど、わたしたちに可能なやり方で、わたしたちのサービスを検討していきましょう？」

「はいっ！」

　セアラ店長の言葉に、大きく頷うなずくスタッフたち。

　栗くり色いろの髪かみをふわりと揺ゆらし、彼らを見やったセアラ店長が口を開いた。

「では、最後は、『接客』です。お客さんを『ご主人さま』とお呼びして対応する独特の接客には、早めに慣れておかないといけないんですけど……」

　……言いながら、いたずらっぽく微笑んでみせるセアラ店長。

「じつはね、その件に関して、わたしに、ちょっとした考えがあるんです」




　　　　＊　＊　＊




　と、そんなことがあって──。




『ご帰宅お待ちしておりました、ご主人さま』

『さぞかし疲つかれたろうご主人さまめ！　こちらの席でなすすべもなくゆっくりとくつろがれるがいいわ！！！』

『あ、あのっ……』




　……店長の「ちょっとした考え」によって実行され、あえなく失敗に終わった業界初のメイド喫茶とマジックショップのコラボ店『メイドマジックショップ・レオン王都店』。

　喫茶店みたいに並べられていたテーブルを片付け、すっかりいつもの光景を取り戻もどした店内を見み渡わたしたラウルがほっと息をつく。……けど。

「……ていうか、お前らの接客、もう少し、なんとかならないのかよ」

　──まるで生まれついてのメイドのように振ふる舞まうセアラ店長とは対照的に、それぞれ絶望的な接客を見せたアイリとフィノ。特に、フィノときたらひとりだけ、メイド喫茶というよりは魔ま王おう喫きつ茶さといった方が正しいような有様で……って、どんなニッチなジャンルだよ!?　こいつ、自分が置かれた状じよう況きよう、ほんとに分かってんのかっ？

「あらあら」

　……と、思わず嘆たん息そくするラウルの前で、セアラ店長がにっこりと微笑んだ。

「わたし、フィノちゃんの接客は、とってもいいと思いますよ？」

「へっ？」

「なにより、お客さんのためになにかしたいって気持ちが、いっぱい伝わってくるもの」

「わあっ！！！」

　……店長の意外な発言に目を丸くするラウルと、うれしそうな声をあげるフィノ。

　そんな少女を穏おだやかなまなざしで見下ろし、店長が言葉を続ける。

「だからね、フィノちゃんは、言葉遣づかいをもう少し練習して、あとは、ちょっぴり落ち着いてくれれば、それで大だい丈じよう夫ぶです」

「うんっ、そうするっ……！　言葉遣いを練習して、ちょっぴり大人しくするぞっ！」

　店長のアドバイスに、真しん剣けんな顔で頷くフィノ。

　そんな少女に頷き返し、今度はアイリに視線を向けたセアラ店長が、ふと、口を開いた。

「あとは、アイリさんだけど……ねえ、アイリさん。アイリさんには誰だれか、大切な人はいますか？」

「えっ」

　──琥こ珀はく色いろの目を細め、やさしい声で訊たずねてくる店長。

　そのとたん、なぜか頬を赤らめたアイリが、思いきり声をうわずらせる。

「そっ、それは、そのっ……い、いないこともないです……けどっ……」

　藍あい色いろの目を伏ふせ、はにかむように言葉を濁にごすアイリ。

　そんな少女を見下ろし、セアラ店長がふふっと微笑んだ。

「それなら、大丈夫です。お客さんのことをね、大切な人だと思ってください。こう言ってはなんだけれど、あくまで演技だと思えばいいの。大切な人を慕したうメイドさんがどう振る舞うかを考えて、演じてみて？　大丈夫、アイリさんなら、きっとできます」

「演じるん……ですか？」

「ええ。……だからね、なにも、そんなに恥はずかしがることはないんですよ？」

　おずおずと訊ねるアイリに、セアラ店長がいたずらっぽくウインクしてみせる。

「本当はね、わたし、普段の接客も、みんな演技でいいと思うんです。必ずしも、お客さまの前で本当の自分を出す必要はないの。他ほかのお店で出で逢あった素す敵てきな店員さんの立ち居振る舞いとか、心こころ遣づかいとか、いいなと思うことがあればどんどん真似して、理想の店員を演じるんです。……もちろん、うまく演じられないときもあるかもしれないけれど、いちにちずっと理想の店員でいられた日には、とってもうれしい気持ちになるんですよ？」

　言いながら、やさしいまなざしで、かたわらのフィノを見やるセアラ店長。

「……もちろん、フィノちゃんみたいに意識せず、お客さんのために動ける子もいるけれど、それは本当にごく一部だし、特別だと思うの。だから、わたしたちみたいな普通の人は演技でいいんです。……演技だからって、べつに気き後おくれすることはないわ？　理想の自分を演じていれば、いつの間にか、本当の自分も理想に近づいていくものだと思うから」

「理想を、演じる……」

　まるで、目からウロコが落ちたみたいに、オウム返しするアイリ。

　セアラ店長の言葉を聞きながら、ラウルもつい、胸中で呟つぶやいてしまう。

　こんな俺でも、理想の自分を演じられるようになればいつか、店長みたいに……。

「だから、ラウルくんとバイザーくんも、いっぱいカッコつけてくださいね？」

「え、あ、は、はいっ!?」

　とつぜん話を振られ、びくりとしてしまうラウル。

「……まったく。店長も、簡単に言ってくれるよなー……」

　その隣で、同じく矛ほこ先さきを向けられたバイザー副店長が頭を搔かき……と。

「あっ！」

　不意に開いた店の入り口ドアに反応し、ぱっと顔を上げたフィノが元気な声で挨あい拶さつした。

「お帰りなさいませ、ご主人さまっ！」

「お、お帰りなさいませ、ご、ご主人さまっ……！」

　さすがにまだ店長の教えを適用しきれず、恥ずかしげにどもってしまうアイリ。

　一番最後に、とびきりの笑顔を浮うかべたセアラ店長が、お客さんに向かってお辞じ儀ぎした。

「お帰りなさいませ、ご主人さま」




「えっ……」




　……度のきつそうな眼鏡に、ハードな革かわのジャンパーと黒い指無し手て袋ぶくろ。シンプルなＴシャツの胸むなもとに下げられた、異様な存在感を放つブラックドラゴンのペンダント。

　なんだか見覚えのあるその少年は、メイド姿の店長に挨拶されるなり目を丸くして……。




「～っっっっっっっっっっっ！！！！！」




　次の瞬しゆん間かん。声にならない悲鳴を上げた少年はすさまじい勢いで売り場へと走り去り、やがて園芸用マジカルコンクリブロックを抱かかえて戻ってくるなりラウルにまくしたてる。

「あっ、あのっ！　すみませんがっ、ちょっとぼくの頭をこのブロックで殴なぐってくれませんかっ!?　そのっ、できるだけ強くっ……！」

「え、ええと……」

「……ああ、お会計が先でしたね！　ほら、これ、お釣りは要いりませんのでっ……早くしてくださいっ！　せ、セアラさんがメイド服姿でお帰りなさいませご主人さまだなんてっ、これが夢なのか現実なのか一刻も早くたしかめたいんですよぼくはっっっ！！！！！」

「も、申し訳ありませんが、当店ではそういったサービスは行っておりませんので……」

　……困こん惑わくするラウルの手に千ゴールド紙し幣へいとブロックを押しつけ、真剣な口調で言い募つのるドラゴンのペンダントの少年。

　呆ぼう然ぜんと様子を見ていたアイリがやがて、なにかに気づいたように目を丸くした。

「って、あなたっ……！」

「あれっ？」

　アイリがあげた声ではじめてその存在に気づいたように。少年が人なつこい笑みを浮かべてうれしげに会え釈しやくする。

「わあ、アイリさんじゃないですか、お久しぶりですっ！」

「って、どうしてシエルさんがここに来るのよっっっ!?」

　──セアラ店長の熱ねつ狂きよう的ファンで、レオンの常連客で、じつはアマダ・マジック王都本店の若手トップ社員であるドラゴンのペンダントの少年こと、シエル・スクリプト。

　アマダで同どう僚りようだったアイリの質問に、シエル少年がにこにこしながら口を開いた。

「ああ、ぼく、こないだの魔人騒さわぎのあとダイナ市の店に異動になったんですけど、今度王都本店が再開することになったんで、また、王都に戻って来て……」

「って、そうじゃなくてっっっ！　あなた、どうして普ふ通つうにライバル店に来てるのっ!?　……まさか、嫌いやがらせに来たんじゃないんでしょうねっ!?」

「へっ……」

　そんなアイリの問いに目を丸くし、やがて、シエルはなんだか面おも白しろそうに笑ってみせた。

「って、やだなあ。ぼく、ずっと昔からレオンのファンなんですよ。もちろん、女め神がみのようにお美しい店長のセアラさんも魅み力りよくですけど、聞いたこともないような怪あやしいメーカーのアイテムを中心としたマニアックな品しな揃ぞろえが大好きで。アマダは信しん頼らいの置ける大手メーカーのアイテムしか置かないから、なんかこう、いまいち面白くないんですよねえ」

「……なんか、すっげえディスられてるような……」

　……たぶん悪意はないだろうシエルの言葉に、思わず半眼になってしまうラウル。

　そんなラウルに向き直ったシエルが、人当たりのいい笑えみを浮かべて頭を下げた。

「ああ、あらためて、初めまして。ぼくはアイリさんの元同僚のシエル・スクリプトです。ちょっと今日は名めい刺し持ってないんですけど、アマダで販はん売ばい員いんをしてまして……」

「あれ、もしかして、こないだアマダにいたマジカメのおにいさ……むぐっ」

「？　……どこかでお会いしたこと、ありましたっけ？」

「い、いえっ！　い、いつも当店を利用してくださってありがとうございますっ！」

　つい余計なことを言いかけたフィノの口を塞ふさぎ、誤ご魔ま化かすように笑ってみせるラウル。

　……と。

　ふと思い出したように、アイリがシエルに話しかけた。

「ねえ、シエルさん。この間、王都本店の新しい店長が、挨拶に来たんだけど……」

「っ……」

　……世間話にかこつけて探りを入れるアイリの発言に、ラウルははっと息を飲む。

　そういや、アイリの元上司でセアラ店長の知り合いらしいカレン副店長はともかく、新しく赴ふ任にんしたばかりのクラウド店長の情報は現状ほとんどない。見た目通りの馬ば鹿かなのか、それとも意外に優ゆう秀しゆうな人物なのか……さすがは『オールＡ』だ。

「ああ、馬鹿ボン店長ですか」

　少女の目もく論ろ見み通り、シエルはさしたる警けい戒かい心もなく答え……って!?

「ば、馬鹿ボンって……」

「はい、クラウド店長のあだ名です」

　思わず呟くアイリの前であっさり言い放ち、にこにこしながら補足するシエル。

「なんでも、カレン副店長が命名されたそうですよ？　最初は厭いやがってたそうなんですが、副店長に『いっけん「馬鹿なボンボン」の略に思えるかも知れませんが、じつは異世界で崇あがめられている高名な哲てつ学がく者の名を示す高貴なふたつ名なのです』と教えられてからは、むしろこう呼ばれるのをすごく喜ぶようになって」

「……それ、単にウソを吹ふき込まれただけなんじゃ……」

「王都店を任されたのも、重役の息子むすこだからというだけの七光り人事らしいです。基本いつもヒマそうにしてて、カレン副店長に『なにしていいか分からないから指示をくれ！』なんてねだっては『では、息をしないで下さい』なんてあしらわれてたりしますね」

「…………」

　シエルの情報に絶句するアイリ。かたわらのラウルもつい、同じような顔をしてしまう。

　……って、そんな馬鹿店長のために俺たち、こんなことに巻き込まれたのかよっ!?

「まあ、そんなこんなで社内の評判はいまいちですし、カレン副店長とは性格合わないみたいですけど、ぼくはわりと好きですよ？　気さくで親しみやすいし、憎にくめない感じで……前のクアン店長は、なんだかちょっと、怖こわいところがありましたからね」

「クアン店長……」

　アイリがオウム返しした名前を聞いたとたん、ラウルはどきりとした。

　アマダの《魔ま力りよく球きゆう》工場でフィノの魔力を奪うばおうとした、からす色の髪かみと瞳ひとみをした長身の男……あのとき逃がしてしまったあいつの顔は、けっして忘れられない。……と。

「と、ところで……」

　急にそわそわし始めたシエルが声をひそめ、セアラ店長を盗ぬすみ見しながら口を開く。

「その……ど、どうしてみなさん、メイド服なんですか？」

「あら、あなた、聞いてないの？　再来週のチャリティイベントの模も擬ぎ店てんで、うちのお店もメイド喫きつ茶さをやることになったのよ。それで、いまから接客の練習を……」

「め、メイド喫茶──っっっ！！！！？」

　そのとたん、思いっきり声を裏返らせたシエルが興奮したように身を乗り出した。

「そそそそれ前売り券ありますかっ!?　整理券入場券予約券といった類のものはっ……」

「いや、そういう大げさなものはっ……」

「必ず行きます！　たとえ最終戦争が起こったとしても絶対駆かけつけますから！！！！！」

「いや、最終戦争なんか起こったら、さすがにイベントも中止だと……」

「それでしたら、ぼくが命に代えても最終戦争を防ぎます」

「……は、はあ。応おう援えんしてます」

　固い決意が込こめられたシエルの言葉につい、生返事してしまうラウル。

　……と。

　話を聞いていたセアラ店長がしずしずと歩みよるなり、シエルに向かって微笑ほほえみかけた。

「ありがとうございます、ご主人さま。……ご帰宅、お待ちしておりますね？」

「～っっっ！！！！！！！！」

　その、瞬間。

　感極きわまって床ゆかに崩くずれ落ちたシエルを見下ろし、セアラ店長が「あらあら」と呟つぶやいた。




　　　　＊　＊　＊




「──お帰りなさいませ、ご主人さま」




　もうすっかり日も暮れ、ちょうど仕事帰りのお客さんたちが集まるピークタイム。

『理想を、演じる』──店長のアドバイスを受けたお陰かげか、あれほど恥はずかしがっていたメイド喫茶風の接客にもだいぶ慣れたらしく。次々入店してくるお客さんへ挨拶するアイリの口調には、すでに余よ裕ゆうさえうかがえる。

「お帰りなさいませ、ご主人さま」

　普段シンプルな格好をすることが多いアイリが好んで着ることのない、フリルたっぷりのエプロンドレス。蜂はち蜜みつ色の髪を揺ゆらして穏おだやかに微笑む少女は、どこかのお屋や敷しきに仕える本物のメイドみたいに上品で、どきりとするほどきれいで……。

「……っ！」

　一瞬見とれていたラウルは、あわてたように目を逸そらした。……盗み見してたのがバレたら、あとでいったいどんな皮肉を言われるか分かったもんじゃない。

　さいわい、ラウルの視線には気づかなかったらしく。

　扉とびらの開く気配とともに、また、アイリが声をあげた。

「お帰りなさいませ、ご主人さ……」




　──けれども。

　不意に途と切ぎれたアイリの声こわ色いろに、なんとなく不ふ穏おんなものを感じて。

　店の入り口ドアへと視線を向けたとたん、ラウルの心臓がぎゅっと縮こまった。




　短く刈かり上げた髪と、濃のう色しよくのサングラス。高そうなスーツに包まれた肩かたをいからせて入ってきた男の雰ふん囲い気きに、ラウルの店員としての第六感が思いきり警報を鳴らす。

　……悪質なクレーマーや、それに類するお客さん特有の匂におい。こいつ、要注意だ！

　どうやらラウルと同じものを感じ取ったらしく、入り口からアイコンタクトを送ってくるアイリ。そんな少女に頷うなずき返し、ラウルは襟えりのインカムスイッチへ手を伸のばす。──と。




　その、瞬しゆん間かん。

　店の中に、なにかが崩れるような耳みみ障ざわりな音が響ひびき渡わたった。




「……おおっと」

　いかにもわざとらしい声をあげ、棚たなのアイテムを床へ叩たたき落としたサングラス男が、ニヤニヤしながら独りごちる。

「こいつぁ大変だ。肩が当たって、うっかり商品を落としちまった」

「っ……！」

　男の大声に、一瞬にして静まりかえる店内。

　関係のないお客さんたちが怯おびえ顔で目を逸らし、その幾いく人にんかが、とばっちりを避さけるためにさりげなく出口へ向かうのが見える。

　……くそっ、どういうつもりだっ？　店長を呼ぶべきか、それより、先に警察をっ……。

　インカムスイッチに触ふれたまま、ほんの一瞬、迷うラウル。

　そんな少年の耳に、とつぜん、凜りんとした声が飛び込んだ。

「ふざけないで！」

　──雄お々おしく揺れるエプロンドレスの裾すそと、上品なレースのカチューシャ。

　サングラス男につかつかと歩み寄るメイド服を着た少女……って、『オールＡ』っ!?

「どう見たって、いまのはわざとでしょうっ!?」

　男を睨にらみつけ、ためらいもなく抗こう議ぎの声をあげるアイリ。

　しかし、サングラスの男はへらへらと嗤わらい、大げさに肩をすくめてみせる。

「まさか、とんでもない、事故だよ、事故……それとも、お前んとこの店はガキが走り回って物を落とす度たびに、いちいち損害賠ばい償しようを請せい求きゆうすんのか？」

「っ……！」

　一いつ触しよく即そく発はつの険悪さで睨み合う、アイリとサングラスの男。

　そんな中、ふと、ラウルの脳のう裏りに、セアラ店長の言葉が過よぎった。

　──理想の自分を演じる……こんなとき、セアラ店長だったらいったいどうする？

　舌打ちとともに、ラウルはカウンタを飛び出した。この手合いはおそらく暴力をためらわない。まずはアイリを下がらせ、それから、相手の目的を探さぐってっ……！

　──と。




「あっ、お帰りなさいませご主人さまっ！」




　……刹せつ那な。

　バックヤードから顔を出したフィノが、はしゃぎ声をあげてサングラス男へ駆け寄よった。




「ふ、フィノさんっっっ!?」

「って、おいっ、フィノっっっ！！！！！」

「な、なんだよ、てめえっ……」

「なんだ、ご主人さまは、この魔法洗せん濯たく器きが気になるのか？」

　サングラス男に近寄るなり、たまたまかたわらに展示されていた大きなバケツ状のアイテムをしげしげと見やる銀ぎん髪ぱつの少女。

　とつぜんの闖ちん入にゆう者に戸と惑まどうサングラス男の前で、なんだか納なつ得とくしたように頷いたフィノがくちびるの端はしを上げる。

「じゃあ、オレ様が、ご主人さまの代わりに洗濯してあげるぞっ！」

「って！！！！？」

　言い放つが否いなや、サングラス男の高そうなスーツの上着を一息に剥はぎ取るフィノ。

　思わぬ事態にぽかんとする男の前で、手にした上着を乱暴に丸めてバケツへぶち込んだフィノが、バタンと豪ごう快かいに蓋ふたを閉じた。……と。

「って、フィノさんっ！　それっ、洗濯器じゃなく、魔法生ゴミ処理機マジツクコンポーザーっ……！」

「えっ？」

　アイリの声と同時に、フィノの指が、スイッチに触れ。

　……その、瞬間。

　明らかな異音が、辺りに響き渡った。




「…………」

　たとえるならば、布状のものが引き裂さかれ、思いきりモーターに絡からまったような音。

　……おずおずとスイッチから手を離はなし、バケツの蓋を開けて。

　あんぐりと口を開けるサングラス男へ向き直ったフィノが、気まずげに頭を下げた。

「そ、そのっ、ごめんなさいっ……せ、洗濯器にそっくりだった……から……」

「っ…………」

　ぼろきれよりもひどい有様となった上着を見下ろし、ワイシャツの肩を震ふるわせる男。

　……ややあって。




「ってめえっ、ふざけんなあああああっっっ！！！！」




　激げつ昂こうした男が、目の前の棚の支柱をぐいと掴つかみ、

　おそらく数十キロはあろうその棚を、フィノの頭上に思いきり引き倒たおした。

「っっっ！！！！？」

「フィノっっっ！！！！！」

　──間かん一いつ髪ぱつ。かばうようにフィノを抱だきしめ、棚から落ちた様々なアイテムたちに混ざるようにして床へ転がるラウル。

　軋きしむ背中。腕うでの中のやわらかな体温と、剥むき出しの首筋にかかる熱い吐と息いき。頭のすぐそばに落下した棚板が、重い音を立てて倒れる。……と。

　……不意に翳かげる、ラウルの視界。

　あわてて顔を向ければ、棚を倒したサングラス男が嗤いながらこちらを見下ろしている。

「くくっ、てめえの鼻、へし折ってやる……！」

　下げ卑びた笑いとともに、片足を持ちあげる男。

　分ぶ厚あつい鉄板が仕込まれた靴くつ底ぞこが、ラウルの顔面目め掛がけて思いきり踏ふみ下ろされた。




「──っっっ！」




　フィノを抱いたまま、きつく目を閉じるラウル。

　その瞬間、強くつぶられた瞼まぶたの裏が、にわかに明るくなり──。




　──ややあって。

　おずおずと目を開けたラウルの視界の中、清せい楚そなエプロンドレスの裾がふわりと揺れた。




「──悪いご主人さまをお諫いさめするのも、メイドの役目ですよね？」




　いつの間にか靴を吹ふき飛ばされ、裸足はだしのまま尻しり餅もちをつくサングラス男を見下ろして。

　オレンジ色の魔法計算器マジツクカルクを握にぎりしめたセアラ店長が、にっこりと微笑ほほえんだ。




　　　　＊　＊　＊




「──申し訳、ありません……」

　……夜よ更ふけのオフィスに響く、淡たん々たんとした女の声。

「私自ら、通りすがりの占うらない師しに扮ふんしてそそのかし、レオンへと乗り込んだものの……まさか、あそこまでの馬ば鹿かだとは思っていませんでした……」

　……しばしの、沈ちん黙もく。

　小さな相づちを打っていた女が、やがて、静かに頷く。

「分かりました。すべて、そのようにいたします──」




　艶つややかなショートカットの黒くろ髪かみと、淡あわいルージュの引かれた薄うすいくちびる。

　マジックフォンを切った黒髪の女は顔を上げるなり、思い出したように口を開いた。

「──どうも、ご苦労さまでした」

　……焼け焦こげて縮れた髪に、ひびの入った濃のう色しよくのサングラス。もうすっかり涼すずしい季節だというのになぜか寒々しいワイシャツ姿をしたその男が、不ふ機き嫌げんそうに呟つぶやく。

「……ああ。あんたの依い頼らいどおり、思いきり暴れてきたぜ」

「えっ」

　その言葉を耳にしたとたん、女が切れ長の目を僅わずかにすがめて問い返した。

「ちょっと待って下さい。それは、どういうことですか？」

「だって、あんたが、あの店に嫌いやがらせをしろと……」

「なにを言ってるんですか」

　とんでもない、とでも言わんばかりの口調で、女が大きく首を振ふる。

「嫌がらせと言ったら、陳ちん列れつされてる一番前の商品のパッケージをすべて裏返すとか、よく似た商品のプライスカードをこっそり入れ替かえるとか、マジカルペンタブレットの展示器に卑ひ猥わいな落書きを残してくるとか、そういうことに決まってるでしょう？」

「は、はあっ……!?」

「……どうやら、行き違ちがいがあったようですね」

　思わずぽかんと口を開けるサングラス男の前で、困ったように嘆たん息そくする女。

「残念ですが、今回の契けい約やくは、無かったことにさせて戴いただきます」

「って……てめえっ！」

　あまりに一方的な女の言葉に、サングラス男が声を荒あらげた。

「おいっ！　そんなふざけたことが通ると思ってっ……っ……」

　……男の声をさえぎるように、小さな穴から勢いよく空気が押し出されるような音。

「……おやおや、ジョークグッズかと思ったら、なかなか使えますね」

　ほっそりした指で、マジカル痴ち漢かん撃げき退たい用スプレーを握りしめて。

　あっけなく床ゆかに沈しずんだ男を見下ろしつつ、黒髪の女が独りごちた。




「さて、セアラさんへの嫌がらせも大事ですが、まずは指示通りに、業務用厨ちゆう房ぼうアイテム業者に手配をしなければ──」








　第二章「アマダに妨ぼう害がいされた俺たちは負けじと準備を進めました」




「……おい、『オールＡ』……」




　まるで、空飛ぶスライムの群れくらい信じられないものを目もく撃げきしてしまったかのように。目の前の器うつわを見下ろしたラウルが、震え声で質問する。

「これ、いったい、なんなんだ……？」

「えっ？」

　そんなラウルの問いに、アイリは藍あい色いろの目を不思議そうに瞬まばたかせ、

「見れば分かるでしょ？　オムライスよ、オムライス」

「って、どう見ても単なるフツーの白いご飯じゃねえかっ！！！！？」

「失礼ね！　もったいないけどケチャップも入れたわよっ！　ほら、よーく見ればちゃんと赤みがかってるでしょ？　それに、奮発してお肉を十グラムも入れたんだから！」

「十グラムとか誤差の範はん囲いだよっっっ！」

「こ、こんな消しゴムのカスみたいなのっ、お肉じゃないっ……」

「ほら、肉好きなフィノがショックを受けてるだろっ!?　……ていうか、もしかして、この、端はしにちょっとだけ添そえられた、黄色いのは……」

「……卵焼きに決まってるじゃない。ラウル・チェイサー、これはオムライスなのよ？」

「その言葉そっくりお前に返すわ！　なんだよこの極ごく小しようサイズのオムレツっ!?」

「これでも卵を一個使ってるのよ!?　卵一個まるごとだなんて、うちの孤こ児じ院いんじゃ四十度の高熱で生死の境をさまようレベルのときしか食べさせてもらえなかったんだから！」

　言いながら、腰こしに手を当てたアイリが逆ギレしたように声を荒げる。

「だいたいねっ、ご飯が食べられるだけでありがたいと思いなさい！　うちの孤児院の主食は基本裏庭で栽さい培ばいしてたカボチャとサツマイモだったんだから！　あなた知らないでしょ!?　カボチャを食べ過ぎるとね、だんだん肌はだが黄色くなってくるのよ!?」

「いつの時代の人間だよっっっ！」

「それにね、私が発見したんだけど、塩を多めに使うとちょっとくらい具が少なくても物足りなさを感じないのよ！」

「普ふ通つうの人間は塩分控ひかえるために具を増やすんだよっっっ！！！」

　思わず大声をあげつつ、ラウルは思いきり頭を抱かかえ込んだ。




　──フィノを賭かけたメイド喫茶対決のオムライスレシピを検討するため、本日、閉店後のレオン王都店二階休きゆう憩けい室しつにて行われている夕飯を兼かねたオムライス持ち寄り試食会。

　フィノはともかく、いつも美お味いしそうな手作り弁当を持参する店長や、なにかにつけて器用なアイリの手料理を食べられる貴重な機会を、ラウルは密ひそかに楽しみにしてたのに……なんつーか、そんな甘いことを考えてたついさっきまでの自分の後頭部を、マジカルスリッパで思いっきりはたいてやりたい気分だ。

　……と。そんなラウルの前で、フォークを口に運んだセアラ店長がにっこりと微笑んだ。

「でも、これはこれで美味しいですよー？　オムライスとはちょっと違うかもしれないけど、塩加減もちょうど良いですし、お野菜もとってもていねいに切ってあって」

「あれっ、ほんとだっ、美味しいっ……！」

「見た目はともかく、ふつーに食えるレベルだなー……」

　店長に続いてアイリのオムライスを試食し、好意的な感想を口にするフィノと副店長。

　ラウルもおずおずと手を伸のばし……ひとくち食べたとたん、目を丸くしてしまう。

　……まあ、見た目どおりほぼ塩味のご飯ではあるものの、これ以上ないほど奇き跡せき的なバランスで成り立つ絶ぜつ妙みような塩加減。しかも、店長が言うとおり、きっちり大きさが揃そろえられた野菜や肉は、機械で切られたように正確な形をしていて……。

「……なんだよ。いちおう、ちゃんと料理になってんじゃねえか」

「当たり前でしょ」

　感心したように呟くラウルの言葉を聞きつけ、アイリがふんと鼻を鳴らす。

「料理には自信あるの。孤児院にいたときはずっとみんなのご飯作ってたんだから……」

　……と。

「ふははっ、今度はオレ様の番だなっ！！！！！」

　自信たっぷりに宣言したフィノが、お気に入りのマオーくんリュックサックから取りだした容器をテーブルに置くなり、かぱっと蓋ふたを開けた。

「さあ、オレ様の至高のオムライスを見るがい……あっ！」

「「「「っ！！？」」」」

　──そのとたん、ラウルたちの視界を横切る黒い影かげ。

　容器から飛び出した影は、あっという間に窓の隙すき間まへと姿を消し……思わずぽかんとするスタッフたちの前で、フィノがあわてたように叫さけんだ。




「お、オムが逃にげたっっっ！」

「ちょっと待てっっっ！！！！！」




　取り乱したような声をあげるフィノに、思わず食って掛かかるラウル。

「フィノっ、いまのはなんだよっ、おいっっっ!?」

「えっ、なにって、オムだけど……」

　ラウルの問いにきょとんとした顔で答え。改あらためて容器を見やったフィノが、ふりかけで描えがかれたご飯の上の魔法陣を見下ろし、悔くやしげに呟く。

「暗黒の力と旨うま味みを秘めし悪あく魔ま精せい霊れい『オム』……せっかく頑がん張ばって召しよう喚かんしたのに……」

「そんな禍まが々まがしげなもんご飯に載のせんなっっっ！！！！！」

「でもっ、ご飯によく合うんだぞっ!?　ちょっとだけお醤しよう油ゆを垂らしてだなっ……」

「悪魔精霊に醤油を垂らすなあああああっっっ！！！！！」

「フィノちゃん、野生の悪魔精霊はどんなばい菌きんを持ってるか分からないから、ちゃんと火を通してから食べた方がいいですよー？」

「いや、店長、そういう問題じゃなくてですね……」

　思わず半眼になってしまうラウルの前で、セアラ店長がにっこりと笑った。

「さあ、次は、わたしの番ですね？」

　穏おだやかに微笑ほほえみながら、籐とうで編まれたピクニックバスケットの蓋を開けるセアラ店長。

　その瞬しゆん間かん、スタッフたち……特にラウルとバイザー副店長のふたりが身を乗り出した。

　……セアラ店長の手料理！　思わず、ラウルは唾つばを飲んでしまう。

　休憩時間が重なるたびに気になってた、彩いろどり豊かで美味しそうなセアラ店長のお弁当。服でもマジックアイテムでもなんでも作ってしまう人間国宝級に器用な店長は、いったい、どんな美味しい料理を作るんだろう？

　──バスケットの中から漂ただよってくる、食しよく欲よくを刺し激げきするいい匂におい。

　店長が皿を取り出したとたん、スタッフたちは思わず歓かん声せいをあげてしまう。

　真っ白な皿に載せられたのは、芸術といっていいほど美しい木の葉形のオムライス。表面を覆おおう卵は触ふれてみたくなるくらいなめらかで、鮮あざやかな黄色とトマトソースの赤が魅み惑わく的なコントラストを描えがいている。

「ふふっ、久しぶりに作ったんですけど、なかなか上う手まくできて良かったです」

　店長が大おお振ぶりのスプーンを入れたとたん顔を覗のぞかせる、美味しそうなチキンライス。

　魔法みたいに取り分けられたオムライスが、あっという間にスタッフたちの前に並んだ。

「さあ、食べてみてください」

「は、はいっ！」

　はやる気持ちを抑おさえてフォークを口に運んだとたん、とろけるようなオムレツの食感。

　しっとり感とほろほろ感をあわせ持つチキンライスが舌の上で解ほどけ、絶妙な加減で火が通された半熟卵と絡からみ合い、うっとりするようなハーモニーを奏かなでて……。




　……チキンライスの中で、なにかが弾はじけた。




「「「「っっっ！！！！？」」」」

　ぱちぱち、ぱちぱちと、口の中で立て続けに起こる小さな爆ばく発はつ。同時に、チキンライスの奥から浮上した甘ったるい味が味み蕾らいを刺激する。

　なにが起きたか分からず混乱するスタッフたちの前で、セアラ店長がふふっと微笑んだ。

「中に弾けるマジカルキャンディを入れてみたんです。ほら、オムライスって食感が単調ですし、味見をしてみたら未体験の感覚で、これはイケるなって思って……」

「イケませんっっっ！！！！！」

　……口の中でぱちぱちと音を立てるチキンライスを噛かみしめ、ラウルは額に手を押し当てた。ああ、そうだ。セアラ店長は、奇き抜ばつな取り合わせや面おも白しろいことが大好きで……。

　沈ちん痛つうな面持ちでオムライスを咀そ嚼しやくしていたアイリが、やがて、おずおずと口を開く。

「……あの、店長、このオムライスのソースって……」

「ああ、チェリークランベリーのソースです。キャンディがイチゴ味だったから、ベリー系で合わせてみたの。ふふっ、手作りなんですよー？」

「……ちなみに、店長のお弁当の卵焼きによく入ってる黒い粒つぶって……」

「えっ、チョコチップですけど……それが、どうかしたんですか？」

　ためらいがちなラウルの問いに、きょとんとした顔で答えるセアラ店長。

　副店長が頭を搔かきつつ、言いづらそうに呟つぶやいた。

「店長、その……本番のときは、既き存そんのレシピ通りに作ってくれ……な……」

　みんなの心を代弁するかのような副店長の言葉に、他ほかのスタッフがこくこくと頷うなずいた。







「わあっ、副店長っ、これ、すっごく美味しい！」

　とろとろの半熟卵に覆われた、店長のそれに負けないくらい美味しそうなオムライス。ひとくち食べるなり歓声をあげたフィノを見下ろし、バイザー副店長が得意げに口を開く。

「まあ、おれ、こう見えて料理が趣しゆ味みだからなー。特に、調味料にはこだわりがあって、塩やオリイブの油は数種類常備して、料理によって使い分けててー……」

「へえ、さすが副店長ですね！」

「美味しいっ……私、なんだか見直しちゃいました」

「って、おいおい、そんなに褒ほめるなよー……」

　部下たちの称しよう賛さんにまんざらでもなさそうな顔をしつつ、かたわらへ顔を向ける副店長。

「なんか、こいつらには割と好評みたいだけど、店長はどう……」

「はい、とっても美味しいです」

　そんな副店長の問いに、セアラ店長はにこにこしながら頷いて、

「ガーゴイル亭ていのオムライスは、わたしも大好物ですから」

「えっ？」

　そのとたん、目を丸くするラウルたちの前で、副店長の表情がぴしっと凍こおりついた。

「バイザーくん、休憩時間にお店抜ぬけて、お買い物しに行ってましたよね？」

「い、いやっ、そのっ、それはっ、ちょっと昼ひる飯めし買いにっ……」

「ゴミ箱に捨ててあったガーゴイル亭のレシートに、オムライスが載ってましたよ？」

　あたふたと声をうわずらせる副店長の前で、にこにこしたまま言葉を続けるセアラ店長。

「わたし、自分で作ってきてくださいって、言いましたよね？」

「……すみません、今朝は寝坊して試食会のこととかすっかり忘れてました」

　潔いさぎよく罪を認め、休きゆう憩けい室しつの床ゆかに頭を擦こすりつけるようにして土下座する副店長。

　そんな副店長を尻しり目めに嘆たん息そくしセアラ店長がラウルへと視線を送った。

「ええと、あとは、ラウルくんでしたね？」

「あ、はいっ」

　店長にうながされ、あわてて家から持ってきた容器を取り出すラウル。

「これ、俺がいつも作ってるやつなんですけど……」

「わあっ、ラウルのオムライスだーっっっ！」

「って、おい、フィノっ……」

「美お味いしいっっっ！！！！！」

　と、すぐさま飛びついたフィノが、フォークを口にするなり興奮したように叫んだ。

「ラウルすごいっ！　ねえっ、これっ、すっごく美味しいぞっっっ！！！！？」

「へえ……」

　うれしそうな顔をしてオムライスを頬ほお張ばるフィノの隣となりで、アイリが冷静に批評する。

「具の切り方は雑だし、炒いため方にはムラがあるし、卵は火が通り過ぎだし、ちょっと焦こげてるけど、味は悪くないわね」

「……って、お前、いろいろ言う割には、思いっきりおかわりしてんじゃねえか」

「あ、味は悪くないって言ってるでしょっ!?　なんか、懐なつかしい味っていうか……それに、残したらもったいないじゃない。お肉もいっぱい入ってるしっ……」

　口を尖とがらせて言い訳しつつ、自分の皿にごっそりとオムライスを追加するアイリ。

　……と。




「……あれ、どうしたんですか？」

　皿に盛られたラウルのオムライスをひとくち頬張ったきり、なんだか複雑な表情を浮うかべて黙だまり込んでしまうセアラ店長とバイザー副店長。

　そんなふたりの反応に、ラウルがおずおずと口を開いた。

「もしかして、口に合いませんでした？」

「あー……いや、違ちがうんだが、うん……」

　ラウルの前で言葉を濁にごしつつ、困ったように赤毛頭を搔く副店長。

「まいったな、これって、もしかして……」

「……ねえ、ラウルくん」

　そんな副店長の隣で、セアラ店長が静かに顔を上げた。

「このレシピ、本かなにかで読んだの？」

「あ、いえっ……」

　いつになく真しん剣けんなセアラ店長の声に、ラウルは思わず首を振ふる。

「これ、マジカルクッキングパッド……ＭＩＴネットの投とう稿こうレシピサイトで見つけたレシピなんです。二種類のソースを混ぜてチキンライスを味付けしたり、隠かくし味あじにちょっぴりどくけしそうを入れたりするんですけど……なんか美う味まくって、よく作るんですよ」

「マジカルクッキングパッド、か……」

　その言葉を聞いたとたん、即そく座ざに懐ふところから最新型のマジックフォンを取り出した副店長が指を走らせ、サイトのトップページを開くなり訊たずねてきた。

「ラウル君、そのレシピのキーワードみたいなもの、分かるかい？」

「えっ……た、たしか『みんなニコニコ・ハッピーオムライス』みたいな感じで……あっ、殿でん堂どう入りランキングの方からも行けますよ？」

「ありがとう。っと、これか……」

　──たちまち、マジックフォンのディスプレイに表示される問題のレシピ。

　それを目にしたとたん、副店長が額に手を押し当てて嘆息した。

「ビンゴ。レシピが投稿されたのはいまから七年前……ほら、投稿者の名前見てみろよ」

　副店長が指した、『ELTO_123』というハンドルネーム。

　口の中でそれを転がし、やがて、ラウルがはっと息を飲む。
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「エルト……エルトって、まさかこれっ、店長のっ……！」

「……ええ」

　……琥こ珀はく色いろのまなざしを、目の前の皿へと懐かしそうに落として。




「……これ、わたしの兄さんが、よく作ってくれたオムライスの味なんです」




　セアラ店長が呟いたひとことに、ラウルたちは目を丸くした。

　──店長の兄、エルト・オーガスト。魔ま人じんの宰さい相しようと取引していた他の勇者たちに陥おとしいれられて殺されてしまった悲劇の勇者で、ラウルが店長から譲ゆずり受けた剣けんの前の持ち主だ。

「ＭＩＴネットはな、もともと、勇者の情報共有のために作られたんだよ……」

　セアラ店長と同郷で、勇者エルトとは親友だったらしいバイザー副店長が呟く。

「……いまは一いつ般ぱんにもだいぶ普ふ及きゆうしてっけど、七年前ってったらまだ、ユーザーのほとんどが勇者だった頃ころで……あいつ、いつの間にこんなの投稿してたんだ……？」




『妹が大好きな僕の得意料理です。妹はダークグリーンピースが苦手なので、代わりにハネインゲンを入れました。仕事が忙いそがしくてなかなか作ってあげられないのですが・・・』




　……店長が手に取った、副店長のマジックフォン。

　兄が残したレシピコメントを、店長は深い色を湛たたえた瞳ひとみでじっと見つめ……と。




「……フィノちゃん？」

　不意にエプロンを引っぱられ、はっとしたように顔を上げるセアラ店長。

　そんな店長を見上げ、マジックフォンを指したフィノがにこにこしながら口を開いた。

「これっ……ラウルが作った店長のお兄さんのハッピーオムライス、すっごく美味しかったっ！　ねえっ、メイド喫きつ茶さのオムライス、これがいいっっっ！！！」

　──フィノの提案に、驚おどろいたように目を丸くするセアラ店長。

　そんなフィノの言葉に続くように、ラウルたちもいっせいに声をあげた。

「賛成っ！　このレシピの味、俺、すごく好きだし、やみつきになるっていうか……クッキングパッドでも殿堂入りになってて、名前の通りみんなに人気があるんですよっ？」

「あ、私も賛成です。ラウル・チェイサーが雑に作ってもこれだけ美味しいんだから、私たちが丁てい寧ねいに作ったら、もっとずっと美味しくなると思うし……」

「……って、悪かったな、『オールＡ』」

「店長っ、オレ様、これ、もっといっぱい食べたいっ……！」

「みんなっ……」

　部下たちの言葉に、戸と惑まどったように洩もらすセアラ店長。

　そんな店長のかたわらで、バイザー副店長が軽く手を挙げた。

「あー……おれも、賛成な」

「バイザーくん？」

「……まあ、なんつーか、これも、なんかの縁えんじゃねえの……？　それに、あいつがたまに作るオムライス、たしかに美う味まかったし。おれも、これならイケると思うわ」

「っ…………」

　副店長の言葉を受け、いまいちど、ネットに残された兄の言葉を見やって。

「──兄さん、フィノちゃんを守るために、応おう援えんよろしくお願いしますね？」

　マジックフォンを握にぎりしめ、セアラ店長がそっと微笑ほほえんだ。




　　　　＊　＊　＊




　水の曜日──マジックショップ・レオン王都店の定休日。

　ベッドの上で漫まん画が雑誌を読んでいたラウルは、玄げん関かんの方から聞こえてきたチャイムの音を聞くなりしぶしぶ身体からだを起こす。

　……こうして平日昼間にチャイムを押すのは宅配業者か郵便屋か、王都新聞や宗教の勧かん誘ゆうか、はたまた魔法の壺つぼやマジカル印いん鑑かんを売りつける怪あやしげな訪問販はん売ばいか。それとも……。

「ラウルっっっ！！！」

　……案の定、玄関のドアを開けたとたん視界に飛び込んでくる、見慣れた少女の姿。

　しかし、部屋着の上に店長のお下がりと思おぼしきエプロンを着けたフィノの手には、ぎらぎら光る包丁が……って、ほ、包丁っ!?

「フィノっ？　いったい、どうし……」

　思わず後ずさるラウルの前で包丁を握りしめ、

　潤うるんだ瞳をこちらへ向けた少女が、すがるように叫さけんだ。

「お願いっ……オレ様にりょーりを教えて欲しいんだっっっ！！！！！」







「…………」

「そ、その……なんか、ぜんぜん、うまくいかなくってっ……」

　……フィノの部屋の台所は、惨さん憺たんたるありさまだった。

　野菜の皮や葉が飛び散った作業台に、泥どろで真っ黒になった流し台。パックに入った肉と思しきものが、なぜか床に転がっている。

「って、お前、指、傷だらけじゃねえかっ！」

　思わず声をあげるラウルの前で、包丁を手にしたまま気まずげに目を逸そらすフィノ。

「この包丁っていうの、ぎしぎししちゃって切れないし、野菜もすべっちゃって……」

「って、これ、どこで買った安物だよっ……」

　フィノの包丁の刃は先さきをあらため、ラウルはあきれたように呟つぶやいた。

「切れない包丁ってのは危ないんだぞっ？　……ていうか、おい、まな板は？」

「まないた？」

　ラウルの問いに、不思議そうに聞き返すフィノ。

　……あちこち凹へこんで傷だらけで、まるでなにかの事件現場のようになっている作業スペースを見下ろし、ラウルは嘆息してしまう。

「……ったく。とりあえず傷の手当てしてやるから、手、洗っとけ。……ここ、必要な道具なんにもないし、片付け終わったら食材回収して俺の部屋で特訓な」

「う、うん……」

　なんとなく申し訳なさそうに、フィノがおずおずと頷うなずいた。







「……で、お前、いったいなにを作ろうとしてたんだよ？」

　苦労の末、ようやく台所の片付けと無事な食材の救出任務に成功し、ラウルの部屋のキッチンへと逃のがれたふたり。

　少年の問いに、顔を上げた銀ぎん髪ぱつの少女がおずおずと口を開く。

「……オムライス」

　洗ったニンジンを両手で掴つかんだまま、上目づかいにラウルを見やる少女。ラウルが貼はってやった何枚もの絆ばん創そう膏こうが、白い指を覆おおっている。

「昨日の夜、店長が、もしかしたら、お客さんの前で料理することになるかもしれないって言ってたし……それに、みんな、オレ様のために頑がん張ばってくれてるのに、オレ様だけちゃんとした料理が作れないから……」

「……そう、だな」

　真剣な顔で言い募つのるフィノの、ちょうど触さわりやすい位置にある頭をぽんと撫なでてやり、作業台に向き直ったラウルが目の前のまな板を指した。

「じゃあ、フィノ。まずは基本だけど、包丁を使うときはまな板ってのを敷しくんだ。これがないと作業台が傷だらけになっちまうし、食材がすべったりするからな」

「へえ、こんなものがあったのかっ……！」

「まずは、ニンジンの上の部分を切り落として……」

「う、うんっ！　……わあっ、すごい切れ味！　ラウルの包丁は魔法の包丁なのっ!?」

「残念ながら、熱も光も出ないフツーの包丁。……お前、ちゃんとした包丁買えよな」

「ねえっ、ここから、どうすればいいのっ？」

　ヘタを切り落としたニンジンを前に、背せ伸のびしてラウルを見上げてくるフィノ。

　頷いたラウルがニンジンの位置をずらし、包丁に見立てた手を押し当てた。

「ニンジンはみじん切りにするから、まずは、こういう感じで斜ななめに切ってくんだ」

「こ、こう？」

「って、それだと指が危ないだろっ？　手の形はこうで……って、そうじゃなくって！」

　思わず、手を伸のばし……フィノの指先に触ふれたとたん、ラウルはどきりとしてしまう。

「だ、だから、その、こうやってっ……」

　……ほっそりして見えるのに、触れてみるとふわんとやわらかい、女のコらしい指先。

　動どう揺ようを隠かくしつつ、ラウルはどうにか、持ちあげた少女の指先を正しい位置に持っていく。

「…………」

　──ふと、ある考えが脳のう裏りを過よぎって。

　ごくりと唾つばを飲んだラウルは、左の手をフィノと一いつ緒しよにニンジンに添そえたまま、右みぎ腕うでを少女の背中の向こうへと伸ばし……ちょうどフィノの背中を抱だくような格好で、包丁を握るフィノの右手に、自分の右手のひらを重ねた。

「やっ、ら、ラウルっ……？」

　両手を同時に握られた瞬しゆん間かんびくっとして、おずおずとラウルを見上げてくる銀髪の少女。

　そんな少女の反応に動揺したラウルはつい、声をあげてしまう。

「って、お前っ、変な声出すなよっ！　い、いつも俺にくっついてくるくせにっ……！」

「だ、だって、オレ様がさわるのはいいけど、さわられるのはぞくってするのっ！」

「……お、俺が包丁動かすから、感覚掴むんだぞっ……？」

「う、うんっ……」

　背後からラウルに両手を掴まれたまま、おずおずと頷くフィノ。

　密着した少女の背中からラウルの胸に伝わってくる体温。すぐ目の前でちらつく無防備な首筋にどぎまぎしつつ、ラウルは包丁ごと掴んだフィノの手を持ちあげる。……と。

「……ラウル、なんか、どきどきしてる？」

「っっっ！！！！？」

　図星をつくフィノの問いに、ラウルは思わず飛び上がった。

「あっ……い、いやっ、そのっ……ほら、刃は物もの持ってるから、ついっ、緊きん張ちようして……」

　下心を見み透すかされてしまったように顔を赤くし、声をうわずらせて言い訳するラウル。

　そんなラウルの言葉に、肩かた越ごしに振ふり返ったフィノがやがて、くすっと笑った。

「ラウル、いつももっとおっきな剣けんで戦ったりしてるくせに、こんな包丁くらいで緊張するなんて、意外と臆おく病びようなんだな？」

「は、ははっ……」

　からかうような台詞せりふについ、誤ご魔ま化かし笑いをしてしまうラウル。

　……そんな少年の腕の中で、ふと、笑うのをやめて。

　ラウルから目を逸らしたフィノが、ぽつりと独りごちる。




「でも……なんか、オレ様も、どきどきしてる……かも」




　……口ごもる少女の、照れたような、恥はずかしそうな声こわ色いろ。

　その言葉にどきりとして、ラウルも思わず口を開いた。
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「ふ、フィノっ……」




　──……と。




「あらっ？」

　ラウルたちが立つ台所のすぐ左手。小さな窓の向こうから不意に聞こえてくる、なんだかあわてたような声。

　ほぼ同時に、玄関のドアが開き、蜂はち蜜みつ色の髪かみをした少女が顔を覗のぞかせ……って!?




　……まるでフィノを背後から抱きしめるような格好で台所に立つラウル。

　そんなふたりの姿を目もく撃げきしたアイリが、藍あい色いろの目を丸くして凍こおりついた。







「みみみ見み損そこなったわラウル・チェイサーっっっ！！！！！」

　……一瞬後、唾を飛ばさんばかりの勢いで叫ぶ少女の声に、飛び上がるようにしてフィノから離はなれたラウルがあわてて反論する。

「い、いやっ！　お、俺はフィノに料理を教えてただけでっっっ！！！！！」

「でも、顔が真っ赤じゃないっ！　どうせえっちなことでも考えてたんでしょうっ!?」

「ち、違ちがっ！　ただっ、こいつの包丁使いが危なっかしいから補助してやろうとっ……」

「なによ白々しいっ！　だいたいっ人間ならまだしも魔ま人じんに手を出すなんて、あなたプライド無いのっっっ！！？」

「だ、だから出してねえしっっっ！！！！！」

「ねえ、ラウル」

　と、ふたりのやりとりを聞いていたフィノが、不意にラウルの服を引っぱって、

「えっちなことってなに？　ラウルが集めてたえっちな本と関係あるの？」

「そ、それはっ……！」

　……じっとこちらを見つめる少女の、無む垢くすぎる視線。

　冷ひや汗あせを浮うかべて口ごもるラウルの前で、アイリがフィノの身体からだを掴んで引き寄せた。

「フィノさんっ！　あなたも、いくら魔人だからって警けい戒かい心なさすぎなのよっ！　そうやって油断してると、ラウル・チェイサーに傷物にされちゃうわよっ!?」

「き、きずものっ……？」

「って、ちょっ、おまっ、フィノに変な言葉教えんなって！！！！！」

「いいっ？　いくらお隣となりさんだからって、こうやってラウル・チェイサーの部屋に気軽に出入りしちゃダメっ！　あと、身体を触られたりとか、なにか変なことされたらすぐに私や店長に相談するのよっ？　ぜったいに泣なき寝ね入いりしちゃダメですからねっ!?」

「って、お前俺のことなんだと思ってるんだよおおおおおっっっ！」

「……って」

　と、フィノの肩を抱かかえ込んでいたアイリがふと、まな板に目を留めてきょとんとする。

「なによ、このニンジン厚さがバラバラじゃない。あなた魔法以外は案外不器用なのね」

「う、うるせえ」

「……それとも、下心で集中できなかったわけ？」

「うっ……」

　……痛いところを指し摘てきされ、思わず言葉に詰つまってしまうラウル。

　そんな少年の前であきれたように目をすがめ、フィノから手を離したアイリが嘆たん息そくした。

「フィノさん、ちょっと、いい？」

「えっ……わっ！」

　言いながら、先ほどのラウルと同じようにフィノの身体を背後から抱え込むアイリ。

　アイリのガイドで正確に刻まれていくニンジンに、フィノが興奮したように叫さけんだ。

「アイリっ、すごいっ！」

「……まったく」

　ぽかんとするラウルを一いち瞥べつし、アイリがふんと鼻をならす。

「あなたなんかに任せておけないわ。代わりに、私がフィノさんに料理を教えてあげる」




　　　　＊　＊　＊




「ちょっと！　あなた、まさかそれ捨てるつもりなの？」

「えっ……う、うんっ……」

「……あきれた。いい、野菜の皮にはとっても栄養があるのよ？　煮に出だせばお茶として飲めるから、軽く洗ってこっちのザルに入れておいて」

「わ、分かったっ……！」

「あと、その三角コーナーに捨ててあるニンジンのヘタ、拾っておいてよね。水を張った小皿に載のせておくと芽が生えてくるんだけど、刻んで使うといい薬味になるんだから」

「アイリ、すっごく物知りだなっ……！」

「……正直、料理とはベクトルが違うような気もするけどな」

　てきぱきと指示するアイリに尊敬のまなざしを向けるフィノ。その背後で、ラウルはつい半眼になってしまう。……ったく、フィノまで貧びん乏ぼう料理に目覚めちまったらどうすんだよ。

「ねえ、ラウル・チェイサー、フライパンはどこ？」

「っ！」

　と、肩越しに振り向いたアイリの言葉に、ミニスカートから覗く太ももに気を取られていたラウルはあわてて目を逸そらす。

「え、あ、ああっ、それなら、流しの下にっ……」

「流しの下……ああ、あったわ。ありがとう」

　言いながら前まえ屈かがみになったとたん、ただでさえ短いスカートの裾すそが持ち上がり、ラウルの目はまた、自然とそこに吸い寄せられ……。

「っっっ～！！！！！」

　……次の、瞬間。

　声にならない悲鳴をあげて飛び退すさったフィノに、ラウルは思わず飛び上がった。

「なっ……ど、どうした、フィノっ!?」

「ら、ラウル、アイリっ、気をつけろっっっ！！！！！」

　あわてて駆かけつけたラウルの腕に抱きつくなり、フィノがぽろぽろと涙なみだをこぼしながらまな板の上を睨にらみつける。

「この野菜、呪のろわれてるぞっ！　切ったとたんに目がじわーって痛くなってっ……！」

　……包丁が刺ささったままのタマネギを指し、警戒するように言い募つのるフィノ。

　そんな少女を見下ろしつつ、アイリがあきれたように目をすがめた。

「……あなたね、魔人のくせに、タマネギ切ったくらいでなに言ってるのよ？」

「ふ、ふええっ、も、もうだめっ……」

「あっ、こらっ！　フィノさん待ちなさいっ！　……もうっ」

　ばたばたと部屋の外へ駆けていくフィノの背中を見やり、嘆息するアイリ。まな板の上に残された半割のタマネギに、ラウルもつい、頭を搔かいてしまう。……ま、魔人は五感が鋭するどいって言うから、しかたないかも知れないけど。

「そう言えば……」

　ふたりきりになったラウルはふと、さっきからずっと気になっていた疑問を口にした。

「……『オールＡ』、お前、なんでうちに来たんだ？　なんか用でもあったのかよ」

「えっ」

　ラウルの問いに、一瞬、面食らったような顔をして。

　やがて、おずおずと目を逸らした少女が、ぶっきらぼうに口を開く。

「それは……昨日のオムライスのレシピ、教えて貰もらおうと思ってっ……」

「へっ？」

「検けん索さく掛かけたんだけど、キーワード忘れて見つけられなくなっちゃったの。……あなたが作ったチキンライスはだいたい覚えてるつもりだけど、レシピ見ないで適当に再現すると私、また自分の感覚で分量減らしちゃったりするだろうから……」

「でも、それならべつに、仕事の時にでも……」

「私、明日あしたのシフトお休みだから、それだと明後日あさつてになっちゃうの。……その分、練習できる時間が減っちゃうじゃない」

　言いながら、アイリがぎゅっと拳こぶしを握にぎりしめる。

「とにかく、いまのうちにできることは、なんでもしておきたくって……フィノさんが睹かかってるんだから、失敗するわけにはいかないでしょう？」

「『オールＡ』……」

「……か、勘かん違ちがい、しないでよね!?」

　つい、目を丸くしてしまうラウルの前で、頬ほおを染めたアイリが目をすがめた。

「私はね、一度、アマダからあの子を守ったの。だから、こうなったら最後まで守り切らなきゃイヤなのよ。……だいたい、あの子はとんでもない魔力持ってる魔人なんだから、ちゃんと私の目が届くとこにいないと不安だしっ……」

「……なんか、お前、ほんといいヤツだよな」

　思わず、ラウルの口から洩もれた言葉。

　そのとたん、頬を染めたアイリが照れたようにラウルから目を逸らす。

「わ、私は、ただっ……」

　怒おこったような口調で言いながら、まな板へと向き直るアイリ。

　……と。




「って、おいっ『オールＡ』後ろっっっ！」

「へっ……って！！！！？」

　フィノがタマネギに刺したまま、まな板に放置していった包丁。

　ラウルの制止も間に合わず、振り向いたアイリの腰こしが柄えに当たり、はずみで抜ぬけた包丁が、まな板の上を転がった。

「危なっ……」

　まな板からはみ出し、アイリのつま先目掛けて落ちていく包丁。

　反射的に避よけようとしてバランスを崩くずした少女へ、ラウルはとっさに手を伸のばす。

「……!?」

　ラウルの視界を覆おおう蜂はち蜜みつ色の髪かみと、鼻び腔こうをくすぐる柑かん橘きつ系の匂におい。

　しがみついてくる少女のえもいわれぬ抱だき心地ごこちに目を瞠みはって。

　動どう揺ようするラウルの腕うでから、飛び込んできた少女があわてたように身体を離した。

「ご、ごめんっ……」

　腕に残る残ざん滓しにどぎまぎしつつ、顔を真っ赤にする少女につい謝ってしまうラウル。

　華きや奢しやな身体を両手で抱いたアイリが、やがて、おずおずと口を開く。

「そ、そのっ……あ、ありがと……」

「──う、ううっ……」

　……不意に玄げん関かんの戸口に現れる、なんだかふらつく人ひと影かげ。

　開けっ放しのドアから顔を出した銀髪の少女が、倒たおれ込むように膝ひざを折った。

「ふ、フィノさんっ！！？」

「た、ただいまっ……」

　息も絶え絶えに呟つぶやきながら顔を上げ、ふと、不思議そうな顔をするフィノ。

「あれ……どうして、ふたりとも顔が赤いの？」

「そ、それはっ……！」「そ、そんなことより、フィノさんっ！」

　思わず口ごもるラウルの前で、アイリがあわてたように声をあげた。

「あなた、いったいどこ行ってたのよっ！　さあっ、特訓再開するわよっ!?」

「あ、アイリっ……お願い、もうちょっと休ませてっ……」

　いまだタマネギのダメージが残る目を擦こすりつつ、半べそで訴うつたえるフィノ。

　そんな魔ま人じんの少女を睨ねめ下ろし、アイリはすっかり気を取り直したように鼻を鳴らす。

「ちょっと目が痛いくらいじゃ死にゃしないわよ。ほら、こっち来なさいっ！」

「ふ、ふええ、ら、ラウルううううう……」

　……ったく。座り込むフィノの腕を掴つかんで無理やり引っぱり上げようとするアイリを見やり、ラウルは心の中で独りごちた。

　──なんつーか……ほんと、あいつ、素す直なおじゃねえよな。




　　　　＊　＊　＊




「イベントに必要な調理アイテムが手配できないっっっ！！！！？」




　──翌朝、定休日開けのマジックショップ・レオン王都店のバックヤード。

　出勤するなり聞かされた寝ね耳みみにスライムの話に、ラウルとフィノはぽかんとしてしまう。

「昨日のお休みに、王都中の業者に問い合わせてみたんですけど、オムライスを作るのに必要なレンタルの魔法炊すい飯はん器きもマジックコンロも、イベント当日分はもう、全部、押さえられてしまっているそうなんです」

「おれも手分けして探したんだけど、全ぜん滅めつで……」

　言いづらそうに説明する、なんだか憔しよう悴すいしきった様子のセアラ店長とバイザー副店長。

　目をすがめた副店長が、きまり悪げに言葉を続けた。

「……それでな、業者の話を聞くと、どーも、背景にアマダがいるらしいんだ……」

「アマダがっ！！？」

　そのとたん、ラウルは思わず声をあげてしまう。

「って、どうしてっ!?　今回の勝負は、向こうから仕掛けてきたハズじゃっ……」

「たぶん……カッちゃん……アマダのカレン副店長の仕し業わざだと思います。アマダの店長を勝たせるためか、わたしへの嫌いやがらせかは、分からないんですけど……」

「くそっ……！」

　燃えるような怒いかりに、ラウルは思わず歯ぎしりした。無理やり勝負を押しつけておきながらこんな真ま似ねをするなんて、あいつら、なんて汚きたないヤツらなんだっ!?

「いちおう、あるだけのアイテムで事前に作り置きしたチキンライスを冷れい凍とうしておいて、魔法レンジで温めて提供するという手段も、ないわけじゃありませんけど……」

「……間違いなく、味は落ちちまうだろうなー……」

　困ったように呟くセアラ店長の言葉を受け、バイザー副店長が額に手を押し当てる。

「それに、今度は魔法レンジを手配しなきゃいけねえし、手間だって余計に掛かっちまう……こりゃあ、かなり苦しい戦いになりそうだぞ……？」

　……バックヤードを包む、重苦しい沈ちん黙もく。

　視界の端はしに映るフィノの泣きそうな顔に、ラウルは思わず声をあげた。

「と、とにかく、みんなでなんとか方法を考えましょう！」

　みんなを勇気づけるように、わざと明るい声を出すラウル。

「それに、まだ当日まで時間もあるし、もしかしたらキャンセルが出るかも知れないし、諦あきらめるのはまだ早いですって！」

「ラウルっ……」

「ラウルくん……」

　そんなラウルの声に、セアラ店長がふっと、微笑ほほえみを浮うかべた。

「そうですね、ラウルくんの言うとおりだわ。わたしもできる限りツテを当たって……」

　……と。




　──不意に、バックヤードのドアを叩たたく音。

　はっと息を飲んだスタッフたちが、互たがいに顔を見合わせた。







「おはようございまーす！　わあ、よかったー！　まだ営業時間前ですけど、もしかしたらーって思って、ノックしてみたんですよー！」

　──ハーフアップにされた明るい茶色の髪と、開かい襟きんブラウスにタイトスカート。

　バックヤードの扉とびらを叩いたその女性は、運び入れた台車をかたわらに停とめるなり、チャーミングな笑みを浮かべて挨あい拶さつする。

「あ、私わたくし、『ハイパーキッチンアイテム研究所』の営業の者ですー」

「は、『ハイパーキッチンアイテム研究所』……」

　なんだか聞き覚えのあるその名めい称しように、ラウルはつい、目をすがめた。……ああ、ここ、たしか副店長がよくネタにしてるメーカーだ。『アイテムの質自体は悪くねーけど、ここまでうさんくせーメーカー名もそうそうねーよなー……。勧すすめづれーし、接客しても箱の表示見ただけで棚たなに戻もどされるしー……』……ま、でも、正直言って反射的に棚に戻したくなるお客さんの気持ちも分からないでもない。

　ちなみに、たぶん大手アマダではあまり取とり扱あつかわれることのない感じの三流メーカーだ。

「みなさん、いつもお世話になってますー」

「あらあら、こちらこそ、いつもありがとうございます」

　ぺこりと頭を下げる営業さんに、にこにこしながら会え釈しやくを返す店長。

　営業さんがお辞じ儀ぎしたとたん、開襟ブラウスから覗のぞく谷間が視界に飛び込んできて、ラウルはあわてたように目を逸そらした。……ていうか、どうして営業さんってこう、胸を強調した服着てくるんだよっ……な、なんか、いい匂いするしっ……。

　案の定、ラウルと同じく不自然に目が泳いでいる副店長。ま、しかたないよな……と。

「ねえ、ラウル、『えいぎょうさん』って、いったいなんなんだ？」

　不意にラウルの腕を引っぱって、フィノが不思議そうな顔で訊たずねてくる。

「たまにお店にきて、勝手にレジカウンタに入ったり、お店の商品並ならべ替かえたり、チラシやパンフレット置いたり、店長やお客さんと話したりしてるけど……」

「ああ、営業さんっていうのは、アイテムを作ってるメーカーの人なんだ。うちみたいな小売のお店をまわっては、自分とこのアイテムが売れてるか調べたり、もっと売れるようにアドバイスしてくれたり、売り場を作ったりしてくれるんだよ」

「……ちなみに、交こう渉しよう次し第だいではサンプル品や余った販はん促そく品のオモチャなんかをいーっぱいくれたりするから、仲良くなっとくといろいろ、いいことがあるんだぞー？」

「わあっ、オモチャくれるのっっっ!?」

「って、副店長っ！」

　……ラウルの隙すきをつき、さりげなくフィノに裏情報を吹ふき込む副店長。

　そんなやりとりをよそに、ハイパーキッチンアイテム研究所の営業さんは脇わきに抱かかえた書類ケースをごそごそしつつ話を切り出した。

「あのですねー、本日は『食しよく欲よくの秋・調理アイテム実演フェア』の件でお願いにうかがったんですがー、よろしければ、こちらの店頭で、実演販売をさせていただきたいんですー」

「実演販売、ですか……」

「はい。今回はですねー、こちらのアイテムの拡かく販はんを、お願いしたいんですよー」

　言いながら、台車に積まれた紙箱の山を指す営業さん。

　興味を惹ひかれたように台車を覗き込み、やがて、副店長が半眼で独りごちる。

「……って、なんだ、この『マジカルイオンフードプロセッサー』ってのは……まさか、マジカルイオンのパワーで厨ちゆう房ぼうを快適にするとか、そーいうんじゃねーだろうな……」

「って、違ちがいますよー！　そーいうオカルトめいたのと一いつ緒しよにしないでくださいー！」

　そんな副店長の言葉を聞きつけ、営業さんはさも心外とばかりに声をあげた。

「いいですかー？　こちらのアイテムは付属のマジカルチタンカッターから放出されるマジカルイオンのパワーで、切ったお野菜が60％（当社比）もまろやかになるんですよー」

　胸を張り、自信たっぷりに言い放つ営業さん。

　……そんな彼女の言葉に、ラウルはおずおずと訊ねてみる。

「っていうか、まろやかって、具体的にはどういうことですか？」

「さあ、カタログにそう書いてあるので……。でも、ちゃんと専門機関に調査を依い頼らいした結果なので大だい丈じよう夫ぶですー。大丈夫なはずですー。ご安心くださいー！」

「は、はあ……」

　……あくまで自信たっぷりに主張する営業さんに、思わず生返事してしまうラウル。

　と、台車をあさった営業さんが、次なる箱を掲かかげてみせた。

「あとですねー、これとかもすごいんですよー！　マジカルイオンのパワーで切った野菜が刃はにつかない『マジカルイオン魔法包丁』ー！」

「いや、それ、普ふ通つうに穴あき包丁買えばいいんじゃ……」

「こちらは『マジカルイオンたこ焼き器』ー！　マジカルイオンのパワーで外はかりっと中はとろとろのたこ焼きがご家庭で簡単に作れちゃううえ、食材が持つ粘ねばり強さが90％（当社比）アップするんですー！」

「いや、だから、粘り強さっていったい……」

「こちらは『マジカルイオンコートフライパン』ー！　マジカルイオンのパワーで焦こげつかないうえ、食材に秘められた隠かくされし力が１２０％（当社比）アップするんですー！」

「……なんかもう、少年漫まん画がみたいなノリですね」

　もはやツッコむことも放ほう棄きし、ぽつりと呟つぶやくラウル。……なんかここのメーカー、期待できそうにないっていうか……やっぱり、名前って大事だよなあ。

　……と。

「あ、これはどうですか、『マジカルイオン炊すい飯はんジャー』ー！　マジカルイオンのパワーでふっくらしたご飯が炊けるうえ、お米の旨うま味みが３００％（当社比）アップするんですー」

「だから、旨味っていった……えっ？」

　惰だ性せいでツッコミかけ、思わず目を丸くするラウル。

　いつの間にか魔法ゴム手て袋ぶくろをはめた営業さんが、しゃもじを片手ににっこりと微笑んだ。

「こちら、特別に試食を用意してありますんで、みなさん食べてみてくださいーー」







「はい、どうぞー」

「あ、ありがとうございます……」

　営業さんに手て渡わたされた銀色の試食トレイ。添そえられたスプーンを取り、特に期待もせず口にご飯を放ほうり込んだとたん、ラウルは目を丸くしてしまう。

「っ……!?」

　口に入れた瞬しゆん間かん、明らかな違いを感じさせる旨味と香かおり。

　噛かみしめたとたんにさっくり割れた米こめ粒つぶから、慈じ愛あいに満ちた甘さがにじみ出てくる。

「あらあら」

「わあっ！　このご飯っ、ご飯だけなのにすっっごく美お味いしいっっっ！」

「あー……」

　驚おどろいたように目をぱちくりさせる店長と、うれしそうに飛び跳はねるフィノ。細い目を珍めずらしく丸くし、副店長が営業さんに質問する。

「……これ、べつに、特別な米を使ってるとかじゃあないんですよねー……」

「ええと、いちおう新米ですけどー……でも、そんなに高いやつじゃないですよー？」

「まいったな……これ、ニューラグーンの『妖よう精せい米』より美味いんじゃねーか……？」

　──パナソニア大陸有数の米所、ニューラグーン地方で栽さい培ばいされているマジヒカリ。

　中でも、綺き麗れいな土と水がある場所でしか生きられない『妖精』が住む土地で作られたものは『妖精米』と呼ばれ、キロ２０００ゴールドを超こえる超ちよう高級ブランド米だ。もちろん、ラウルはいままで一度も食べたことはない。

「じつはこちら、マジカルイオンだけじゃなく、内うち釜がまのコーティング内に特とく殊しゆな魔ま法ほう加工がされてましてー。微び生せい物ぶつが持つ《構文塊モジユール》を使ってるんですけど、当社の《魔法構文マジツクプログラム》ハンターが発見した特許《構文塊モジユール》で、他社さんにはない技術なんですー」

　あまりの美う味まさに圧あつ倒とうされるスタッフたちの前で、営業さんが得意げに解説する。

「これによってお米の表面を分解してですねー、中心まで水を浸しん透とうさせてデンプンのアルファ化を促そく進しんしてー、甘みや粘りを引き出すんですー。あと、様々な《魔法構文マジツクプログラム》を組み合わせて内釜内の対流を管理してー、最適な炊たきあがりを実現してるんですよー」

「……なんつーか、正直、炊飯ジャー舐なめてたわー……」

「ふふっ、当ハイパーキッチンアイテム研究所は、その名の通り研究に研究を重ねたハイクオリティな調理アイテムが自じ慢まんなんですー！」

　目からウロコが落ちたように呟く副店長と、なんだかうれしそうな顔をする営業さん。

　ふふっと微笑ほほえみながら指を立て、営業さんが言葉を続ける。

「ちなみに、他にもいろんな炊飯モードがありましてー。柔やわらかめはもちろん、ピラフやチキンライスにぴったりな、硬かための炊きあがりもー……」

「……っ！」「ねえっ店長っ！」

　ほぼ同時に、なにか思いついたようにぱっと顔を上げるラウルとフィノ。

　そんな彼らが言わんとすることを、察したように微笑ほほえんで。

　ハイパーキッチンアイテム研究所の営業さんに向き直ったセアラ店長が、口を開いた。




「あのう、ちょっと、ご相談があるんですけど……」




　　　　＊　＊　＊




「──営業さんとの交渉、まとまりました」

　その日の朝礼。スタッフたちの顔を眺ながめ渡わたし、セアラ店長が笑顔で口を開く。

「今日の実演フェアで『マジカルイオン炊飯ジャー』を八台売ることができたら、ハイパーキッチンアイテム研究所さんがイベント当日、特別にデモの炊飯器や調理アイテム一式──マジカル炊飯ジャー十台と、コンロが要いらない熱源内蔵セルフヒート型マジカルイオンコートホットフライパン、実演用の大きなまな板や包丁などを貸してくださるそうです」

「はいー。当社製品のＰＲにもなりますし、ほんとはぜひ無む償しようでご協力させて戴きたいんですけど、会社からノルマを達成しないと貸し出し不可って言われちゃいましてー……ということで、みなさん、どうぞよろしくお願いしますー！」

　チャーミングな笑顔で頭を下げる、ハイパーキッチンアイテム研究所の営業さん。

　……けど。

「「「は、八台っ!?」」」

　予想外の言葉に、ラウルたちスタッフは色めきたった。

「で、でもっ、たしかそれっ、一台７万ゴールドじゃ……」

「ふふっ正確には、６万８０００ゴールドですね」

「大手と違って大量生産できないんでー、どーしても価格上がっちゃうんですよー」

　ラウルの言葉を補足するセアラ店長と、申し訳なさそうに口にする営業さん。

　なんだか難しそうな顔をしつつ、バイザー副店長が頭を搔かく。

「うちの売れ筋は１万ゴールド台だぜ……そんな高価格アイテム、売れるのかよー……」

　スタッフたちの気持ちを代弁したような副店長の発言に、ラウルもつい、頷うなずいてしまう。

　ただでさえデフレが進み、アイテムの値段は下落する一方。店に並ぶ商品も低価格帯が多く、ハイエンドアイテムと縁えんが無いうちの客層じゃ分が悪すぎるっていうか……。

「……そのための、実演販売ですよ？」

　そんなラウルたちの言葉を受け、店長が口を開いた。

「カタログや言葉だけじゃ埋うめられないものをアピール出来る、めったにない機会です。わたしは、それだけの価値がある商品だと思いますし……素す直なおにそれを、お客さんに伝えればいいの。ふふっ、そんなに難しく考えることは、ありませんよー？」

　言いながら、スタッフひとりひとりを見渡した店長が力強い口調で言い放つ。

「目標は八台。……フィノちゃんのためにも、ぜったいに達成しなきゃ。今日お休みのアイリさんの分まで、みんなで精せい一いつ杯ぱい頑がん張ばりましょう？」

　静かな、けれども、意志の込こめられた店長の言葉。

「「「……はいっ！」」」

　そんな店長を囲みつつ、スタッフたちが決意とともに大きく頷いた。




　──と、そんなことがあって。




「──いらっしゃいませー！　こちら、ご試食をどうぞー！」

「ふふっ、こちら、どうぞ召めし上がってください」

「これっ、よろしくお願いしますっっっ！」

　開かい襟きんブラウスの上にエプロンを着け、新型炊飯器の前で試食トレイにせっせとご飯をよそう営業さん。メイド服姿の店長とフィノがとびきりの笑顔で、お盆ぼんに載のせられた試食トレイを次々にお客さんへと配っていく。

「あ、はいっ、お気に召して戴いただけましたかー？　こちら、当社の最新型でー、内釜に特殊な魔法加工がされておりましてー……」

　店中にただよう、ご飯の炊ける香こうばしい匂におい。

　忙いそがしげに店内を駆かけまわるスタッフたちが、そこかしこで活気に満ちた声をあげた。




「おっ、なんだか、張り切ってるじゃないか」

　気安い声をかけてきた顔見知りの常連さんに、レジのラウルは大きく頷いてみせる。

「今回のフェアは、ちょっとワケありで……アドワーズさんも試食、どうですか？」

「ああ」

　……ラウルの言葉に、意味ありげな笑みを浮うかべる常連客。

「じつはもう、成約しちまったんだ。……まったく、セアラ店長にはかなわないな」

「っ……あ、ありがとうございますっ！」

「ま、ここの店のことは、信しん頼らいしてるから」

　思わず頭を下げるラウルに親指を立て、お客さんが片目をつぶってみせた。




「──ふふっ、気に入って戴けて光栄です」

　不意にラウルの耳に飛び込んでくる、セアラ店長の声。

　思わず視線を向けると、店長が中年くらいの男性を相手に接客してるのが目に映る。

「まあ、たしかに美味しいけど……でも、さすがに高いかな」

「ええ。うちのお店で一番よく売れる１万ゴールドのものと比べると、５万８０００ゴールドも割高ですし、かなりいいお値段だと思います」

　言葉を濁にごすお客さんの言葉を肯こう定ていしつつ、魔法計算器マジツクカルクへ指を走らせるセアラ店長。

「けれども、ご飯は毎日食べるものですから、炊飯器の寿じゆ命みようを五年とすれば、１８２５日……仮に一日三回ご飯を炊くとしたら、５４７５回ということになりますね」

「へ、へえ、な、なかなか多いんだなっ……」

　……マジックカルクのボタンを押すたび絶ぜつ妙みように揺ゆれる、エプロン越ごしでもはっきり自己主張するセアラ店長の豊満な胸。

　なんだか話よりそちらが気になる様子のお客さんの前で、店長はマジックカルクを叩たたく。

「割高な分の５万８０００ゴールドも、この炊飯回数で割れば一回あたり10・６ゴールド。さらに五人家族なら、ひとりあたり２・１ゴールドですね」

「に、２・１ゴールド！」

「はい。たったそれだけで、毎日、こんなに美味しいご飯が食べられるんです。きっと、毎日のご飯の時間が、とても楽しみになると思いますよー？」

「２・１ゴールドかあ……」

　思ったより手て頃ごろな金額に、さすがに興味を引かれた様子のお客さん。

　マジックカルクを片手に、店長はにこにこしながら言葉を続けた。

「それに、お米のグレードを下げても美味しく召し上がれますから、長い目で見れば節約になるんです。たとえば、これまでより５００ゴールド安いお米に切り替かえれば、月二回お米を買ったとして五年間で６万ゴールド……ちょうど、炊飯器の分と同じです」

「あっ、たしかに」

「ふふっ、それに、外食回数も減らせるし、シンプルなおかずでも満足できるし……金額だけだと高く思えるかも知れませんが、じつは、とってもお買い得なんですよー？」

　僅わずかに身を乗り出した店長が男の顔を覗のぞき込み、そっと囁ささやく。

「……こういうことにお金を掛かけられる方って、わたし、とっても素敵だと思います」

　上目づかいにじっと見上げてくる、琥こ珀はく色いろのまなざし。

　ダメ押しみたいなセアラ店長の言葉に、お客さんがごくりと唾つばを飲んだ。

「じ、じゃあ、これ、貰もらおうかなっ……」

「ふふっ、ありがとうございます」

　天使みたいな笑顔とともに、優ゆう雅がに会え釈しやくするセアラ店長。

　そんなやりとりを聞きながら、ラウルはすっかり感心してしまう。

　……ま、多少反則気味なところはあるものの、マジックカルクで具体的な数字を出していく手法は分かりやすくて説得力があるし、「そのアイテムを購こう入にゆうすることによって変わる自分の生活」を想像させて購買意欲をそそるテクニックはさすがの腕うで前まえだ。

　もちろん、バイザー副店長も負けてはいない。身み振ぶり手振りを交え、おばちゃん相手に熱弁をふるっているのが見え……少し高額ではあるものの、アイテムがアイテムだけに、ああやって主婦層を狙ねらってアプローチするのもいい作戦だろう。

　スタッフの間を飛び交かうマジックインカムのやりとりによれば、現時点でセアラ店長が三台、副店長が三台、営業さんが一台の成約を取りつけたという。

　ノルマまであと一台。……けれども、閉店時間まではあと少し。すでに店内のお客さんの数は少なく、売り場の店長と副店長が必死に頑がん張ばってはいるものの、楽観はできず……フィノが賭かかってるんだし、いくらレジに入ってるとはいえ、俺も売らなきゃ……！

「ラウルっ、ラウルっ！」

　と、ぱたぱたとレジカウンタに駆け寄るなり、会計台へ身を乗り出してくる銀ぎん髪ぱつの少女。

「どうした、フィノ？」

「あのねっ、ご飯食べたお客さんが、説明聞きたいってっ……接客、代わってくれる？」

「っ……」

　──とたんに身体からだを駆け抜ぬける、血がたぎるような感覚。

　一瞬遅おくれて、ラウルは大きく頷いた。

「了りよう解かいっ……じゃあ、レジ見ててくれ！」

「うん！　あ、あっちにいる女の人だぞっ!?」

　頷くフィノと入れ替わりにレジを離はなれ、ラウルはいそいそとお客さんの方へ向かった。

　……よしっ！　高こう揚よう感かんと不安が入り乱れる心の中、ラウルは気合いを入れる。

　店長ほどうまくはできないだろうけど、頑張って俺も、フィノのために成約をっ……！




「お、お待たせしましたっ！」

　フィノに接客を振られたのは、赤縁眼鏡を掛けた三十代くらいの女性客。

　売り場に積まれた『マジカルイオン炊すい飯はんジャー』の棚たなの前で値札を眺めていた彼女が、さっそくとばかりに訊たずねてくる。

「これ、ずいぶんいいお値段みたいだけど……それだけの価値はあるの？」

「は、はいっ！」

　緊きん張ちように声をうわずらせつつ、ラウルはポケットから自分のマジックカルクを取り出した。

　さっきの店長をお手本に……軽く息を吸い、ラウルが話を切り出す。

「た、たしかに、よく出る１万ゴールドのと比べたら５万８０００ゴールド割高ですけど、ご飯は毎日食べるものなので……」

「……いや、あたし、パン派だし、ご飯は二日に一回くらいしか食べないんだけど」

「あ、そ、そうなんですかっ！　で、ではっ、炊飯器の寿命を五年として、二日に一回ご飯を炊たくとすれば３６５割る２掛ける５で、およそ９１２回。これを、先ほどの差額で割ると……」

　……出てきた数字を眺ながめ、ややあって、ラウルがおずおずと口を開いた。

「……毎食、64ゴールドですね」

　な、なんでっ……セアラ店長がやってたときは、もっと安い金額が出てたのにっ……!?

　……すっかり焦あせるラウルの前で、半眼になったお客さんが淡たん々たんと評する。

「なんか、毎食64ゴールドって、けっこう高く感じるんだけど……」

「そ、そんなことないですよっ！　たったトロルチョコ六個分の値段でこんなに美お味いしいご飯が食べられるなら、きっと、毎日ご飯の時間が楽しみにっ……」

「だから、あたし、ご飯を食べるのは二日に一回くらいなんですってば」

「そ、それにっ！！！」

　あわてたように首を振り、ラウルがさらにマジックカルクを叩いた。

「お米のグレードを下げても美味しく召し上がれるんで長期的に見れば節約にっ……たとえば、これまでより５００ゴールド安いお米に切り替えれば月二回買ったとして……」

「だから、あまりご飯食べないから、お米なんて一か月に一度も買わな……」

「……で、ですよねーっっっ！」

　すっかりテンぱりつつ、やけくそで頷うなずくラウル。「じ、じゃあ、この話はいったん横に置いときましょうかっ!?」

　あああああっ！　俺ってヤツはどうしてこうアドリブに弱いんだよっっっ!?

　お、落ち着けっ……！　動揺しながらも、ラウルは自分に言い聞かせる。スタッフに声掛けたってことは、お客さんは少なくとも商品に興味を持ってるはずだ。だからっ……。

『──そんなに難しく考えることは、ありませんよー？』

　……ふと、ラウルの脳のう裏りに過よぎる、今朝方のセアラ店長の言葉。

『わたしは、それだけの価値がある商品だと思いますし……素直にそれを、お客さんに伝えればいいの』

「そ、そのっ……」

　──ごくりと、唾を飲んで、

　……やがて、おずおずと、ラウルが口を開いた。

「正直、俺、炊飯器なんてどれも同じだと思ってたんですけど、このご飯を食べさせてもらったときほんとびっくりして……なんか、ひとくち目から明らかに違ちがうっていうか……」

　……くそっ、もっと、うまい表現がすらすら出てくればいいのにっ……！　自分の口から出てくる要領を得ない言葉にもどかしさを覚えつつ、ラウルは続ける。

「だ、だから、たしかにちょっと値段は高いですけど、でも、いつでも好きなときにこういうご飯が食べられるのって、すごく幸せだと思うっていうか、そのっ……」

「──たしかに、とっても美味しかったわ」

　そんなラウルの言葉をさえぎって、不意に、お客さんが口を開く。

「さっきも言ったけど、あたし、どちらかと言えばパン派なのよ。でも、さっき戴いただいたご飯がびっくりするくらい美味しかったから、ちょっと、気になって……」

「あ、ありがとうございますっ！」

　思わず、頭を下げるラウル。

　そんな少年の前で、女性客が「そうねえ」、と独りごちた。

「たしかに、いつでも好きなときにああいうご飯が食べられたら、幸せかも……。パン派のあたしもご飯派になっちゃいそうなくらい、美味しかったし。……ねえ、ここの店ってマジカルクレジットは使えたっけ？」

「は、はいっっっ！」

　やったっ……！　心の中でガッツポーズを決めつつ、ラウルは表情を輝かがやかせる。これで八台。ノルマ達成で無事、調理アイテムを貸して貰えるっ……！

　ラウルの胸にあふれる、えもいわれぬ達成感。眼鏡の女性客が、口を開いた。

「それじゃあ、これ、戴こうかし……」




「──これ、どこのメーカーだ？」




　……不意に、すぐ傍そばから聞こえてくる大きな声。

　思わず顔を向けると、隣となりで雑談し始めた二人の若者の姿が目に飛び込んでくる。

「うわっ、こんな強気な値段のくせに、ぜんぜん聞いたこともないメーカーじゃん」

「……おい、止やめとけよ。こんだけ出せば有名メーカーの最新アイテムが買えんだろ？」

「だよなあ。いくら試食が美味くても、こんな怪あやしいメーカーにこんな大金出せないよな」

「すぐ壊こわれちまうかもしれねーし、そもそも、試食と同じ味が出るかも分からねーしー」

「有名メーカーと違って信しん頼らいが無いんだよなあ。ま、とりあえず、アマダにでも行くか」




「あら、それもそうねえ……」

「っっっ！！？」

　考えこむようなお客さんの言葉につい、思いきり動どう揺ようしてしまうラウル。

　……って、おいっ！　言うだけ言って笑いながら去って行くオタクっぽい二人組を横目に、ラウルは思わず歯ぎしりした。ほ、ほとんど成約だったのに、あいつらっ……！

「ちなみにこのメーカー、なんていうの？」

「えっ……」

　……そんなお客さんの質問に、ラウルは凍こおりついた。

『──ここまでうさんくせーメーカー名もそうそうねーよなー。勧すすめづれーし、接客しても箱の表示見ただけで棚に戻もどされるしー……』

　副店長のぼやきを思い出し、ラウルの背中に浮うかぶ汗あせ。せっかくここまで漕こぎ着けたのに、『ハイパーキッチンアイテム研究所』なんて口にしたらすべてが水の泡になる……！

「え、ＨＫＫエイチケイケイですけどっ……！」

『マジカルイオン炊飯ジャー』の箱上部にプリントされたイニシャルと思おぼしきロゴを指し、おずおずと答えるラウル。しかし、お客さんは不思議そうな顔をする。

「なんだか、聞いたことないメーカーねえ……いったい、なんの略なのかしら」

「そ、それはっ……」

　独りごちつつアイテムの箱を持ちあげ、情報を得ようとくるくるまわすお客さん。

　……すっかり観念したように、ラウルが正式名称を吐はいた。

「え、ええと……ハイパーキッチンアイテム研究所、です……」

「は、ハイパーキッチンアイテム研究所……」

　……その瞬しゆん間かん、なんだかものすごく微び妙みようそうな顔で社名をオウム返しするお客さん。

　絶望にうちひしがれつつ、ラウルは胸中で呻うめく。……終わった。これで、すべてが終わった。さようなら、お客さん……って！

「で、でもっ！　ここ、マイナーですけど、実績のあるメーカーさんなんですっ！」

　土ど壇たん場ばで踏ふみとどまり、ラウルは言葉を続けた。……くそっ、社名くらいで諦あきらめちゃ駄だ目めだ！　このアイテムとメーカーさんの良さを、きちんとお客さんに伝えないと──っ！

「他ほかにも、マジカルイオン包丁とか、マジカルイオンたこ焼き器とか、マジカルイオンコートフライパンとか、これまで、いろんなアイテム出してましてっ……」

「マジカルイオンコートフライパン？」

　……と。ラウルの説明を聞いたとたん、お客さんが目を丸くして、

「あら、それ、持ってるわ」

「へっ……」

　……一瞬、なにを言われたか分からず。

　ぽかんと口を開けてしまうラウルの前で、お客さんが感心したように独りごちる。

「ずっと前にセールかなにかで買った『マジカルイオンコートフライパン』、もう五年使ってるけど、金属ヘラを使ってもぜんぜんコーティングが剥はがれないし、料理がとても美味しくなるのよ。なんていうか、食材に秘められた隠かくされし力が１２０パーセントくらい、アップする感じで……」

「は、はあ……」

「あれと同じメーカーさんなら、信頼出来るわね」

　……思わぬ展開に、呆ぼう然ぜんとするラウルの前で、

『マジカルイオン炊すい飯はんジャー』を指したお客さんが、今度こそ「これ、戴くわ」と言い放った。




　　　　＊　＊　＊




「今日は、本当にありがとうございましたー！　お陰かげで、すっごく助かりましたー！」




　──ハイパーキッチンアイテム研究所の営業さんが、笑え顔がおで帰っていった後。

　お店のシャッターを閉めるなり、さっきからずっとうずうずしていた様子のフィノが、待ちかねていたみたいにラウルへ飛びついてくる。

「ラウルっ、ありがとっっっ！！！！」

「って、おいっ、フィノっ!?」

　思わず声をうわずらせるラウルの胸に頬ほおを擦こすりつけ、フィノがうれしそうに笑った。

「ラウルが最後の一個売ってくれたおかげでノルマ達成できたし、これでオムライス作れるしっ……接客代わってくれて、助かったぞっっっ！！？」

「でもっ、俺は結局、たった一台しか売ってないしっ……」

「いえ、そのあとは、一台も売れなかったし……ラウルくんの一台、とっても大きかったですよー？」

　戸と惑まどいながら呟つぶやくラウルに目を細め、ふと、セアラ店長が副店長を見上げた。

「バイザーくんも、一人で三台も売ってくれて、ありがとうございます」

「……本当は、あと二台は売れそうだったんだけどなー……ちょっと、対応マズッたわ」

「ふふっ、今朝はあんなに弱気なこと言ってたのに……横で見てましたけど、今日のバイザーくん、とっても気合い入ってましたね？　いつもは、あんなに押しが強くないのに」

「そ、そりゃあ、フィノ君の……かわいい部下のためだしなー」

　セアラ店長の言葉に、なんだか照れたように頭を搔かく副店長。

「……それに、おれも、たまには本気出さねーと」

「ふふっ、バイザーくん、いつも本気を出してくれれば、すぐに店長になれるのに」

「うっ……さ、さあっ！」

　にこにこしながら呟く店長から目を逸そらし、副店長が誤ご魔ま化かすように声をあげた。

「とにかく、実演フェアも成功して無事、調理アイテムも借りられることになったし、めでたしめでたしってことでっ……終礼の前に、閉店準備しちまおーかっ……」

「はいっ！」

　副店長の言葉に頷うなずいて。ふと、ラウルは「それにしても」と独りごちる。

「閉店準備といえば、最近、商品パッケージ裏返してくお客さんが多いんだよな」

「あっ、あと、よく似た商品のプライスカードが入れ替かわってたりとかも多いぞっ？」

「あー、そういや今日、展示のマジカルペンタブレットに、えっちな落書きがしてあったなー……」

「えっちな落書き？」

「ふ、フィノ！　お前は気にすんなっっっ！」

　とたんに反応するフィノを、あわてたようにたしなめるラウル。

　人さし指を立てつつ、副店長が面おも白しろそうに呟いた。

「もしかして、アマダの嫌いやがらせだったりしてなー……」

「……って、いくらなんでも、そんな地味な嫌がらせはしないですよ」

　副店長の冗談に目をすがめ、あきれたように洩もらすラウル。……と。

「あれっ？」

　不意に声をあげたフィノがかがみ込み、拾い上げたなにかをラウルに差し出した。

「ねえ、ラウルっ、これ、なんだ？」

　……フィノの手の中にある、指先くらいの大きさをした、薄うすくて小さな黒い塊かたまり。

　怪け訝げんな顔をするラウルの前で、横から覗のぞき込んできた副店長が口を開く。

「どれ、貸してみ……《展開オープン》」

　呟きとともに指を捻ひねったとたん、塊の上に開かれる《魔ま法ほう領りよう域いき》。

　そこに詰つめこまれた魔法構文マジツクプログラムを一いち瞥べつしたとたん、副店長が顔色を変えた。

「……って、おい、これ、盗とう聴ちよう器きだぞー……？」

「「っっっ！！？」」

　驚おどろいたような副店長の言葉に、ラウルたちも思わず目を丸くした。




　　　　＊　＊　＊




「……もう、バレてしまいましたか」




　……目の前のスピーカーを見やり、僅わずかに嘆たん息そくする黒くろ髪かみの女性。

　彼女の背後に立つ長身の男性が、静かに口を開く。

「盗聴器の仕し掛かけ方が、なっていませんね……いったい、誰だれにやらせたんです？」

「……うちの店のバイトですが、正直、人選ミスでした」

　──客を装よそおってレオンに潜もぐり込ませた二人組の若者……アマダのバイトであるふたりの顔を思い出し、女の目が僅かにすがめられる。ついでに命じた「レオン店内でわざとアマダの宣伝をさせる」嫌がらせも、どうやらあまり効果は無かったらしい。

　女の答えを聞き、男が失望したように息を吐いた。

「しかし、せっかくあなたに命じて王都中のイベント会社に手を回し、調理アイテムという調理アイテムを貸し切りにしたのに、まさかこんな方法で解決されてしまうとは……」

「……まだ、手はあります」

　咎とがめるような男の言葉に、落ちついた声音で言い返す女。

「オムライスに必要な、『あれ』……『あれ』さえ押さえてしまえば、いくら彼らでも、手の打ちようがないはずです」

　淡たん々たんとした声で言い放ち、女はふたたび、音の途と切ぎれたスピーカーへと視線を向けて、

「セアラさん。私は、これくらいでは諦めませんよ……？」

　──淡あわいルージュのひかれたくちびるを動かし、女が、僅かに目をすがめた。








　第三章「食材を求める俺たちはダンジョンへ向かいました」




「わあっ、ここ、すごくおっきいっ……あっ、ドラゴンがいるっっっ！！！」




　──郊こう外がいに店てん舗ぽを構える大型スーパーへ買い出しに来た、レオン王都店スタッフ一同。

　倉庫みたいに高い天てん井じようや、品出しワゴンを引く小型ドラゴンを指してはしゃぎ声をあげるフィノ。そのかたわらで、ショッピングカートを押すラウルがぼやいた。

「でも、どうしてわざわざ、こんな遠いとこまで……スーパーなら近所にだってあるし、どこだって、同じ……」

「……スーパーマーケットを舐なめるんじゃないわよ、ラウル・チェイサー」

　……そんなラウルの言葉を聞きとがめたように、蜂はち蜜みつ色の髪をした少女が鼻を鳴らす。

「スーパーにはね、それぞれのお店ごとに得意分野があるのよ？　王都中のスーパーをくまなく回った私の経験から、今回はここのスーパーマーケットがベストと判断したの」

「ふふっ、お店を探してくれてありがとうございます、アイリさん」

「さすが、アイリは物知りだなっ！」

「……なんか、やたら試食が多いな」

　にこにこしながらお礼を言う店長と、感心したように呟くフィノ。売り場を見み渡わたしてなにげなく独りごちたラウルの言葉に、顔を真っ赤にしたアイリが声を荒あらげた。

「べ、べつに、それが目的じゃっ……そ、それよりフィノさん、分かってるっ？　ずいぶんはしゃいでるけど、今日は遊びに来たんじゃないのよっ？」

「ああ、もちろんだっ！」

　アイリの言葉に大きく頷いて、先頭を行くフィノが自信たっぷりに胸を張ってみせる。

「いよいよ明日に迫ったイベントのため、オムライスの食材を買うのが今日のっ……」

　不意に押し黙だまったフィノの視線の先を追い、ラウルはつい、半眼になってしまう。

「……フィノ。さっきも言ったけど、子ども用カートは、子どもしか乗れないんだぞ？」

「わ、分かってるぞっっっ！！？」

　ドラゴンの形をしたカートから目を逸らし、あわてたように首を振ふるフィノ。

　そんな少女を見やりつつ、ラウルは嘆息混じりに呟いた。

「いいから、とっとと片付けようぜ。今日は買い出し以外にも、やること多いしな」

「ええ。今日は定休日だけど、明日の準備がまだ、山積みですからね」

「あー……いったい、何時に終わっかなー……」

　微笑ほほえむ店長のかたわらで、目をすがめた副店長がだるそうにぼやく。……と。

「ラウルっっっ！」

　色とりどりの野菜や果実が並ぶ青果コーナーの一角。

　紫むらさき色いろの果物くだものに見入っていたフィノが、驚いたように飛び退すさった。

「ね、ねえっ、このリンゴ動いたぞっっっ!?　ぴ、ぴくぴくしてるっ！」

「……そりゃあ、『生果』ですもの」

　動どう揺ようするフィノを見下ろし、あきれ顔で呟くアイリ。その隣となりでラウルが説明する。

「トビリンゴ……こないだうちの店に出たウーラみたいな動物と植物の中間、『動植物』の『生果』なんだ。ま、こうやって生きたのを売ってるのは珍めずらしいけど……」

「ね、だから言ったでしょう？　ここのスーパー、すっごく鮮せん度どがいいんだから。……さ、フィノさん、行くわよ？」

「う、うんっ……」

　……なんだか得意げに言い放つアイリにうながされ、威い嚇かくするように歯を剥むき出すカミツキモモに見入っていたフィノが、おずおずと頷いた。







「あっ、アイリばっかり試食のお菓か子しもらってずるいっ！」

「だ、だってこれ、チョコレート使ってあるじゃないっ！　あなたチョコ食べたらフラフラになっちゃう体質でしょっ!?」

「でも、アイリそれ買わないだろっ？　試食って、買う気もないのに食べてもいいのっ？」

「なっ……あっ、あなたねえっっっ！」

「……お前ら、もう少し、静かにできないのかよ」

『コラーゲンたっぷり！　無む菌きん養よう殖しよくスライム鍋なべでお肌はだプルプル☆』『今夜のおかずにもう一品！　竜りゆう串くし（たれ、塩）各98ゴールド』『本日十六時よりエヴァレッド港直送生クラーケン解体セール開催！』──大小さまざまのＰＯＰがひしめくスーパーの中、ブチタマネギやアマニンジン、ハネインゲンにフタゴトマトのケチャップ、コンソメキューブに雪米といった食材を積み込んだカートを押しつつ、言い合うふたりを半眼で見やるラウル。

　……と、ふと顔をあげた店長が、やさしい声でフィノに話しかけた。

「フィノちゃん、フィノちゃんの好きな、お肉のコーナーですよー？」

「わあっ！！！」

　そのとたん、アイリの前で頬ほおを膨ふくらませていたフィノが、目を輝かがやかせて駆かけ寄ってくる。

「すごいっ、お肉がいっぱいだっ……！」

　鶏とり肉にく、豚ぶた肉にく、牛肉、竜肉をはじめとした、各種の獣じゆう肉にく──魔法灯に照らされた冷蔵ショーケースに並ぶパック肉にかぶりつき、フィノはなんだかうっとりしたように嘆息する。

「ウロボロスのスペアリブにっ、キメラの砂すな肝ぎもにっ、オルトロスのヒレ肉にっ、フェニックスの手羽先にっ……わあっ、すごいっっっ！　グリフォンの生レバーまであるっっっ！！！　これ、当たると死ぬほどツラいけど、ぷるぷるしててとろんとしてて、すっごくおいしいんだよなっ……！」

「……フィノ、よだれ出てんぞ」

「……フェニックスだなんて高いお肉、買わないわよ。今日買うのはレシピ通り、グラム28ゴールドのヘキサチキンのもも肉だけですからね」

「安い肉だけど、ミルクオイルとチキンハーブに浸つけるとすげえ美う味まくなるんだよな」

「ううっ……」

『王都フェニックス』と書かれた地フェニックス肉を名残なごり惜おしげに見つめるフィノの前で、六本の脚あしを持つヘキサチキンの冷れい凍とうもも肉（お徳用）をかごに入れるアイリ。

　ずんと重みを増したカートを押しつつ、ラウルが呟いた。

「えっと、あとは、卵だけか……」

「……そうなんだけど」

　と、そんなラウルの言葉に、アイリが怪訝な顔をする。

「さっきから、卵売り場がどこにも見当たらないのよ。この先は冷凍食品コーナーと、ドリンク系のコーナーと、ベーカリーコーナーしかないし……」

　……と。




「まいったなぁ、ここもか……」

　ラウルたち一行が立ち止まる精肉売り場の少し先で、空の冷蔵ショーケースを見上げてため息をつく中年男性の姿。

「おじさん、どうしたの？」

　物もの怖おじもせず話しかけてきたフィノの言葉に、年季が入ったエプロンを身につけた男が、すっかり弱り切ったような顔で目の前の棚たなを見上げた。

「なんだか知らんが、少し前から王都中の卵が買い占しめられてるみたいで、どこに行っても卵が売ってないんだよ。これでもう十軒けん目で……さっき店員に聞いたら、なんでも卸おろしの方にも入って来てないらしくって……ほんと、まいったなあ」

　ラウルたちの前でため息をつく、おそらくは飲食関係の仕事をしていると思おぼしき男。

　改めて見やれば、てっきり商品の入れ替かえ作業でもしているのかと思った空の棚のあちこちに、『卵』と書かれたプライスカードが差ささったままになっている……って！

　思わずカートから手を離はなし、棚に駆け寄ったラウルが声をあげる。

「オムライス対決なのに卵が手に入らないなんて、いくらなんでもまずいですよっ！」

「あらあら……」

「……さすがに、これじゃ代用できねーよな……」

　めずらしく深刻な面おも持もちで固まってしまうセアラ店長と、棚の片かた隅すみに残された親指の先ほどの大きさもないクロウズラの卵パックを眺ながめて呟く副店長。

「卸売りの段階で買い占められちまってるってことは、他ほかをまわっても、無む駄だ足あしだろうし……」

「もしかして、また、アマダのっ……！」

　空っぽの棚を見上げ、ラウルは拳こぶしを握にぎりしめる。くそっ、あいつらならやりかねない！

「ど、どうしようっ……！」

　ことの重大さに気づいたフィノが、ラウルの袖そでをぎゅっと握った。

「オムライスが作れないってことは、このまま、なんにもできずに負けちゃうのっ？」

　取り乱したようにラウルを見上げ、なんだか泣きそうな顔をするフィノ。

「オレ様、アマダの店長のところに行かなきゃいけないのっ……!?」




「……諦あきらめるのは早いわよ、フィノさん」

　そんなフィノの弱気な態度をとがめるように、蜂蜜色の髪をした少女が声をあげ、




「──買えないなら、自力で調達すればいいのよ！」




　……言いながら、アイリが懐ふところから取り出したアイテム。

　それを目にしたとたん、ラウルはまるで信じられないものでも見たように息を飲んだ。

「って、『オールＡ』っ、お前もマジックフォン持ってたのかよっっっ！！！！！？」

「ええ。アマダ時代に契けい約やくしたの」

「わあっ、アイリ、カッコいいっっっ！」

「しかも、副店長と同じ、ＭＩＴネットが見れるスマートタイプっ……」

　興奮したように目を輝かせるフィノの隣で、ラウルはつい、目をすがめてしまう。

「……お前、肉すらロクに食えないくらい貧びん乏ぼうなくせに、なに無理してんだよ」

「二年縛しばりだからあと一年は解約できないのよ！　基本使用料より違い約やく金きんの方が高くてっ……あ、アマダの正社員辞やめてなきゃ、マジックフォン代くらい払はらえてたんだからっ！」

「……ていうか、それ、アマダ以外の着信が一件も……」

「って、ちょ、な、なに見てるのよーっっっ！！！！！」

　マジックディスプレイをのぞき込むラウルに、あわてて画面を隠かくした少女が叫さけんだ。

「それじゃなくって、こっちよっ！」

　声を荒げつつ、少女が提示してきたネットサイト。

「「「「だ、『ダンろぐ』っ!?」」」」

　それを見たとたん、スタッフ一同が、目を丸くした。




「って……」

　……ややあって。どこかおずおずとした口調で、ラウルが訊たずねてみる。

「……なんだよ、これ？」

「ちょっ、まさかあなた、元勇者志望のくせに知らないのっ？」

「いや、俺の地元、マジックアイテム無かったし……」

　驚おどろいたように目をすがめる少女の前で、気まずげに呟くラウル。

　そんな少年の反応に、ため息混じりにアイリが口を開いた。

「『ダンジョンろぐ』……ダンジョン情報の口コミ共有サイトよ。こないだ副店長が言ってたとおり、ＭＩＴネットは勇者の情報共有から始まったんだけど、その黎れい明めい期きからある老舗しにせサイトで、人気ランキングと口コミからダンジョンの情報を調べたり検けん索さくできるの」

「あらあら。そういうサイトがあることは聞いてましたけど、見るのは初めてだわ？」

「……って、ダンジョンの人気ランキングってなんなんだよっ……」

　感心したように呟くセアラ店長と、思わずぼやいてしまうラウル。

「ほら、いまって、アルバトロスドラゴンの産さん卵らん期きじゃない。あれなら普ふ通つうの卵の五百個分くらいの大きさがあるし、味もいいし、今回のオムライスにはピッタリだと思うの」

　言いながら、アイリがてきぱきとマジックフォンを操作する。

「ええと、地域は『王都周辺』、時間帯は『昼』、用よう途とは『食材狩がり』、あと、こだわり検索の『最寄り都市から日帰り圏けん内ない』、『通年営業』にチェック入れて、キーワード欄らんに『アルバトロスドラゴン』、ソートは、オススメ順で……」

「通年営業って……」

「へえ、便利なんですねえ。特定の時期にしか入れないダンジョンって多いもの。新月の夜とか、祭の期間中とか、一年に一度、入り口にある二つの像の影かげが重なるときとか……」

「そういや、魔王城うちの実家も親父おやじの気まぐれで、よく門を閉めたりしてたっけ……」

「でしょう？　わざわざ行ったのに入れないんじゃ、無駄足になるじゃない」

　納なつ得とくしたように頷うなずくフィノの言葉を受け、得意げな顔で言い放つアイリ。

　こだわり検索のチェックボックスを眺め、ラウルはなおも独りごちる。

「……ていうか、『伝説の秘宝あり』『稀き少しようモンスター出しゆつ没ぼつ』『休きゆう憩けいスペースあり』ってのはまだしも、『景色がきれい』『隠れ家がダンジョン』『メディアで紹介』『弁当持ち込み可』『売店あり』『駐ちゆう竜りゆう場じようあり』『トイレあり』『ファミリー向け』『カップル向け』『おひとり様向け』ってのは……」

「王都周辺の危険度が低いダンジョンは、レジャースポットになってたりするのよ」

　相変わらず微び妙みような面持ちのラウルに、平然と言ってのけるアイリ。

「平日休みの私たちには関係ないけど、大型連休中なんかはけっこう混むらしいわよ？」

「はあ……」

『大満足でした！　☆☆☆☆☆』『まあ、普通　☆☆☆★★』『良心的なダンジョン　☆☆☆★★』『期待外れ　★★★★★』……画面の下の方にずらりと並ぶ口コミタイトルと総合評価を眺め、ラウルはつい、半眼になってしまう。……なんだよ、良心的なダンジョンって……ていうか、そもそもダンジョンを五段階評価って、いったいなにを基準に……。

　……と。

「あったわ！」

　マジックフォンと格かく闘とうしていたアイリが、不意に声をあげた。

「ほら、ここなんてどうかしら？　危険度は高めだけど、口コミを見る限りじゃやっかいな魔物はいないみたいだし、私とあなたと店長がいれば、なんとかなると思うわよ？」

　危険度★★★★☆……勇者免めん許きよ取得者レベルとの記き載さいに武む者しや震ぶるいしつつ、ラウルも頷く。

「……ま、他に、手は無さそうだしな」

「ええ。ラウルくん、アイリさん、わたしも、一いつ緒しよに……」




　──と。




　不意に途と切ぎれる、店長の声。

　それと同時に、豊かな栗くり色いろの髪かみが、大きく波打って……っ!?

「「「「店長っ！！！！？」」」」

　ふらりとよろめくセアラ店長に、思わず叫ぶスタッフたち。

　とっさに店長の肩を支えたバイザー副店長が、あわてたような声をあげる。

「店長っ、どうしたっ……」

「……すみません、ちょっと、目め眩まいがして」

　薄うすく微笑ほほえむ店長の蒼あおざめた顔。明らかに普通ではない様子に、副店長が目をすがめる。

「……店長。いったん家に戻もどって、休んで来いよ……」

「でも、卵は手に入れなきゃいけませんし、ラウルくんたちだけじゃ、危険で……」

「無理すんなよ……その様子じゃ、最近ロクに寝ねてねーんだろ……？」

「そうですよっっっ！」

　思わず、ラウルたちも頷いて、

「ここは私たちに任せて、店長は休んできてくださいっ！」

「卵の方は、俺たちがきっと、なんとかしますからっ！」

「店長っ……オレ様のせいなのにっ、いろいろやらせちゃって、ごめんなさいっ……」

「みんな……ごめんなさい。ありがとう、ございます……」

　部下たちの言葉に、やがて、おずおずと頷くセアラ店長。

　と、副店長から離れた店長がふと、その場にかがみ込み、履はいていた靴くつの紐ひもを解ほどいた。

「そうそう……ラウルくん、もしよければ、これ、持っていってください」

「って……？」

　……セアラ店長に渡わたされた、一足のくたびれた靴。

　しかし、そのロゴを目にしたとたん、ラウルは目を瞠みはった。

「って、これ、《飛とび靴ぐつ》じゃないですかっ!?」

「《とびぐつ》っ？」

「ええ」

　オウム返しするフィノに、やさしく頷くセアラ店長。

「魔力で体重を相そう殺さいして、フィノちゃんみたいに高くジャンプしたり、速く走ったりできるようになる靴。対魔人さん用のアイテムで、勇者の基本装備のひとつなの」

「これっ、勇者予備校で何度か練習したことあって、戦闘時にすげえ有利になるんだけど、値段がめちゃくちゃ高いから、それこそ勇者にならなきゃ買えないシロモノでっ……」

「店長、こんなの履いてたんですかっ？」

　あこがれのアイテムを前に、感動したように呟つぶやくラウルとアイリ。

「フリーサイズだから、ラウルくんにも履けるはずです。練習したことがあるなら分かると思うけど、踏ふみ込んだときに間ま違ちがえてスイッチを押してバランスを崩くずさないよう、注意してね。あと、体重を相殺する分消費魔力が大きいから、魔力切れには気をつけて？」

「あー……とりあえず、店長のことと、食材の方はおれに任せとけ」

　言いながら、ラウルが手を離はなしたショッピングカートを引き継つぐ副店長。

　なんだか心配そうに、店長が口を開いた。

「……くれぐれも気をつけて、行ってきてくださいね？」




　　　　＊　＊　＊




「っっっ！！？」




　──後ずさる靴底に踏みにじられ、青く濃こい匂においを放つ《忌いみ草ぐさ》。

　一いつ瞬しゆんで体勢を立て直して剣けんを構え、ラウルは思わず叫んでしまう。

「って、おいっ、やっかいな魔物はいないって話じゃなかったのかよ『オールＡ』っ!?」

「サイトの下の方に、ちゃんと書いてあったでしょっ!?」

　そんな少年に怒ど鳴なり返しつつ。目の前でシュウシュウと音を立てる数匹ひきの魔物たちへと切っ先を向ける蜂はち蜜みつ色の髪をした少女。

「『※口コミの性質上、当サイトの情報の正確性は保証されません。自己責任のうえでご利用ください』って……」

「でも、それにしたってっ！」

　……金色に輝かがやく鋭するどいくちばしと、まばゆい羽。

　勢いよく飛びかかってきた魔物を斬きり捨て、ラウルが声を張り上げた。

「キンイロバジリスクなんざ、マヒ毒持ちの危険度Ｓクラスの魔物じゃねえか──っ！」




　──オムライスに必要な卵を手に入れるため、アイリの提案で足を運んだ王都近きん郊こうにある《魔物密集地帯ダンジヨン》。

　巨きよ石せきで組まれた遺い跡せきが点在する森の中には、俗ぞくに魔物草モンスターハーブなんて呼ばれる《忌み草》が密生し、それを目当てに集まってきた魔物たちが独自の生態系を築いている。

「こんな危ないヤツ、勇者予備校の課外授業で行ったダンジョンにもいなかったぞっ!?　王都からこんな近いとこに、こんな高レベルの魔物がいるなんてっ……」

　油断なく剣を振ふるいつつ、思わず声をあげるラウル。

　鋭いくちばしを警けい戒かいしながら、アイリがバジリスクの首に思いきり剣を打ち込んだ。

「まあ、基本的にはダンジョンから出てこないタイプの魔物だしっ……それに、もしかしたら、最近住み着いたのかもっ。ほら、ここのダンジョンの口コミ、最終書き込みがけっこう古い日付だったでしょう？　勇者制度が廃はい止しされてから、危険度が高いところの情報は、あまり更こう新しんされてないみたいね？」

「って、だからそういうことは早く言えよおおおっっっ！！！」




「ラウルっっっ！！！！！」




　──と。

　背後から聞こえてきた声に振り返るなり、《飛靴》を発動させたラウルが地面を蹴けった。

「フィノっっっ！！！！！」

　薄うす手でのトレーナーにやわらかな素材のスカートと、カーキ色の大きなリュックサック。

　バジリスクと交戦するふたりにかばわれるようにして下がっていたフィノ。その足に、うっすら青く色づくゲル状の塊かたまりが取りついている。

　色や質感こそは、道ばたや台所なんかでよく見かけるいわゆるスライムにそっくりなものの、その大きさはまるで違っていて……くそっ！

「ら、ラウルっ！　やっ、足っ、動かないっ……！」

　取り乱したように訴うつたえる少女の身体からだをじわじわと飲み込んでゆく、半はん透とう明めいの魔物。

　すでに魔法を走らせている剣へと触ふれたラウルが、全力で叫さけんだ。

「《出力上昇レイズ》っ──！！！！！」

　剣の魔力出力を一気に上げ、フィノを取り込もうとする魔物の仮足に斬りかるラウル。

　……けれども。

「ちっ、やっぱ、切れないかっ……！」

　じゅうっと音を立てて凹へこんだあと、すぐにまた埋うまってしまうスライムの身体。思わず、ラウルは舌打ちし……と。

「ちょっ、うそっ──っ!?」

　バジリスクと対たい峙じしながらちらと視線を走らせたアイリが、まるで陸に上がった池のような数メートルの塊を見るなり、息を飲んだ。

「まさかこれっ、オメガスライムっ──って!?」

　アイリが注意を逸そらした隙すきを見計らったように飛びかかる、残りのバジリスクたち。

　肌はだをかすめるような攻こう撃げきから背後へ逃のがれるなり、アイリは怯ひるむことなく剣を一いつ閃せんさせた。

　アイリの目前で、両断されたバジリスクたちの身体が次々に地面へ落ちていく。

「って、『オールＡ』、足元──っ!!」

「えっ……っっっ！！！！？」

　あわてたように叫ぶ少年の声とほぼ同時に、アイリの足首を這はい上がる淡あわい色。

　……どうやら、バジリスクを避よけて退さがった拍ひよう子しに、足を踏み込んでしまったらしく。

　オメガスライムの仮足が、アイリのふくらはぎを飲み込んでいた。




「おいっ、『オールＡ』っ、フィノっっっ！！！！！」




　あわてて手を伸のばし、アイリの腕を掴つかもうとするラウル。

　しかし、指先は届かず……少女の身体はなすすべもなく、スライムの体内へと引きずり込まれていく。

「っ……このっ！！！！！」

　両足に絡からみつくスライムを両手で掴み、どうにか引き剥はがそうとするアイリ。しかし、手のひらの下でたやすく形を崩したゲルは逆に、少女の腕を二本とも飲み込んだ。

「やっ……！！！！！」

　そんなアイリのかたわらで、すでにへそのあたりまでスライムに覆おおわれたフィノが、くすぐったそうに身を捩よじらせる。

「……や、やだぁっ、か、身体っ、ぞわぞわしてっ……んっ……」

「くっ……！」

　……スライムの中で淡く発光する、アイリの身体。

　ラウルと同じ元勇者志望の少女は、肌を包むスライムの身体に直接魔法回路サーキツトを組み、その動きをどうにか制しようと試みているらしいものの……。

「だ、だめっ、回路が見えないっ……やっ、だめぇっ、集中できなっ……んっ」

　……弱々しく光り、すぐに、消えてしまう光。

　スライムの中にうっすら透すけて見える、少女たちの肢し体たい。

　薄青くぬるりとしていながら、ところどころざらついた感触のゲルがゆるゆると皮ひ膚ふを這い、ゆっくりと身体を飲み込んでいく感覚に、フィノとアイリが声をあげた。

「くそっ……！」

　──オメガスライムを見上げ、ラウルは必死に考えをめぐらせる。

　巨きよ大だいスライムを倒たおす方法は、ただひとつ。普ふ通つうのスライムと同様、体内のどこかにある《核かく》部分を壊こわせばいい。物理攻撃が通用する《核》を破は壊かいすれば、生命活動を停止したスライムの身体は求心力を失い、あっけなく崩れてしまう。

　しかし、いくら目をすがめて見通そうとしても、巨大スライムの《核》部分はまったく見えない。いくら半透明といっても、ここまで大きい個体になると、その身体のいちばん分厚い部分はほとんど光を通さないし、せいぜい握にぎり拳こぶし程度の大きさだろう《核》部分を視し認にんすることなんて、とうていっ……！

　もちろん、闇やみ雲くもに剣を突つき立てて《核》に当たる可能性など皆かい無むだろうし、その瞬間に硬こう質しつ化したゲルに剣を奪うばわれるのが関の山だ。でも……。
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　すでに首までスライムの中に沈んだ少女たちの姿に、ラウルは剣を握りしめる。……このまま顔を覆われちまったら、おしまいだ！

　──……一か八か、やってみるしかないっ！

　ぎりりと奥歯を噛かみしめるなり、軽く後ろへと下がって。

《飛靴》を発動させた少年が、いまにも少女たちを飲み込もうとしているスライムの中心部へと思いきり飛び込んだ。




「──っ！！！！！」

　あっという間にラウルの身体を飲み込む巨大スライム。尖とがった液体に舐なめ回されるような不快な感かん触しよくが、剥むき出しの皮膚を覆っていく。

　先に捕とらわれていた少女たちが、自ら飛び込んできたラウルの姿に目を丸くした。

「ら、ラウルっっっ！！！！？」

「ラウル・チェイサーっっっ！！！！？」

「──お前らっ！　口と目、閉じてろっっっ！」

　そんな少女たちに向かって叫ぶなり、ラウルは両手で握りしめた剣を両りよう腕うでごと、スライムの中へと突き立てる。

「ちょっと熱いかもしれないけど、我が慢まんしろよっ……？」

　たちまち飲み込まれていく腕。頭の中に回路を描えがきつつ、ラウルは大きく息を吸った。

　……チャンスは一度。ぜったい、失敗するわけにはいかない！

「──《起動ブート》、《出力上昇レイズ》っ！！！！！」

　──瞬しゆん間かん、剣先から広がるようにしてスライムの体内に組まれる立体状の魔法回路サーキツト。

　ラウルがありったけの魔力を注ぎ込んだとたん、体内にいくつも大きな泡あわを膨ふくれあがらせ。彼らを包み込んでいたオメガスライムが派手な音を立てて四散した。







　──爆ばく発はつとともに解放され、地面へと転がって。

　口の中に飛び込んできた欠片かけらを吐はき出しつつ、半身を起こしたラウルが声をあげる。

「大だい丈じよう夫ぶかっ、フィノっ、『オールＡ』っ？」

「ふ、ふええっ……ありがとっ……」

「た、助かったわ、ラウル・チェイサーっ……」

　……同じく地面へ吐き出され、ラウルの言葉に力なく答える少女たち。

　どうやら、無事に《核》を壊すことが出来たらしく。そこら中に四散して地面をのたうっていた淡い青色の欠片たちも、すぐに活動を止めた。

「……あなた、いったいなにしたの？」

「あ、ああっ……」

　頬ほおについた欠片を指先で拭ぬぐいつつ、辺りに広がるどろどろの液体を見み渡わたしたラウルが口を開く。

「こいつらの身体からだって、99・９パーセント以上水分だろ？　だから、身体の真ん中のあたりを急きゆう沸ふつさせてやったんだよ。いわゆる水蒸気爆発ってやつで……」

「す、水蒸気爆発っ!?」

「ああ。わざと魔法回路サーキツトに不良部分を作って漏ろう魔ま力りよくさせて、直接触さわると火傷やけどするから剣通して、一気に魔力送って、気化させて……前に小さいスライムで試ためしたときは失敗したんだけど、なまじ大きい分、体内の流動が緩ゆるやかで助かったぜ」

「……成功したからいいものの、相変わらず、とんでもないことするわね」

　……驚おどろきを通りこし、なんだかあきれたような顔をするアイリ。

　そのかたわらで、粘ねん液えきまみれの身体を見下ろしたフィノが、べたべたになった服の胸むなもとをつまんで情けない声をあげる。

「……ううっ、身体、べとべとだよおっ……」

「まあ、大事に至らなかったのは幸いだけど、ぞっとしないっていうか……」

「……さすがに、気持ち悪いなっ……」

　いくらほとんどが水分とはいえ、その中にはスライムの細さい胞ぼうも満まん遍べんなく含ふくまれてるはずで……服にべったりと染しみこんだゲルのなんとも形容しがたい触しよつ感かんに、ラウルは思わず眉まゆをしかめてしまう。

　……ったく、卵を手に入れるためとはいえ、とんだ災難だ。

「ねえっ……」

　……と。不意に顔をあげたフィノが、すっと指を持ちあげて、

「あっちから、水の匂においがするっ……！」

「っ！」

　森の奥を指すフィノの言葉に、アイリががばっと身体を起こした。







「さすが魔人ね……」

　──人間を遥はるかに上回る魔人の少女の嗅きゆう覚かくのとおり、木立の向こうに広がっていた湖。

　鏡のような水みな面もに手を差し入れたアイリが、ほっとしたように息を吐く。

「……良かった。よく澄すんでるけど、草も生えてるし、ニジアユの稚ち魚ぎよも泳いでるし、毒の水じゃなさそう。ちょっと身体、洗わせてもらおうかしら」

「お、オレ様もっ……」

「って、おいっ、フィノっ！！！？」

　……限界とばかりに言い放つなり、一気にトレーナーを脱ぬぎに掛かかるフィノ。

　あわてて目を逸そらしたラウルが、さりげなく木立の方へと向かった。

「ったく。岸の方は見張っててやるから、お前ら、早く交代しろよっ？」

「……の、覗のぞかないでよ、ラウル・チェイサー？」

「って、あ、当たり前だろっっっ！！！！！」

　警けい戒かいするようなアイリの言葉に、ラウルは思わず声を荒あらげて反論する。

「ていうか、どんな魔物がいるか分からないから、油断すんなよっ」

「……わ、分かってるわよ！」

　ラウルの声に、はにかむように口を尖らせる少女の声。

　……ややあって、少女の肌はだを濡ぬれた衣服がすべる音が、ラウルの耳に聞こえてきた。




　──……こ、こんなところで服脱いで、水浴びって……。

　陽光の中できらめく水をまとう、よく見知った少女たちの無防備な素す肌はだ……背後で繰くり広げられているだろう光景に、ラウルの心臓はどきどきしてしまう。

「わあっ、あったかくて、気持ちいいっ……」

　ちゃぷんという水音とともに、うれしそうなフィノの声。

　少し遅おくれてまた、水音がして、なんだか驚いたようなアイリの声が聞こえた。

「ほんと……こんな時期なのに、けっこう水温高いのね……」

「あっ、アイリっ、まだ、スライムの欠片がついてるぞっ？」

「っ！！？　って、ち、ちょっとっ！　そ、そんなトコ触らないでよっっっ！」

「でもっ、こんなとこにまでついちゃってるしっ……」

「んっ……って！　だ、だからっ、やめてってばっ！　じ、自分で落とせるからあああっっっ！！！」

　──……って、ど、どこにだよっ……！

　……背後から聞こえてくるやりとりについ、かき立てられてしまうやましい妄もう想そう。

　少女たちから意識を逸らそうと、ラウルは手にした剣で軽く素す振ぶりなんて始めてみる。

「アイリの肌っ、すっごくきれいだなっ……」

「……あなたが言うと、なんだか、厭いや味みなんだけど」

　感心したようなフィノの声と、少し不ふ機き嫌げんそうなアイリの声。

　しかし、やがてアイリが不思議そうな声をあげる。

「でも、ほんと、いつもより、肌の調子がいいかも……」

「そういえば、なんだかオレ様も、すっごくつるつるしてる気がするっ……」

「……もしかしたら、オメガスライムが、肌の表面の古い角質を食べちゃったのかも。たしか、スライムパックとかあるのよね。いわゆるモンスターピーリングって……」

「ふふっ、すべすべーっ！」

「って！！？　だ、だからっ、そうやって気軽にくっついて来ないでよおっ！　やっ、そ、そんなとこに頬ずりしちゃ駄だ目めだってばぁっ！」

　……な、なんだかんだであいつら、仲よさそうって言うか……くそうっ。

　手持ちぶさたに剣を振りつつ、なにげなく刀身を見やったラウルは思いきり硬こう直ちよくした。

　鏡のような刀身に映り込む輝かがやくような湖の色と、そこに浮うかぶ、肌色の……。

　思わず、ごくりと唾つばを飲んで。ラウルの視線が自然に、刀身へと吸い寄せられ……って、おいっ！　ダメだろ、俺っっっ！！！！！

　あわてて目を逸らし、ぶんぶんと頭を振るラウル。

　……そんな少年の涙なみだぐましい葛かつ藤とうをよそに、不意に、アイリが声をあげた。

「ねえっ、あれっ……！」

「っ、どうした『オールＡ』っ……ってっっっ!?」

「～っっっ！！！！！」

　振り返ったラウルと目が合ったとたん、あわてたように水の中に身体を沈しずめるフィノ。

　かたわらで同じように水に潜もぐったアイリが、焦あせったように声をうわずらせる。

「み、見み損そこなったわラウル・チェイサーぁっ！　の、覗かないって約束したのにっ！」

「い、いやっ、お前が変な声出すから、てっきり魔物かとっ……！」

「いえっ、魔物なんだけどっ！　……しーっ！」

　ラウルの言葉に声をひそめ、くちびるに指を押し当てた少女が目をすがめる。

「静かにっ……ほら、あそこっ……！」

　──少女が指す、その先の岸辺で。

　体長三メートルほどの中型竜りゆう……アルバトロスドラゴンと呼ばれる生物が卵を抱かかえ、黒いウロコでふちどられた翼つばさを畳たたんで目を閉じていた。







「眠ねむってる……みたい」

　水洗いして固く絞しぼった服を身につけ、木こ陰かげに隠かくれつつドラゴンの背後に回り込む三人。

　小声で呟つぶやくアイリの隣となりで、草むらから顔を出すように背せ伸のびしたフィノが目を丸くする。

「わあっ、あの卵、すっごく大きいなっ……」

「ああ。あれさえあれば、オムライスが作れるっ……明日あしたのイベント、棄き権けんせずに済むんだっ……！」

　……繁はん殖しよく期きにたった一個しか卵を産まないアルバトロスドラゴン。正直、ちょっとかわいそうな気もするけど……フィノをアマダから守るためにも背に腹は代えられない。

「……よし、近づくぞ」

　小さく息を吐いて。意を決したように呟きつつ、ラウルがかたわらのふたりを見やる。

「『オールＡ』、俺が《飛靴》であいつを引きつけるから、その隙すきに卵を……てっ!?」

　……ほんの僅わずかに目を逸らした隙に、忽こつ然ぜんと岸辺から消えてしまうドラゴンの姿。

　瞬間、ラウルの皮ひ膚ふを走るちりっとした恐きよう怖ふ心しん。

　あわてて周囲へと注意をめぐらせるラウルの視界の中心に、卵を抱えて牙きばを剥むき出すドラゴンの頭が飛び込んできた。

「っっっ！！！！？」

　ドラゴンの巨大な口が、ラウルたちの頭を噛かみくだかんと、ぱっくり開かれ……！

「「っっっ！！！！！」」

「危ないっっっ！！！！！」

　とっさに、ふたりをかばおうと飛び出したラウルの目の前で、

　ひゅうっという耳みみ障ざわりな音を立て、ドラゴンがすさまじいブレスを吐いた。







　──ラウルたちの肌を撫なでる、身体が焦こげそうなほどに熱い息。

　……やがて、こわごわと目を開けたアイリが、戸と惑まどったように声を洩もらす。

「えっ……」

「あれっ……なんとも、ない……？」

　……いつの間にか、辺りから消え去っているドラゴンの気配。

　きょとんとした顔で自分の身体を見下ろし、怪け訝げんそうに呟くふたりの少女……そんな彼女たちの前であわてたようにパーカーを脱ぎつつ、ラウルが叫さけんだ。

「って、おいっ！　お前らっ、服のタグ確かく認にんしろっ！」

「「えっ!?」」

「いま思い出したんだけど、アルバトロスドラゴンのブレスは結けつ晶しよう樹じゆ脂し繊せん維いを腐ふ蝕しよくさせるんだっ！　木綿もめんや羊毛なら大だい丈じよう夫ぶだけど、結晶樹脂を着てるとヤバいっ！」

　──丈夫で安価な繊維として安物の服なんかに使われてる、樹脂虫ペツトワームが作る結晶樹脂繊維。樹脂虫を主食とするアルバトロスドラゴンが威い嚇かくに使うブレスに毒性はないものの、結晶樹脂をぼろぼろにする成分が大量に含まれてる。

　衣服の裏側に縫ぬい付けられたタグを確認し、ラウルは胸を撫で下ろした。幸い、パーカーもＴシャツもズボンも木綿と綿羊１００パーセントだ。……と。

「ら、ラウルっ！　タグってどうやって見るのっ？」

「っ、貸してみろ！　ええとっ……」

　怯おびえたようにすがりついてくるフィノの身体からだをくるりとまわすなり、ラウルは少女の襟えり首くびのタグを覗き込もうとし……。

「きゃああああっっっ！！！！！」

「『オールＡ』っ……っっっ！！！！？」

　とつぜん背後から聞こえてきた悲鳴に振り返り、そのまま、ラウルは凍こおりついた。

「やっ、み、見ないでえええええっ！！！！！」

　……取り乱したように叫ぶアイリの身体の上で、ぼろぼろ崩くずれ落ちていく服。もはや用を為なさなくなった服の下から、少女のやわ肌がみるみる露あらわになっていく。
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　──り、リボンとレースっ……。

　均整のとれた身体を申し訳程度に隠す、勝ち気なアイリの趣しゆ味みにしては意外なほどかわいらしいデザインの下着。思わず唾を飲み、ラウルはあわてて目を逸らした。

「っ……お、お前の服っ、全部っ……」

「うっ……」

　つい、声をうわずらせるラウルの前で、両手で身体を覆おおった少女が涙目でうずくまった。







「ら、ラウルぅ、なんかっ、すーすーするよおっ……」

「しかたないだろ、お前の服、結晶樹脂が30パーセントも含ふくまれてたんだから……」

　ドラゴンブレスの影えい響きようで薄うすくなり、女のコらしい身体のラインがくっきり浮かびあがるようになってしまったフィノのトレーナー。特に、豊かな胸の先せん端たんあたりに持ちあげられた布地が……目のやり場に困りつつ、Ｔシャツ姿のラウルはため息をついてしまう。

「……まあ、全身結や晶す樹も脂のの服着てた『オールＡ』よりはまだマシだと思って……」

「し、失礼ねっ！　下着だけは、ちゃんとしたの買ってたんだからっっっ！」

　ラウルから借りたパーカーの前をかき合わせ、恨うらみがましげに反論するアイリ。ラウルとそう身長が変わらないため、パーカーから伸のびた少女の太ももは、かなりきわどいところまで見えていて……本人も気になるのか、少女はさっきからなんどもパーカーの裾すそを引っぱっては伸ばしてみているものの、正直、効果はないようだ。

　なまめかしいアイリの足を意識しないよう視線を泳がせ、ラウルが口を開いた。

「け、けど、とりあえず、フィノのリュックサックが麻あさで助かったなっ……！」

「でも、せっかく見つけたのに、ドラゴンには逃にげられちゃったし……」

　……からっぽのリュックサックを背負いつつ、すっかり落ち込んだ様子で呟くフィノ。

「このまま卵、手に入らなかったら、どうしようっ……」

「……って、なに弱気になってるのよ」

　そんな少女のかたわらで、アイリがあきれたように肩かたをすくめてみせる。

「いい、フィノさん？　ああいうのはね、一いつ匹ぴき見つけたら、三十匹はいるものなんだから」

「さ、三十匹っ!?」

　とたんに目を丸くするフィノの前で、アイリが首を縦に振った。

「ええ。……だから、そんな暗い顔してないで、さっさと次を探しましょう？」

「『オールＡ』……」

　……ウソだ、と、ラウルは心の中で独りごちる。繁殖率の低いアルバトロスドラゴンが、こんな規模のダンジョンにそんなにたくさんいるはずがない。

　けど、こいつ、フィノを元気づけるためにウソついて……。

「……そうだぞ、フィノ。まだ、チャンスはいくらだってあるさ」

　アイリの意図を汲くみ、フィノの肩をぽんと叩たたいて。

　パーカー姿のアイリを見やったラウルが、面白そうに笑ってみせる。

「……それに、もう、あいつのブレス食らっても溶とけるモノはないしな」

「わ、悪かったわねっっっ！」

「さ、フィノ。卵、探すぞ」

「うんっっっ！」

　そんなラウルたちに勇気づけられたように、明るく頷うなずいたフィノが前へ飛び出した。

「そうと決まれば、誰だれがいちばん最初に見つけるか競争だっ！　一匹目はアイリが見つけたから、次はオレ様の番だぞっ！！？」

「って、おいっ、フィノっ！　魔ま物ものもいるし、あんまり調子乗んなっ！」

「ふははっ、大丈夫大丈夫……きゃああっっっ！！！！？」




　……と。

　はしゃぎながら先頭を歩くフィノの身体が、不意に、宙に浮うかび上がった。




「フィノっっっ!?」「フィノさんっっっ!?」

「ふ、ふええっっっ……」

　……『野生のゲリラトラップ』との異名を持つツルワナクサの蔓つるに足を引っかけ、木の枝に宙づりにされて。めくれるスカートを必死で押さえ、逆さになったフィノがもがく。

「ら、ラウルっ、下ろしてええええっっっ！」

「……ったく。おいっ、いま助けてやるから、あんまり暴れるなよっ！」

　言いながら《飛靴》のスイッチを入れ、フィノがぶら下がる枝まで一気に跳とぶラウル。

　狭せまい足場に軽かろやかに着地し、蔓をたぐり寄せたラウルが、フィノの足首を掴つかんだ。

「フィノっ、大丈夫か……」

「ラウルぅっっっ！！！！！」

　少女の足に絡からみつく蔓を断ち、小こ柄がらな身体を枝の上に引っ張り上げたとたん、ラウルを押し倒たおさんばかりの勢いで抱だきついてくる少女。……って!?

「こ、怖こわかったようっ……し、死ぬかと思ったよぉっ……」

　ラウルの胸に、薄いトレーナー越ごしのやわらかな双そう丘きゆうがぐいぐいと押しつけられ……えもいわれぬ感覚に、ラウルは思わず声をうわずらせた。

「ふ、フィノっっっ！　分かったっ！　分かったから、落ち着いてっ……」

「……ラウル」

　……と。

　不意に顔を上げ、フィノが目の前の枝を指す。

「ねえ、それっ……」

「へっ？」

　言われるまま、視線を向け……ラウルは目を瞠みはった。

　夢中で登っていたためか、先ほどはまったく気づかなかったけど……ラウルたちを囲む木の高い枝に、薄い茶色の実が鈴すずなりになっている。

　カルシウム質によく似た、ざらりとした殻からで覆われた楕だ円えん形の実。上にヘタと茎くきがついてはいるものの、それは、なんだかとても見覚えのある形をしていて……。

　はっと息を飲むなり、手近な枝をたぐり寄せて。葉先を千切ったラウルが、呆あつ気けにとられたように呟つぶやいた。

「葉っぱが丸く千切れる……これっ、《卵の木エツグ・ツリー》じゃねえかっ……！」

「え、エッグツリーっ？」

「ああ」

　不思議そうな顔をするフィノに頷き返し、ラウルは改めて、目の前の枝を見やる。

「世にも珍めずらしい、卵で増える動植物で……こいつの《果か実じつ卵らん》は『幻まぼろしのタマゴ』って言われるくらい貴重で、アルバトロスドラゴンの卵なんざメじゃないくらい美う味まいんだよっ！」

「っ!?」

「お手て柄がらだぞ、フィノっ！」

　興奮した口調で言い募つのるラウルにぽんと頭を撫でられて、

　驚おどろいたように目を瞬しばたたかせていたフィノがやがて、「へへっ」と小さく笑った。




　　　　＊　＊　＊




「──おい、カレンっ、どういうことだ!?」

　どたどたと靴くつ音おとを鳴らし、遠えん慮りよもなしに副店長室へ入ってくる男。

　能面のような表情に、ほんの僅わずかな不快の色を滲にじませた女の背後で。はしばみ色の髪かみをした男が、腹に据すえかねたとでも言わんばかりに声をあげる。

「どうしてここ数日、十時のおやつも昼の弁当も三時のおやつも夕飯も夜食も全部、ゆで卵なんだっ!?　たまには、他ほかのものも食べたいぞっ！」

「……クラウド店長。私わたくしはいま、明日あしたのイベントの準備で、それどころでは……」

「いいや、言わせて貰もらおう！」

　机に向かったままクールに答える女の言葉をさえぎり、

　クラウドと呼ばれた男が女へと指を突つきつけた。

「そもそもだな！　卵というのはコレステロールとかいうなんだかよくわからないが身体に悪そーなものがいっぱい入ってるからあまり食べ過ぎるのはよくないと、こないだＭＨＫの『ためしてガチムチ』スペシャルで……」

「あら、すみません。肘ひじの関節がすべりました」

「っうわあああああん、カレンがいじめるよおおおお！！！！！」

　回かい転てん椅い子すをまわし、振ふり向きざまに男の脇わき腹ばらにエルボーを打ち込んで。腹を抱かかえてわめく男を見やったカレンが顔色ひとつ変えずに言い放つ。

「人聞きの悪いことを言わないで下さい。ただの事故だと言っているじゃありませんか。ただし、早々に黙だまらないと、今後第二、第三の事故が起こる可能性がありますが」

「うっ、うっ……」

　そんなカレンの言葉に、しぶしぶきびすを返して部屋を出て行く男。

　……真顔のまま、ようやく解放されたとでも言わんばかりに嘆たん息そくし。

　カレンは書類をめくりつつ、懐ふところから取り出したマジックフォンのボタンを押そうとする。

　……と。

「…………」

　ちかりと点灯する着信ランプに目を留めた、その瞬しゆん間かん。

　それまでぴくりともしなかったカレンの表情が、はっきりと動いた。




　　　　＊　＊　＊




「──ねえっ、このお菓か子しっ、全部食べていいのっ！！？」

「ああ、好きなだけ食べるといいぞ！」

「わあっ、ありがとうっ！！！」

　蒼あおい瞳ひとみをきらきらさせてお礼を言う、無む邪じや気きであどけない銀ぎん髪ぱつの少女。

　そんな少女を見おろしていたはしばみ色の髪の男が、不意に、ぐいと手を伸ばした。

「っ……！！？」

　なすすべもなく寝しん台だいに押さえつけられ、少女は怯おびえたように顔を上げる。

「っ、な、なにするんだっ？」

「なにを、って……俺たちは、結けつ婚こんしたんだぞ？」

「やっ……」

　──戸と惑まどいと、恐きよう怖ふが入り交じった瞳。

　いまにも泣き出しそうな顔をした少女のくちびるが、震ふるえながら言葉を紡つむぐ。

「助けてっ、ラウルっ──！」




「──フィノっっっ！！！！！」

　……喉のどが破れそうになるくらい、思いきり叫さけんで。

　勢いよく跳はね起きたラウルは周囲を見み渡わたし、思わず嘆息する。

「…………夢か……」

　……しんと静まりかえった、深夜のマジックショップ・レオン王都店の休きゆう憩けい室しつ。

　思い出したくもないような夢の残ざん滓しを払はらうように頭を振り、ラウルは心の中で呟いた。

　そういや、さっきまで、みんなで明日の準備してて……。




『ラウルっ、ちょっとそれ、押さえててっ！』

『って、ラウル・チェイサーっ！　そうじゃなくってっ、こうでしょっ!?』

『あらあら、そう言えば、入り口に敷しくマットを倉庫から出してこないと……』

『ラウル君、それが終わったらちょっと、こっちの力仕事の手伝いをだなーっ……』




　目の前に散らばる看板やチラシ、糊のり付づけされたメニュー表に、こまごました飾かざり物……。

　テーブルに伏ふせるようにして仮か眠みんをとっていたラウルは、無理な体勢で固まった身体からだを解ほどくようにぎしぎしと伸のびをした。




　──大冒ぼう険けんになってしまった買い出しから戻もどるなり、ラウルたちは先に店に戻っていた副店長と合流し……夕方頃ごろに顔を出したセアラ店長を迎むかえ、全員で明日の準備に当たることとなった。

　けれども、イベントはいよいよ明日だというのに、やるべきことはあとからあとへといくらでも出てきて、終わりの目め途どは立たず……昼間の疲つかれがたたったラウルはつい、うつらうつらと目を閉じてしまったという次し第だい。

　ふとかたわらを見やれば、四つ並べたパイプ椅い子すの上で、ラウルがあげた絶ぜつ叫きようも気にせず爆ばく睡すいするバイザー副店長の姿。たしかアイリも、隣となりの部屋で寝ねてくるとか言ってたし……明日に備えて早めに切り上げるつもりが、結局、泊とまり込みになってしまったようだ。

　──……そういや、明日の釣つり銭せんって、誰だれかもう用意してたっけ？

　大きなあくびをしつつ、よろよろ立ち上がったラウルは階下に向かう。

　ついでに、会場に持ってくアイテムを、コンテナに積み込む用意も……と。




　バックヤードの扉とびらを開けたとたんに聞こえてくる、微かすかな物音。

　……思わず、立ち止まって。

　明かりの落とされた店の中、レジカウンタにたたずむ少女の姿を認めたラウルが呟いた。

「……フィノ？」

「っ！！？」

　そのとたん、はっとしたように顔を上げる少女。

　──わななくくちびると、濡ぬれた白い頬ほお。潤うるんだ蒼あおい瞳ひとみがラウルを捉とらえ……泣いてる？

　少女の涙なみだを目にしたとたん、どくんと跳はねるラウルの心臓。

　あわてたように視線を逸そらした少女へ、おずおずと歩み寄って。

　やがて、ラウルはためらいがちに訊たずねた。

「フィノ……お前……」

「……ねえ、ラウル」

　……と。うつむいていたフィノが、不意に、口を開き、

「オレ様が初めてお店に来たときのこと、覚えてる？」

「えっ？」

　とうとつな言葉につい、目を瞬まばたかせてしまうラウル。

　そんな少年の前で、フィノがレジカウンタのすぐ隣となりにある入り口のドアを見やった。

「はじめてお店の前に立ったとき、オレ様ね、いったいどうやって中に入ればいいのか分かんなくって、ずっと、他ほかのお客さんが入るのを見てたんだ。外に立って、たぶん、一時間くらい。……それで、やっと決心して、おそるおそるドアを開けてね。……そしたら」

　ふと、言葉を切って。

　目の前のレジカウンタ台を慈いつくしむように指先で撫なで、フィノが呟く。




「ここに……このレジカウンタにね、ラウルがいたんだ」

「フィノっ……」

「オレ様、ずっと、忘れないぞっ……？」




　ラウルの顔を見上げ、なんだか得意げに笑ってみせるフィノ。

　やがて、ふたたび視線を落とした少女が、そっと口を開いた。

「……あのね、ラウル。あの頃ころはまだ、分からなかったんだけど……魔ま王おう城にいたときさ、たぶん、オレ様はずっと、寂さびしかったんだと思う」

　……まるで、自じ嘲ちようするみたいに。

　つらそうに目を細めたフィノが、たどたどしい口調で話し始める。

「オレ様さ、いつも、誰かと話したいって思ってた。けど、オレ様がどんなにいろいろ考えて、それを伝えようとしても、誰も相手してくれなくって……あそこでは、誰もオレ様を認めてくれないし、誰も話も聞いてくれなかったんだ」

　いまにも途と切ぎれそうなか細い声で、少女は胸に溢あふれる言葉を絞しぼり出す。




「だからね、はじめてここ来たとき、お店の前でずっと立ってたのは、ほんとはすごく怖こわかったからなんだ。やっとたどりついたのに、ここも同じだったらどうしようって。やっぱり、誰もオレ様の相手なんかしてくれないんじゃないかって、無視されるんじゃないかって。……だから、お店に入って、レジにいたラウルに声掛かけて……ラウルがちゃんとオレ様の言葉に答えてくれたとき、ほんとに……すごく、うれしかったんだ」

「っ……」

　……フィノの言葉に、ぎゅっと締しめつけられるラウルの胸。

　まるで、在ありし日の自分──男のコみたいな格好で立ってた、警けい戒かい心のかたまりみたいだった自分を見るかのように、レジカウンタの向こうへ視線を投げたフィノが微笑ほほえんだ。

「……このお店は、オレ様が知ってるとことはぜんぜん違ちがってた。いちばん最初の面接の時から、店長はオレ様の話を聞いてくれて、受け入れてくれた。ラウルはいろんなこと教えてくれたし、悪いことすると叱しかってくれたし、いいことすると褒ほめてくれたし、ずっと、いっぱい助けてくれた。副店長はいろんなすごい話してくれるし、アイリはいつだってオレ様のこと気にかけてくれてるし、ミュリはトモダチになってくれたし……それにね」

　ふと、視線を上げて。こぢんまりした店内を見渡し、フィノが目を細める。

「お店のみんなだけじゃなくて、ここにくるお客さんたちも、いらっしゃいませって声掛けたらありがとうって言ってくれたり、元気だねって褒めてくれたり、にこにこしてくれたりして、それがすっごくしあわせで……だからね、オレ様、このお店が大好きなんだ」

　かたわらに立つラウルの服の袖そでを、ぎゅっと握にぎりしめて、

　まっすぐにラウルを見上げた魔人の少女が、瞳に涙なみだを滲にじませたまま笑ってみせた。




「朝、お店に来て、みんなにおはようってあいさつをしたら、みんながおはようって返してくれて、みんなオレ様の話を聞いてくれて、オレ様に話しかけてくれて、オレ様の相手してくれて、オレ様は、それが、ほんとに、うれしくってっ……だからっ……」




　不意に、言葉を詰つまらせ。

　ぎゅっとラウルに抱だきついた少女が、絞り出すように言葉を続ける。




「だからっ、ずっとここにいたいんだっ……っ、みんなと離はなれたくっ、ないよぉっ……！」

「フィノ……」

「ここでなきゃ、いやなんだっ……このままここで、みんなと一いつ緒しよにいたいよぉっ……」

　やがて、すっかり嗚お咽えつに飲み込まれてしまう少女の声。

　苦しげにしゃくり上げながら、フィノはただ、ぼろぼろと涙を流す。




　──小さな身体いっぱいに抱かかえ込まれた、フィノの切実な想おもい。

　少女にとって、この場所が、どれだけ大事なのか。この場所にいることが、どれだけ素す敵てきなことなのか。痛いほど思い知らされたラウルは、思わず目をすがめてしまう。
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「……大だい丈じよう夫ぶだって」

　震える少女の背中に腕うでをまわし、ラウルが口を開いた。

「俺も、みんなも、お前のこと、大好きだからさ。お前の居場所は、俺たちがちゃんと守ってやるから。だから……」

　心の底からの、強い決意を込こめて、




「……絶対に、勝とうな」




　腕の中の少女の背中をなだめるように叩たたいてやりながら、言い放つラウル。




　……そんな、ラウルの言葉に。

　ラウルの胸にぎゅっと顔を押し当てたまま、少女が小さく頷うなずいた。








　断章「同級生だったわたしたちは想おもい出話に花を咲さかせました」




　──いちばん最初に顔を合わせたときから、気にくわないと思った。




　勇者予備校に通わず、独学のみで勇者試験に合格するという、じつに二十年ぶりの快挙を遂とげた若き天才勇者の妹。

　成績も容姿も互ご角かく。けれども、あの勇者エルトの妹というだけで周囲からちやほやされていた彼女は教師の覚えもよく、男女問わず取り巻きをつれていて、いつだって幸せそうににこにこしていて。そんな姿を見るたびに面おも白しろくない気持ちでいっぱいになって、ぜったい、優位に立ってやろうと思って……。




「カッちゃん……久しぶり」

「……だから、その名前で呼ばないで下さい」

　まったく警戒心もなく、目の前で屈くつ託たくの無い笑顔を浮うかべてみせる栗くり色いろの髪かみの少女、セアラ・オーガスト。

　微かすかに嘆たん息そくしたカレンが、セアラのかたわらに腰こしを下ろす。

　──アマダ王都本店の近くの建物の地下にある、小さなカウンター・バー。

　カレンのバッグに視線を向けたセアラが、ふふっと息を洩もらして笑った。

「あら、プライベートでもお仕事のバインダーを持ち歩いてるだなんて、なんだかできる女って感じでカッコいいですね」

「……って、社外秘もあるんですからさわらないで下さい！」

「あっ、ごめんなさい」

「……まったく」

　バインダーに触ふれるセアラを牽けん制せいし、嘆息するカレン。

　肩かたを並べて座るカレンの横顔をあらためて眺ながめ、セアラがうれしそうに微笑んだ。

「よかった。正直、来てくれないかと思ってました」

「……それなら、なぜ、私を呼んだんですか？」

「それはわたしがカッちゃんのこと、大好きだからです」

「……貴女あなたは」

　……すっかり、あきれたように。

　鮮あざやかな蛍けい光こうピンクのカクテルにくちびるをつけたカレンが、僅わずかに目をすがめる。

「昔から、貴女はいつも同じことばかり言いますね……厭いや味みを言うにしても、もう少しバリエーションを増やしたらどうですか？　よろしければ辞書をお貸ししますよ？」

「ふふっ、厭味じゃありませんって」

「……私はずっと、貴女のことが嫌きらいですし、そう公言してきましたし、ありとあらゆる手段を用いて、それを表現してきたつもりですが？」

「そう、ですね……」

　とりつくしまもないカレンの言葉に、セアラは「うーん」、と小さく呻うなって、

「風か邪ぜを引いて休んだとき、捏ねつ造ぞうテスト範はん囲いが示された偽ぎ造ぞうプリントとノートを持ってきてくれたりとか、調理実習のとき、砂糖とクエン酸をすり替かえたりとか……」

「……まあ、私の方も、貴女が後日返してくれた偽造プリントとノートを本物と勘違いして史上最低の赤点を取らされてしまったり、砂糖とクエン酸を取り違えた殺人肉じゃがをいちばん最初に試食させられたり、屈くつ辱じよく的な目に遭あわされたわけですが」

「ああ、ニセの連れん絡らく網もうでウソの遠足の日程を教えてくれたあの件は、ちょっぴり恨うらんでるかも。お陰かげで、貴重な兄さんとのデートの約束が流れちゃったから。それに……」

　少し、言葉を切って。カレンを見やった店長がそっと微笑む。

「それに、今回のこと……カッちゃんが、わたしからフィノちゃんを取りあげるために仕組んだいろいろなことは、けっこう、キツかったです」

「……それが分かっていて、どうして、貴女は……」

　思わず訊たずねてしまうカレンの前で、

　頬ほお杖づえをついたセアラが、首を傾かしげるようにして笑った。

「だって、カッちゃんは、兄さんが勇者免めん許きよを剥はく奪だつされたあとも、変わらなかったじゃないですか。それどころか、わたしのこと、かばってくれたりして」

「それはっ……」

　一いつ瞬しゆん、言葉に詰まって。

　口の中を湿しめらせるようにカクテルを含ふくんだカレンが、目を逸そらして口を開く。

「……それは、気に入らなかったからです。つい昨日まで貴女をちやほやしていた教師やクラスメイトたちが、手のひらを返したみたいに冷たくなって。私が認めた貴女の力はなにひとつ変わっていないのに、貴女の力と関係ないところでこんなことになるのは、理り不ふ尽じんだと思って」

「……だから、カッちゃんのこと、好きなんです」

　慈いつくしむように目を細め、セアラが微笑んだ。

「みんな、わたしのことを兄さんの……勇者エルトの妹として見てたのに、カッちゃんだけはずっと、わたしのことだけを見てくれて、わたし自身の力を認めてくれてたから」

「…………」

「兄さんが死んで、たった一年でわたしが高等学院を辞やめることになったとき、引き止めてくれたのはカッちゃんだけだったの。だからね、わたし、本当に、カッちゃんのこと、いちばんの親友だと思ってるんですよ……？」

　まっすぐなセアラの視線に耐えきれず、カレンは思わず目を伏ふせる。

「……そんなことを言って私を懐かい柔じゆうしようとしても、無む駄だですよ」

「はい、分かってます」

　にっこりと、微笑ほほえんで。

　瞳ひとみに強い色を浮かべたセアラが、きっぱりと言い放った。

「フィノちゃんは、ぜったいに渡わたしません。高等学院時代の勝負は、私の中退で持ち越こしになってしまったけど……今度こそ、負けませんよ？」




　　　　＊　＊　＊




「──この大事な時に、どこに行っていたんです？」




　──アマダ・マジック王都本店の深夜の事務所。

　誰だれもいないと思っていたドアを開けるなり声を掛かけられ、カレンは僅かに目をすがめた。

「……古い知人と、少し」

　……ややあって。

　ためらうような間のあと、カレンが口を開いた。




「──貴方あなたはどうして、あの少女を欲ほしがるんですか？」




　バインダーを抱えたまま窓まど際ぎわに立つ男へと歩み寄り、カレンは淡たん々たんと言葉を続ける。

「クラウド店長をそそのかし、大金を注つぎ込み……レオンのような小さな店のアルバイトひとりにこれほどの手間と資金を掛けるのは、理解不能です。あの少女にそれほどの価値があるとは思えませんし、優ゆう秀しゆうな人材でしたら、アマダにいくらでもいます。それに……」

　……ためらうように、言葉を切って。




「それに、明日あしたのイベント……いったい、貴方は、なにを考えて……」




「──カレン君がそれを知る必要は、ありません」




　そんなカレンの問いを、きっぱりした口調で切り捨てる男。

「あなたは、黙だまってわたくしの指示に従ってくだされば良いのです」

「……はい」

「それより、明日の準備は万全ですか？　警備員の武装と配置をいまいちど確かく認にんしてください。また、一いつ般ぱん客きやくをアマダ内に避ひ難なんさせるオペレーションも……なんせ、今回のイベントでは、いったいなにが起こるか分かりませんからね？」




　うむを言わさぬ男の言葉に、頭を下げたカレンはひとこと「分かりました」と答えた。








　第四章「当日を迎えた俺たちは全力のサービスを展開しました」




「さて、いよいよ、メイド喫きつ茶さレオンの開店です──」




　アイリのデザインによる清せい楚そなドレスに、レースとフリルたっぷりの真っ白なエプロン。

　模も擬ぎ店てん入り口にスタッフを集めたセアラ店長が、笑顔とともに宣言する。




　──イベント主しゆ催さい者しや側が用意した、少し広めのコンビニ程度の大型テント。

　レオン王都店よりさらにこぢんまりしたテントの中はすっかり準備が整えられ、もう、いつお客さんをお迎えしてもいいような状態。

　整然と並べられたテーブルや椅い子すに、奥の方に設しつらえられた調理スペース。天てん井じよう近くに漂ただよう発光性の浮ふ遊ゆう群ぐん体たい藻そう類るい『ヒトダマ』たちが、金属の骨組みと布で覆おおわれた店内をあたたかな光で満たしている。

　店長がメイド服に合わせて作ってくれた執しつ事じ服をまとう、ラウルたち男性陣じん。

　……まるで、毎朝王都店のレジカウンタ前で行われている朝礼みたいに。

　いつも通りスタッフひとりひとりの顔を眺め渡したセアラ店長が、やさしいけれどもしっかりとした口調で言葉を続けた。

「みなさんもご存じのとおり、今日の売上げには、フィノちゃんが賭かかっています。だから、ぜったい、負けるわけにはいきません。みんなでベストを尽つくしましょう？」

「っ……」

　……と。

　セアラ店長の言葉に歩み出たフィノが、スタッフたちを見上げて声をあげる。

「みんなっ……オレ様のために頑がん張ばってくれて、ほんとにありがとうっ……」

　おずおずと、言葉を選ぶように言いながら頭を下げる魔ま人じんの少女。

　……もしかしたら、これが、最後になるかもしれない。どこか硬かたい声こわ音ねの奥に少女がちらと覗のぞかせる、隠かくしきれない不安の色。

　そんな少女の懸け念ねんを吹ふき飛ばすように、ラウルはわざと明るく笑ってみせた。

「って、お前、なにしおらしい顔してんだよ。メイド服も、接客も、オムライスもバッチリだし、ぜったい大だい丈じよう夫ぶだって！」

「そうよ。わたしたちが、あなたのためにどれだけ苦労したと思ってるの？　……それにあなたがいなかったら、いったい誰がレジを見るっていうのよ？」

「そうだぞー、フィノ君がいなかったら、いったい誰が駐ちゆう竜りゆう場じようの落ち葉掃そう除じを……」

「それは、バイザーくんがやってくださいねー？」

「……すみませんでした」

　笑顔で言い放つセアラ店長に、頭を下げる副店長。

「そうそう」と呟つぶやくなり、テーブルに置かれた段ボール箱からなにかを取りだした店長が、にこにこしながら口を開く。

「というわけで、秘密兵器の登場です。みなさん、これを付けてください」

「って……！！？」

「わあっ、カッコいいっ！」

　……セアラ店長が差し出してきたのは、なにやらふわふわした三角形のかたまりと、同じくふわふわした棒状のアイテム……いわゆる、ケモノ耳と尻尾しつぽのセット。

　絶句するアイリと目を輝かがやかせるフィノにそれを手て渡わたし、店長はさらに箱の中を探さぐった。

「耳も尻尾も、くっつけたい場所に当てれば固定されるようになってます……はい、これ。ラウルくんとバイザーくんも」

「って、お、俺たちも付けるんですかっっっ！！？」

「……おいおい、勘かん弁べんしてくれよー……」

「ふふっ。今日のために、お仕事の合間を見て少しずつ作ってたんです」

　しぶしぶ受け取る男性スタッフの前で、自らもヘッドドレスの後ろに真っ白な猫ねこ耳みみを装着した店長が、得意げに言葉を続ける。

「じつはね、これ、付けた人の脳波に連動して動くマジックアイテムになってるの。……ほらほら、バイザーくん、いい子ですね？」

「っ……！」

　背せ伸のびしたセアラ店長に頭を撫なでられたとたん、副店長のズボンの後ろでぱたぱたと揺ゆれる赤い尻尾。

　……つい、固まってしまう副店長の前で、セアラ店長が「……ね？」と微笑みながら、イタズラっぽくウインクしてみせた。

「わあっ、ほんとだっ！　これ、動くぞっ!?」

　うれしそうな声をあげ、銀色の髪かみから生えた黒い耳をぴょこぴょこさせたり、お尻しりに付けられた黒い尻尾を楽しげにぱたぱたさせてはしゃぐフィノ。

　そのかたわらで、蜂はち蜜みつ色の髪から覗く金色の耳をしゅんとしたように伏せたアイリが、おずおずと口を開く。

「あ、あの……て、店長、め、メイド服は慣れたんでまだいいんですけど、さすがに耳とか尻尾は恥はずかしいっていうかっ……ど、どうしても付けなきゃダメですかあっ……？」

「あらあら」

　恥ずかしそうに肩かたをすくめる少女の前で真っ白なふさふさ尻尾を揺らし、セアラ店長がやさしく微笑んだ。

「アイリさん、とってもかわいいですよー？　ねえ、ラウルくん？」

「えっ……は、はいっ！」

　いきなり話を振ふられ、つい、うわずった声をあげてしまうラウル。

　……そのとたん、アイリの尻尾がぴょこっと跳はね上がった。

「って、『オールＡ』っ……？」

「っっっ！！？　ち、違ちがうのっっっ！！！」

　……ラウルに褒ほめられたとたん、うれしそうにぱたぱたと動きはじめるアイリの尻尾。

　止まらない尻尾を両手で押さえつつ、顔を真っ赤にしたアイリがあわてたように叫さけんだ。

「こ、これっ、尻尾が動いてるの、ほんと違うのっ！　ち、違うんだからあああっ！！！」




　……と。




「──あら、ここは、仮装パーティーの会場かなにかですか？」

　……とつぜんテントの入り口から聞こえる、慇いん懃ぎん無礼な女の声。

　思わず顔を上げたスタッフたちの表情が、一いつ瞬しゆんにして警けい戒かいの色に染まった。

「カッちゃん……」

「か、カレン副店長っ……!?」

「っ……なにしに来たんだっ!?」

「勝負の前のご挨あい拶さつと、改めて、本日のルールの確かく認にんにうかがったまでです」

　ハイヒールの踵かかとをかつかつと鳴らし、テントの中に歩み入ったスーツ姿の女が、バインダーを抱かかえたままにこりともせず口を開く。

「本日の勝負内容は、メイド喫茶でオムライスを販はん売ばいし、その売上げを競きそうという内容です。当然、オムライス以外のメニューでは、反則になりますが……」

「……あいにくだったなっ！」

　挑ちよう発はつするようなカレンの言葉に、かたわらに積まれた『幻まぼろしのタマゴ』をひとつ取りあげたラウルが声をあげた。

「この通り、卵もあるし、……これを使って、お前らなんか足元にも及およばないくらいうまいオムライスを作ってやるっ！」

「……そうですか。それは、なによりです」

　ラウルが掲げた卵を目にした瞬間、ほんの僅わずかに目をすがめ……しかし、あくまで淡たん々たんと答えるアマダのカレン副店長。

　と、その後ろから不意に、もうひとつの人ひと影かげが現れた。

「おはよう、弱小マジックショップの諸君！　いよいよ、運命の日がやってきたな！」

「っ……！」

　はしばみ色の髪と瞳ひとみ。まったく遠えん慮りよなしにずかずかとテントに歩み入って来たアマダの新店長クラウドは、フィノの姿に目を留めるなり声をあげる。

「おお、正統派のメイド服とは素す晴ばらしい！　やはり、メイド喫茶対決にして正解だったな！　時にフィノ嬢じよう、君に、確認しておきたいことがあるんだが……」

　言いながら、後ろ手に隠していたなにかをフィノの目の前で広げるクラウド店長。

「君は右と左、どちらが好みだね？」

「てっ……！」

　……自信満々に訊たずねるアマダの店長の右手と左手でそれぞれ揺れるのは、透すきとおるように薄うすい布地で作られた、白とピンクの甘いデザインのネグリジェ。

　思わず絶句するラウルたちの前で、フィノがおずおずと口を開く。
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「ええと、右の……」

「ふ、フィノさんっ！」

「って、選ぶなっっっ！！！！！」

　そんなフィノをあわてて背中にかばいつつ、ラウルがクラウド店長を睨にらみつけた。

「……フィノは、ぜったい渡わたさないからな！」

「ふふっ、まあ、せいぜい頑張りたまえ！」

　からからと笑いつつ、テントから出て行くクラウド……嘆たん息そくとともに、カレンも続く。

「カッちゃん……」

「っ……」

　背後から掛けられたセアラ店長の声に立ち止まることもなく、外へと消えていくカレン。

　──と。




　不意に聞こえてきた高らかな鐘かねの音に、レオン王都店のスタッフたちは息を飲む。




　魔力で音を増ぞう幅ふくさせ、王都中に時を響ひびかせるルミノア大鐘しよう楼ろうの鐘。

　同時に、会場内で打ち上げられた花火がイベントの開始を告げ、

　会場の外で待ちわびていた人々のざわめきが、堰せきを切ったように押し寄せてきた。




「──さあ、みなさん、行きますよ」

「「「「はいっ！」」」」

　店長の号令に、スイッチを切り替かえたように真しん剣けんな面おも持もちで頷うなずくスタッフたち。

　入ってくるお客さんに最高のあいさつをしようと、彼らは身構え──

　──けれども。




　一分が経たち、二分が経ち、五分が経ち……

　十五分近くが経過しても、レオンのテントに人影は現れなかった。







「っ…………」

　ざわざわと、テントの向こうから伝わってくる人々の熱気。しかし、いつまでたってもレオンのテントへ入ってくるお客さんはいない。

　次し第だいに重苦しくなっていく空気。焦あせりに耐たえかね、ラウルは思わず足元を蹴ける。

「あっ、ラウルくんっ……」

「ちょっと、様子を見てきますっ！」

　言い放つなり、テントを飛び出して。

　眼前に広がる光景を目にしたとたん、ラウルは思わず、ぽかんと口を開いてしまった。




　──レオンの真向かいに設置されているのは、高級感あふれる分厚いビロードで覆おおわれた、レオンのそれとは明らかに格が違う大型テント。

　たっぷりと贅ぜい沢たくにドレープが寄せられた布地の上には、金色のロゴが刻まれたひときわ目を引く巨きよ大だいな看板が掲かかげられている。

　──『メイドカフェ・ミラクルアマダ』




「「「いらっしゃいませえっ！」」」

　看板やチラシを手に、そこかしこで呼び込みをするアマダのメイドたち。

　まるで胸を強調するようなデザインのワンピースに、レースがふんだんにあしらわれたエプロン。かなり短い丈たけのスカートとニーハイソックスに挟はさまれた太ももが、いわゆる絶対領域をちらつかせている。

　まだ開場からそれほど時間も経っていないというのに、アマダの前には早くも列が出来はじめていた。入り口のメイドたちがてきぱきと列を捌さばき、大勢のお客さんたちが次々と、贅ぜいを凝こらしたテントの中へと吸い込まれていく。

「ふふっ、ご主人さま、よろしければこちら、ご覧くださいませーっ」

「へっ……」

　呆ぼう然ぜんとたたずんでいたラウルに声を掛かけ、アマダのメイドが手て渡わたしてきたフルカラーのチラシ。反射的に受け取ったラウルは、鮮あざやかに印刷されたメニューにすっかり言葉を失ってしまう。

　──『シェフ・カワゴエ監かん修しゆう！』　最近マジヴィで人気な有名シェフの顔写真入り題字の下に並ぶのは、トマトソースやデミグラスソース、カレーソースにホワイトソースといった各種ソースにチキン、ビーフ、シーフード、ドラゴンなどの具を組み合わせた三十近いバリエーションの特製オムライス。さらに、数種類から選べるサラダとスープ、デザートやドリンクのセットも付けられるらしい。デザート欄らんにはきらびやかなケーキやパフェが並び、バラエティ豊かなメニューはどれも手が込んでいてとびきり美お味いしそうだ。

　……って!?

「く、クーポン使用で半額にっ！！？」

「はい」

　思わず声をうわずらせたラウルに、にっこり微笑ほほえんでみせるアマダのメイド。

「こちらのチラシの下の部分が、クーポンになっています。他ほかにも、先着順のノベルティグッズのプレゼントや、お土産みやげなどもご用意しております。ご帰宅お待ちしてます、ご主人さまっ。……うふふ、ご主人さま、よろしければこちら、ご覧くださいませっ！」

　ラウルから離はなれたアマダのメイドはまた、違ちがうお客さんに声を掛け……チラシを握にぎりしめたまま、ラウルはその場に立ちつくした。




　──甘かった……。思わず、ラウルは心の中で呟つぶやいてしまう。

　アマダの店長の言葉通り、アマダとレオンの差は、笑えるくらいに圧あつ倒とう的てきだった。……俺たちがどんなに足あ搔がいたって、そもそも、最初から勝てるわけがなかったんだ。

　わなわなと震ふるえる、爪つめが皮ひ膚ふを破ってしまいそうなほど強く握りしめた拳こぶし。

　なにも出来ない自分への怒いかりで煮にえくりかえるはらわたとは正反対に、背中と手足がなんだか急激に重く、冷たくなっていく。

　どうしようもない無力感と絶望感。希望を失ったラウルの目の前が暗くなる。

　……こんな店を相手に、俺たちが、勝てるはずがっ──




「ラウルっ……」




　……不意に、かたわらで、誰だれかが呟く声が聞こえて。

　ラウルの服の袖そでが、ぎゅっと握りしめられて。

　思わず少年が顔を向けると、いつの間にかそこに、ひとりの少女が立っていた。




「っ……」

　……おそらくは、店を飛び出したラウルの後を追ってきたのだろう。

　たたずむ少女の見開かれた蒼あおい目。銀色の髪かみから覗のぞく黒い耳は力なく伏ふせられ、薄く色づいたくちびるが、僅かにわなないている。

　アマダのテントの前でショックを受けたように固まってしまう、小さな少女の身体からだ。

　すがるように掴つかまれた腕うでから伝わってくる少女の震えに、ラウルは奥歯を噛かみしめた。

　──……って、なに弱気になってんだよっ、俺っっっ!?

　心の中で、少年は自分自身を叱しかりつける。こんなところで諦あきらめてどうすんだよっ!?　諦めていいのは、ありったけの知ち恵えを絞しぼって、壊こわれるまで身体を動かして、潰つぶれるまで声を張りあげて、やれることを全部やったその後だろっっっ!?

　約束したじゃねえか、こいつと……フィノと、絶対に勝とうって！

　──ふたたび、熱を取り戻もどしていく身体。

　ぎゅっと拳を握りしめたラウルが、思いきり声を張りあげた。




「いらっしゃいませっっっ！！！！！」




　ラウルの隣となりで、はっとしたように顔を上げる少女。

　アマダの行列に並ぶ人々の何人かがこちらを見やり……身体が爆ばく発はつしそうなくらいの力を込め、ラウルがありったけの想おもいを込めて叫さけぶ。




「メイド喫きつ茶さレオンも真向かいで営業中ですっ！　こちらはすぐにご案内出来ますっ!!」




　そんなラウルを、呆然としたように見つめて。

　……やがて、大きく息を吸った少女が、ラウルに続くように声をあげた。




「っ、よろしくお願いしますっ！」

「メイド喫茶レオン、よろしくお願いしますっ！！！！！」




　……すぐ隣に少女の体温を感じつつ、ラウルは心の中で「ごめんな」と呟く。

　もう、諦めたりしない。ぜったい、お前との約束守ってやるから、だからっ──！




「よろしくお願いしますっっっ！！！！！」

　声を張りあげ、全力で叫ぶラウル。

　──と。

「あの……」

　そんなラウルの肩かたを、不意に、誰かが叩たたいた。




　　　　＊　＊　＊




「お帰りなさいませ、ご主人さま」

「せ、セアラさんがネコミミーっっっ！！！！！」




　笑顔のセアラ店長に挨あい拶さつされたとたん、飛び上がらんばかりの勢いで叫ぶ少年シエル・スクリプト……セアラ店長の大ファンにして、アマダ王都本店の若手ナンバーワン社員。

「……やれやれ、これで、やっとひとり、かー……」

　いまにも昇しよう天てんしてしまいそうなシエルを眺ながめつつ、副店長が嘆たん息そくし……ラウルもつい、額を押さえた。

「……まさか、ここまでに来てくれた唯ゆい一いつのお客さんが、こいつだなんてっ……」

「やだなあ、最終戦争が起こっても来るって言ったじゃないですか」

　ラウルのぼやきを聞きつけたように、度の強そうな眼鏡を直しつつ胸を張るシエル。

「ぼくは約束は守る男です。約束を守ることは販はん売ばい員いんとしていちばん大事なことですから。まあ、この世に信しん頼らいより大事なものがあるとすれば、セアラさん以外にありませんが」

「は、はあ……」

「……まったく。ガキのくせにでけぇ口叩きやがって……」

　言葉を濁にごすラウルと、なんだか不ふ機き嫌げんそうに呟く副店長。

　……と。

「ふふっ、とっても素す晴ばらしい姿勢ですね」

　銀のお盆ぼんを片手に戻ってきたセアラ店長が、シエルの前で微笑みながら一礼する。

「お待たせしました、ご主人さま。こちら、私どもの手作りオムライスです。お口に合うか分かりませんが、どうぞ召めし上がってくださいね？」

「は、はいいいいっっっ！！！！！」

　セアラ店長の手で目の前に置かれた、つやつやしたオムライス。

　ぶるりと武む者しや震ぶるいしたシエルがフォークを握りしめ、オムライスへと刺し入れる。

「っ……お、おいしいっ……！」

　口に含ふくんだ瞬しゆん間かん、呆然とした顔で呟いて。

　飢うえたドラゴンみたいな勢いで、シエルがオムライスに食らいついた。

「な、なんですかっ、これっ……こんな美味しいオムライスっ、ぼく、初めて食べました……！　ご飯も美味しいしっ、具もたっぷりだしっ、味付けも最高だしっ、この卵がまた未体験の美う味まさでっ……もぐもぐっ、なんかこう、すごい愛情がこもってるって言うか？　もぐもぐっ、たしかにアマダの店はメニューは豊富ですけどもぐもぐっ、回転率と効率上げるために有名シェフ監修の業務用冷れい凍とう食しよく品ひん使ってますしっ、ここのオムライスとはほんとっ、比べものになりませんよっっっ！」

「ふふっ」

　称賛の言葉を並べつつ、夢中でオムライスと格かく闘とうするシエル。

　不意に、そんな少年のかたわらにかがみ込み……肌はだがぴりぴりするくらいまで顔を近づけたセアラ店長が、甘い声こわ音ねで囁ささやいた。




「ねえ、ご主人さま……アマダのお店のお話、もっと聞かせてくださいませんか……？」




　甘えるような上目づかいでシエルの顔を覗き込む、セアラ店長。

　豊かな栗くり色いろの髪から生えた白い猫ねこ耳みみが扇せん情じよう的に揺ゆれ、魅み惑わく的なヒップから伸のびた尻尾しつぽの先が、シエルの腕をそっとなぞり……、

「は、はいいいいっっっ！！！！！」

　その瞬間、びくっと背筋を伸ばしたシエルが、うわずった声で叫んだ。







「クーポン券の配布、ですか……」

「はいっ、二週間前から買い物した人の袋ふくろに入れてましたし、いまも外で配ってて……」

「あっ、店長、それ、さっき貰もらって来ました」

　思い出したように、懐ふところから取りだしたアマダのチラシを店長に渡わたすラウル。

　フルカラーのチラシに目を通した店長が、「うーん」とかわいらしく呻うなる。

「クーポン利用で、オムライスが２５０ゴールド。うちの半額より、さらに安いですね……ええと、シエルくんのお話だと、客席の数はうちと同じ五十席とのことだから……」

　愛用のマジックカルクを取り出し、なにやら難しげな顔でキーを叩くセアラ店長。

　……ややあって。

　ふさふさの尻尾を揺らして考えこんでいた店長が、口を開いた。

「やはり、薄はく利り多た売ばいでは、うちのお店に勝ち目はありませんね……。だいいち、すでに、かなりの差をつけられてしまってますし……」

「……っ」

　その瞬間、不安げに表情を曇くもらせるフィノ。

　左右から身を乗り出すようにして、ラウルとアイリが叫んだ。

「そ、そんなっ！　なんとかならないんですかっ！！？」

「店長、俺たち、なんでもしますっ……！！！」

　言い募つのる彼らの、ひどく真しん剣けんな面おも持もち。

　やがて、マジックカルクから顔を上げたセアラ店長が静かに呟いた。




「……こうなったら、こちらは、付加価値で勝負しましょう」

「「「「付加価値っ!?」」」」




　思わずオウム返しするスタッフたちに「ええ」、頷くセアラ店長。

「ラウルくんが見つけてくれた兄さんのレシピに、ハイパーキッチンアイテム研究所さんが提供してくださった魔ま法ほう炊すい飯はん器きの美お味いしいご飯、アイリさんの調理技術に、フィノちゃんが見つけてくれた『幻まぼろしのタマゴ』……みんなのお陰かげでわたしたちのオムライス、他ほかにない、ちょっぴりすごいものになったみたいですし、まずは、そこを押しましょう？」

「でも、それだけじゃっ……」

「もちろん、それだけじゃありません」

　ラウルの言葉に、セアラ店長が自信たっぷりに頷いてみせる。

「サービス、接客、オペレーション、雰ふん囲い気き、演出、ＰＲ……商品以外でわたしたちが提供できるすべてのことが付加価値になりますし、付加価値に納なつ得とくして戴いただければ、お客さんは必ず対価を払はらってくださるわ。……ふふっ、販売員としての腕の見せどころですね？」

　いたずらっぽく微笑ほほえみながら、店長が、周囲の壁かべへと視線を向ける。

「そうと決まれば、多少、オペレーションの変へん更こうが必要ですね。あとは……ええと、バイザーくん、ちょっと、お願いがあるんですけど……」

「へっ!?」

　店長に話しかけられたとたん、警けい戒かいしたように尻尾をそばだてる副店長。

　店長が耳元でなにか囁いたとたん、副店長が困ったように眉まゆ根ねを下げた。

「いや、まあ、たしかにおれ、マジヴィの構文書いてたし、光系は割と得意だけど……」

「魔力が必要な《魔法領域》の展開は、わたしがやります。……わたし、有効な《構文塊モジユール》を見つけたり、応用して新しいアイテムを作るのは得意だけど、勉強したわけじゃないから、バイザーくんみたいにちゃんとした構文は書けないの。……お願いします」

　おねだりするような、セアラ店長の視線。

　琥こ珀はく色いろの目でじっと見つめられた副店長が、やがて、根負けしたように頷いた。

「まあ、フィノ君のためだしなー……でも、正直、あんま期待すんなよー……」

「はい、期待はしません」

「え」

「ふふっ、冗じよう談だんです。……ありがとうございます、バイザーくん」

　天使みたいな笑顔を浮かべ、副店長にお礼を言うセアラ店長。　……と。

　店長がふと、かたわらの少女を見下ろした。

「……ところで、フィノちゃん。フィノちゃんは接客八大用語、暗唱できます？」

「えっ……できるけどっ……」

「ふふっ、じゃあ、ちょっとやってみてください」

「う、うんっ！」

　戸と惑まどうように頷いて、黒い耳を緊張したようにぴんと立てたフィノが暗唱し始める。

「ええと、いらっしゃいませっ、ありがとうございますっ、かしこまりましたっ……」




　──……あれ？

　とうとつなセアラ店長の言葉に、ふと、デジャヴを感じるラウル。




「少々お待ち下さいませっ、お待たせいたしましたっ、申し訳ございませんっ、恐おそれ入りますっ……」




　な、なんか……前にも、こういうことがあったような……って！




　不意に、はっと思い出して。

　思わず店長の顔を見やったラウルの前で、フィノが最後の言葉を口にした。

「失礼いたしましたっ……っ!?」




　少女が唱え終わったとたん、ぷつん、と、小さな音がして。

　次の瞬間、少女たちがまとっていたメイド服の縫ぬい目が一気に弾はじけた。




「っっっ！！！！？」

「えっ、ちょっ、や、やああああっっっ！！！！！」

　はらり、という擬ぎ音おんでも付けたくなるように、少女たちの身体からだから剥はがれて落ちていく余分な布地たち。

　たちまち、肩かたから胸むなもとにかけての肌が露あらわになり、清せい楚そなロングスカートはアマダを上まわるほど短くなって……頬ほおを真っ赤に染め、あわてて胸もとを押さえる少女たちを前に、ラウルは思わず額を押さえてしまう。……以前、ミスコンでラウルもやられたことがある、店長お得意の『接客八大用語キーワード』をスイッチに衣服の糸を解く例の細工だ。

「ふふっ、レオンオリジナルメイド服、バージョン２……ベースのデザインはアイリさんで、スカートはラウルくんの、袖そで回りはフィノちゃんの、胸回りはバイザーくんのメイド服をそれぞれ取りいれて、わたしがアレンジしてみたの」

　すっかり短くなったスカートをひるがえし、『アマダ王都本店対たい抗こう、メイド喫きつ茶さ運営ミーティング』と書かれたノートを取り出した店長が、尻尾を揺らしてウインクする。




「ここからが本番です。──さあ、おもてなしをはじめましょう？」




　　　　＊　＊　＊




　──紺こんのスーツに、愛用のバインダー。

　アマダのテントの中、油断なく周囲に目を配りつつ指示を出していたカレンはふと、店内の様子に違い和わ感かんを覚えて立ち止まる。




「……おかしい、ですね」




　お客さんはちゃんと入っているし、スタッフたちも余よ裕ゆうを持って動いている。すべて、滞とどこおりなく動いているのに……なにかが、変だ。

　原因を探さぐろうと、カレンは鋭するどい視線で店内を見み渡わたし、すぐに違和感の正体をつきとめる。

　おかしいのは、スタッフの動きだ。なんだか緩かん慢まんで、手持ちぶさたで……人員がだぶついているような。

　……どうして？

　腕うでの時計にちらと目を走らせ、カレンは僅わずかに目をすがめた。

　もうすぐ、昼時のピークタイムを迎むかえる。統計的手法で客数を計算したカレンは、このイベントでいちばん混むはずの時間帯を見み越こした人員を配置していた。しかし、それが余っているということは……つまり、予定していた数の客が、来ていないということ。

　……なんだか、イヤな予感を覚えて。

　足早にテントの外へと向かったカレンは、信じられない光景に目を瞠みはった。

「なっ……」




　つい先ほどまでレオンのテントがあった真向かいに、いつの間にか建っている一いつ軒けんの店。

　クリーム色の壁と橙だいだい色いろの屋根。単色のテントが並ぶイベント会場の中、その建物はただひとつだけ異い彩さいを放ち……、そこに、黒山の人だかりが出来ていた。




「おい、なんか、あそこの店、すごいらしいぜ？」

　呆ぼう然ぜんとたたずむカレンの前を通り過ぎていく、若い男たち。

「聞いた聞いた、３５００ゴールドのオムライスだって？」

「でも、すげえ珍めずらしい『幻まぼろしのタマゴ』とかいうやつを使ってるとかっ……」

「それって、こないだ『ウォッチの料理ショー』の特選素材になってたやつだろ？」

「３５００ゴールドもするなら、さぞかし美う味まいんだろうなあ」

「いや、マジで美味いし、料理の実演やメイドのショーとか、とにかくすごいって……」

「もう相当席が埋うまっちまってるらしいぞ。早く行かないと売り切れちまうってさ！」




「『幻のタマゴ』……？」

　……ようやく、我に返って。

　思わず呟つぶやいたカレンは、胸ポケットから取りだしたサングラスを素早く掛かけるなり、目の前の店へと向かった。







『えーっ、あの「ウォッチの料理ショー」で元勇者のウォッチ氏が絶賛していた「幻のタマゴ」を使ったハッピーオムライス！　当店にて大好評提供中ですー！　タマゴには限りがありますので、売り切れたらそこでおしまい！　この機会を逃のがせば、一生食べられないかもしれませんよーっ!?』

　魔法拡声器を片手に口上を述べる、なんだか少し疲つかれた顔をした赤毛男。

　と、店の中から出て来た黒くろ髪かみの少年が、マジックベルを鳴らしながら声を張りあげる。

「みなさま、たいへんお待たせいたしました！　ただいま十二時の回の入場を受けつけます！　十二時の回の券をお持ちのお客さま、こちらにお集まりください！」

『えーっ、なお、誠まことに申し訳ありませんが、券は十四時の回まで売り切れておりますーっ！　十五時以降の回の券をお求めのお客さまは、こちらにお並び下さいー！　なお、会場の都合上、三人以下の場合は相席となりますので、あらかじめご了りよう承しよう下さいー！』

「──どういうこと、ですか……？」

　……サングラスの奥の目をすがめ、呟くカレン。……と。

　十二時の回の券を片手にいそいそと入り口に向かう人々の中に、ふと、目を留めて。

　かつかつとハイヒールを鳴らして近づいたカレンが手を伸のばし、淡たん々たんと口を開いた。

「シエルさん、待って下さい」

「へっ……って、か、カレン副店長っ！！？」

　やわらかな金きん髪ぱつに、人の良さそうな顔立ちとやや個性的なファッション。仕事中は掛けていない眼鏡を掛けたアマダの若手社員は、とつぜん現れた上司の姿に目を白黒させる。

「ちょっと、そちら、お借りしますね」

「えっ……ってっっっ！！！！？」

　うむを言わさず、少年が握にぎりしめていた券を取りあげて。

　抗こう議ぎするような少年の声を無視し、カレンは喫茶レオンの入り口へと近づいた。

「っ……」

　……遠目にクリーム色の壁かべと橙の屋根に見えた店は、なんのことはない、それっぽい彩さい色しきが施ほどこされただけのいたってシンプルなテント。

　軽くつついたとたんに揺ゆらぐその色合いに、カレンはつい、独りごちてしまう。

「なるほど、擬ぎ態たいの《構文塊モジユール》、ですか……」

　──光の屈くつ折せつを操あやつり、アイテムの色を変える魔法構文マジツクプログラム。……なるほど、これなら、先ほどまで白かったテントが、さほど時間も掛けずに様変わりしていたのも頷うなずける。

「……さすがセアラさん、なかなか、やりますね……」

　淡々とした声で呟いて、カレンが、店の入り口をくぐった。







「お帰りなさいませっ、ご主人さま！」




　入店したとたん駆かけ寄ってくる、銀ぎん髪ぱつの小こ柄がらなメイド……今回の目的である少女の姿に、カレンはサングラスの下の目を僅かに揺るがせる。

「さあ、こちらへどうぞっ！」

　誇ほこらしげに言い放つ少女の髪の中からぴょこんと顔を出す、ぴんと尖とがった黒い耳。

　スカートから伸びた尻尾しつぽをぴょこぴょこ揺らしつつ、少女がにっこりと笑った。

「それでは、いまから料理をお作りしますので、こちらの席でお待ちくださいっ！」

　ぺこっと頭を下げ、とてとてと店の奥へと走って行く少女。

「……べつに、たいしたことありませんね」

　そんな少女の後ろ姿を見送りつつ、周囲を見渡したカレンは独りごちる。

「会場の備品のテーブルにクロスを掛けたり、花を飾かざったり、少しばかり小細工を労しても、安っぽさは隠かくしきれていませんし、なにより、人手が足りていなさそうな……」

　……と。

　不意に、店の中央部から、どよめくような声が聞こえた。




　長方形の店内の中央に設しつらえられた、アイランド状の調理スペース。

　そこに集まった三人のメイドたちが、周囲のお客さんに向かって頭を下げる。

「それでは、これから、ご主人さまのためにお料理、させていただきますねー？」

「ふははははっ、ご主人さま、見ててねっ！」

「よ、よろしくお願いしますっ……！」

　口々に言い放つなり、少女たちはそれぞれ、目の前の包丁をぎゅっと握りしめた。




「あの真ん中のふわふわした髪のメイドさんっ、めちゃめちゃ美人だし、丁てい寧ねいで優ゆう雅がな包丁づかい……うああ、お嫁よめさんにしてええええっ！」

「いやいや、スピードも美び貌ぼうも、金髪の子がいちばんヤバいだろっ？　大量の野菜があっという間に消えてく包丁さばき、目が離はなせないっ……」

「僕は、隅すみのちっちゃい銀髪の子がいいなっ……要領はよくないし、手つきもたどたどしいけど、なんか、一いつ生しよう懸けん命めいやってる姿がこう、クるっていうかっ……」




「さて、と」

　およそ五十人分。山のような野菜や肉を、三人がかりで瞬またたく間まに刻み終えるメイドたち。

　と、栗くり色いろの髪のメイドが、調理台の中央に置かれていた直径一メートル以上はある巨きよ大だいなフライパンの柄えを握りしめ、いたずらっぽく微笑ほほえんだ。

「えいっ！」

　かわいらしいかけ声とともに、巨大フライパンを片手で持ちあげる華きや奢しやなメイド。

　その瞬しゆん間かん、客席がわあっと沸わきあがる。

「ふふっ、『ハイパーキッチンアイテム研究所』さんの熱源内蔵セルフヒート型マジカルイオンコートフライパンには重力制せい御ぎよの《構文塊モジユール》が使われているから、こんなに大きくても軽々持てるし、ほんの一瞬で、最高４００度まで加熱できるんです」

　にこにこしながら説明し、お玉ですくいあげた油をフライパンへ流し入れる少女。

　じゅわっという気持ちのいい音を合図に、フライパンの少女が声をあげた。

「じゃあ、お願いしますっ」

「「はいっ！！！」」

　頷くなり、まな板の刻み野菜を次々にフライパンへ投入するふたりのメイドたち。

　フライパンの少女が鍋なべを大きくあおったとたん、色とりどりの野菜たちが宙を舞まって。

　見み惚とれるほど鮮あざやかな手さばきに、観客席から歓かん声せいがあがった。







「お待たせしました、ご主人さまっ！」

　魔法みたいなフライパンさばきと、踊おどるように軽かろやかなステップ。一人が皿を並べ、一人が鍋を振ふるい、一人が卵を割り……三人のメイドたちの鮮やかな連れん携けいプレイであっという間に仕上げられ、目の前に置かれたできたてのオムライス。

　レオンのロゴマークが書かれたオムライスを口にするなり、カレンがサングラスの下の目を丸くする。

「こ、これはっ……」

「ねえねえっ、美お味いしいっ？」

　カレンの正体も知らず、尻尾を揺らしながら親しげに訊たずねてくる銀髪メイド少女。

「べ、べつに、こんな……ものっ……」

　淡々とした口調で言いながら、カレンは夢中でフォークを動かした。

　……と。

「な、なんとっ……！」

　まるで勝負を挑いどむかのようにオムライスと睨にらみ合ったあと、もったいぶった手つきでフォークを口に運んだカレンの隣となりの老人が、不意に、かっと目を見開いて、

「ただ『幻のタマゴ』を使っただけではなく、ご飯そのもののとんでもない旨うま味みに、絶ぜつ妙みようの塩加減っ……むうっ、廉れん価かなヘキサチキンの肉が、どうしてこんなに芳ほう醇じゆんな味をっ……くっ、ハネインゲンの甘みと食感が、絶妙なバランスでっ……そして、隠し味に使われているのは、なんと、どくけしそうっ……!?　ああっ、この爺じいも童心に返るような懐なつかしき味……よもや、生きているうちに、このような味に巡めぐり会えるとはあああっっっ……！」

「は、はあ……？」

　感極きわまったように打ち震ふるえる相席のご老人に、つい、怪け訝げんな顔をしてしまうカレン。

　そんなカレンの耳に、ふと、周囲のどよめきが聞こえてくる。

「って、おい、見ろよっ!?　あの席のじいさんっ、まさかっ……」

「ああ、間ま違ちがいない！　今世紀最大の美食家、味あじ翁おきなさまだ！」

「ウソだろっ！　あの味翁さまが目を開かれるだなんて、美食界の一大事件だぞっ!?」

「いや、でも、それぐらい美味いよ、これっっっ！」

「なんかよく分からないけど、気に入ってくれてありがとう、ご主人さまっ！」

　なんだか有名人らしい老人にぺこりと頭を下げ、ふと、銀髪メイドが顔を上げる。

「……あっ、時間だっ！　ご主人さま、ちょっと行ってきますっ！」

　言い放つなり、銀髪メイドが、店の中央へとてとてと走っていった。




「お待たせいたしました、ご主人さま」

　配はい膳ぜんを終え、ふたたび、店の中央に集まる三人のメイドたち。

　栗色の髪のメイドが店内を見回し、よく通る声で言い放つ。

「それでは、これからハイパーメイドタイムのはじまりです」

「……は、ハイパーメイドタイム？」

　思わず、オウム返ししてしまうカレン。

　栗色の髪のメイドがふさふさした真っ白な尻尾を揺らし、にこにこしながら説明する。

「十二時の回は、十分間のメイド撮さつ影えい会です。カメラをお持ちのご主人さまは、時間いっぱいまで、お好きなだけ、わたしたちの写真を撮とって戴いただけます」

「ふふっ、カッコいい写真を頼たのむぞっ、ご主人さまっ！」

「～っ……」

　尻尾を振りながら笑顔で挨あい拶さつする銀髪メイドと、両耳と尻尾を萎しおれさせ、恥はずかしそうに縮ちぢこまる金髪メイド。
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　そんなふたりの前で、栗色の髪をしたメイドが口を開いた。

「それでは、ご主人さま、リクエストがありましたら、なんなりとお申し付けください」

「じゃあ、三人で、もっとくっついてっ！」

「ふふっ、かしこまりました」

　客席から飛んできた声を聞くなり、穏おだやかに微笑みながら銀髪メイドの腰こしに手を回し、同時に、金髪メイドの身体をやさしく抱だき寄せる栗色の髪のメイド少女。

　そのとたん、金髪メイド少女の尻尾がびくっと反応し……これ以上ないほど赤い顔をした金きん髪ぱつメイドが羞しゆう恥ちを堪こらえるようにくちびるを噛かみ、藍あい色いろの目を泳がせる。

「銀髪の子は、金髪さんの胸に腕うでをまわしてっ！」

「金髪メイドさん、もうちょっと上目づかいでっ！」

「ち、茶ちや髪ぱつのメイドさん、金髪の子を床ゆかに押し倒たおしてよっ！」

「そこに、銀髪メイドさんがこう、重なって……」

　熱気と興奮に満ちた人々の声。

　次し第だいにエスカレートしていく要求とともに、マジカメのフラッシュが絶え間なく光る。

「う、うちのメイドショーは、ワンステージ十万ゴールドも掛かかってるのに……お金を掛けずに、ここまでやるなんてっ……」

　能面のような顔をわずかに赤らめ、カレンが悔しげに独りごちた。







「お待たせしました！　ただいまから、十三時の回の入場をはじめます！」

『十七時の回はガチンコメイドプロレスー！　かわいいメイドたちが組んずほぐれつ、手に汗あせ握にぎる死し闘とうを繰くり広げます！　席は残り僅わずか、早い者勝ちですよーっ！』




「…………っ」

　店の前で呼び込みをするレオンのスタッフ。その言葉に、カレンは歯ぎしりしてしまう。




　……レオンの席数はアマダと同じ五十席。客単価が３５００ゴールド固定として、一回転で17万５０００ゴールド。イベントの終しゆう了りようは十八時だから、入れ替かえ回数は十二時から十七時までの六回。すべての券が売れたとして、１０５万ゴールドだ。

　対して、アマダの客単価は５００ゴールド。仮に一時間に三回転させて１５０人の客を捌さばくことが出来たとしても７万５０００ゴールド。十時から十八時までの八時間で、60万ゴールド。……集客のためのクーポン配布で客単価を下げすぎたのが、完全に裏目に出た。

　……さあ、どうする？　思わず、カレンは目をすがめてしまう。これは、完全なミスだ。正直、レオンにそこまでやれるはずがないとたかをくくっていた。

　レオン王都店でバイトしている銀ぎん髪ぱつ少女を手に入れること、それが、今回の命令だ。どんな手段を用いても、それだけは絶対に、果たさねばならない。

　そう、たとえ、どんな手段を用いても──。

「──カレン君、首しゆ尾びはいかがでしたか？」

　……と。

　不意に、背後から声を掛けられて。聞き覚えのある声にびくりとしたカレンは、動どう揺ようを押し隠かくすように振り返る。

「……その顔ですと、どうも、なにか不測の事態が起こったようですが」

「…………」

　すっかり黙だまり込んでしまうカレンの前で、男はわざとらしいため息をついた。

「仕方ありませんね……計画は、実行します。……あとは、わたくしに任せて下さい」




　　　　＊　＊　＊




「最さい優ゆう秀しゆう売上げは、マジックショップ・レオン王都店の『メイド喫きつ茶さレオン』です！」

「っ……」

　魔法構文マジツクプログラムが消去され、ふたたび白色に戻もどったテントの前で。

　会場中に響ひびき渡わたったその声を聞いたとたん、思いっきり尻尾しつぽを振ったかたわらの少女が、ラウルの腕に飛びついてくる。

「ラウルっっっ！！！！！」

「っ……」

　──腕に少女の体温を感じつつ、やがて、じわじわと胸の中に湧わき上がってくる実感。

　思わず視線を落としたとたん、腕に抱だきつくフィノと目が合って……蒼あおい目を細めた少女が、幸せそうに笑ってみせた。

　……と。

「ふふっ、おめでとう、フィノちゃん」

「まあ、一いつ生しよう懸けん命めい頑がん張ばった甲か斐いがあって良かったわ？」

「これで、明日あしたからも無事、フィノ君と一いつ緒しよに働けるなー……」

「わあっ！　店長っ！　アイリっ！　副店長っ！」

　ぱっとラウルから離はなれ、店長たちを見上げて尻尾を振りたぎるフィノ。

　そんな少女の様子を眺ながめつつ、ラウルの胸が、なんだかぎゅっとした。

『ここでなきゃ、いやなんだっ……このままここで、みんなと一緒にいたいよぉっ……』

　……ラウルの脳のう裏りを過よぎる、昨晩、少女が見せた涙なみだ。

　なんていうか…………ほんと、良かったな、フィノ。




　──思わず目を細めた、ラウルの視界に。

　不意に、なにか、黒いものが走った。




「なっ……！」

　視界を覆おおう、漆しつ黒こくの巨きよ大だいな影かげ。

　ぴんと尖とがった耳に、猫ねことも犬ともつかぬ骨格と、ぬめるような毛並み。

　血よりも赤い一いつ対ついの瞳ひとみが、まっすぐにフィノを見下ろして……。

「──フィノっっっ！！！！！」

　魔物の出現に、まだ会場内に残っていた人々の中から巻き起こる悲鳴。

　まるで竜りゆうに睨まれたハネウサギみたいに動けなくなっているフィノの腕を掴つかみ、ラウルは目の前の黒い獣けものを睨ねめつける。……いったいなんなんだっ、こいつはっ!?

　一見、ダークギガントウルフのように見えるけど、ギガントウルフの瞳は緑で燃えるような赤じゃない。そもそも、大きさが違うし、顔つきだって……変異種かっ!?

　でも、どうして、こんな街中に魔物がっ──っ!?




　その、瞬しゆん間かん。

　僅かに開かれた獣の口から、強い光がこぼれた。

「っ……！！！！？」

「フィノっ、伏ふせろっっっ！」




　ラウルの皮ひ膚ふを走る、ちりちりとした感覚。

　とっさにフィノの身体からだを突つき飛ばし、自分も地面へと逃のがれるラウル。

　それぞれ反対方向に転がったふたりの間を灼やくように、まばゆい光球が炸さく裂れつする。

　すさまじい音とともに揺ゆれる地面と、吹ふき飛ばされるテントの一部。

　ついさっきまで二人が立っていた部分に穿うがたれた大穴に、ラウルはまるで信じられないものを見るかのように目を瞬しばたたかせた。

　って、こんな魔法を使う魔物だなんて、聞いたこと──っ!?

　一瞬怯ひるんだラウルの目の前で、黒い獣が、大きく跳はねた。

「ら、ラウルっ……」

　ふたたび、フィノの前に降り立つ黒い獣。

　とっさに逃にげようとした少女の首をくわえるなり、獣がまた、高々と跳ちよう躍やくする。




「フィノ──っっっ！！！！！」




「っ、おいっ、女のコがさらわれたぞっっっ！！！！？」

「なんなんだ、あの黒い化け物っ!?」

　まだ設置されたままのテントを踏ふみ台に、ストリート沿いの建物の屋根へ飛ぶ黒い獣。獣の姿はたちまち、建物の向こうに消え……くそっっっ！

　きっと奥歯を噛みしめ、消えていった魔物を追おうとするラウル。

　……と。




「──おい、上っ!?」

　不意に、人混みからあがる金切り声。

　頭上を指す人々に釣つられたように顔を上げ、ラウルは目を疑ってしまう。




　──夕ゆう闇やみ迫せまる王都の空に、

　魔物たちの群れらしきものが迫っていた。








　第五章「フィノを奪うばわれた俺たちは力の限り戦いました」




　夕ゆう闇やみの空に翼を広げ、まだ模も擬ぎ店てんのテントが残るイベント会場へと次し第だいに近づいてくる魔ま物ものたち。

　漆黒の獣の襲しゆう来らいと、さらなる魔物たちの影……イベント会場はたちまちのうちにパニックに陥おちいった。ひしめく人々の悲鳴と恐きよう慌こうが交こう錯さくし、大通りは阿あ鼻び叫きよう喚かんに支配される。




『──みなさん、落ち着いて下さい』




　──そんな、混乱の渦うずの中、

　まるで天てん啓けいかなにかのように、淡たん々たんとした女性の声が響き渡った。

『周囲の会場警備員の指示に従って、速すみやかにアマダ王都本店にお逃げ下さい。当社の建物には魔物避よけの結界が張ってありますので、安全です』

　黒い髪かみに、紺こんのスーツ。先ほどまで売上げ発表が行われていたステージにいつの間にか立ち、マジックマイクを握にぎった女が冷静な口調で指示を出す。

　それと同時に、イベント会場を警備していたアマダの制服姿の警備員たちがてきぱきと、会場のすぐ前にあるアマダ王都本店に人々を誘ゆう導どうし始めた。




『みなさま、くれぐれも、落ち着いて、良識ある行動を。市民の皆みなさまを守るのが、我々アマダ・マジックの使命です──』




　　　　＊　＊　＊




「ラウルくん──！」

　──聞き覚えのある声とともに、ラウルの手に押しつけられる硬かたいもの。

　空へと迫る魔物たちを前に呆ぼう然ぜんとしていたラウルが我に返ると、いつの間にか目の前に立っていたセアラ店長が、黒い獣が消えていった方向を指した。

「一いつ般ぱんの方々はカッちゃん……アマダの副店長が避ひ難なんさせてくれたみたいだし、魔物の方はわたしとアイリさんでなんとかするわ。だから、ラウルくんは、フィノちゃんを……」

「って、これっ……！」

『いったいなにがあるか分かりませんから、いちおう剣けん、持ってきてくださいねー？』──今朝がた店長に言われて会場に持ち込み、そのままテントのバックヤードに置いていたラウルの剣と……一足の靴くつ。昨日、ダンジョンに挑いどむ前に店長が貸してくれた《飛とび靴ぐつ》──魔力を消費する代わりに魔人みたいな跳躍力を得ることができる、勇者が使う靴だ。

「でもっ、これがないと、店長が魔物と戦うのにっ……！」

「わたしの方は、大だい丈じよう夫ぶです」

　ラウルの声をさえぎるように、店長が首を振ふる。

「ラウルくん、フィノちゃんのこと、お願いします」

「っ……分かりましたっ。ありがとうございますっ！」

　真剣な口調で言い募つのる店長に頷うなずき返し、手早く靴を履はき替かえたラウルが細い革かわ紐ひもをぎゅっと締しめつけるなり、矢のように駆かけ出した。




　セアラ店長が剣帯ごと渡してくれた剣を腰こしにまきつけ、ラウルはテントの間を走る。

　黒い獣が消えたのは、西の方角──ヤツの目的は分からないけど、間に合ってくれ！




　ちょうど、アマダのテントの角を曲がって。……その瞬間。

　ラウルの頭上に、巨大な黒い影が差した。




「──っ!?」




　まさにいま、ラウルが追いかけていた例の黒い獣。

　しかし、先ほどまで口にくわえられていたはずの少女の姿はすでになく、ラウルは思わず肌はだを粟あわ立だたせる。……こいつ、フィノをいったい、どうしやがったっ!?

「このっ──！！！」

　──《起動ブート》っ！　抜ぬき放はなった剣の表面に魔法を走らせ、《飛靴》の力を借りたラウルは一気に獣へと斬きりかかる。……まずは、立ちはだかるこいつを倒さないと！

　怒いかりにまかせて剣を振るった瞬間、ラウルの両りよう腕うでに、重い手ごたえが響ひびいた。

　──けれども。

「って、なんなんだよっ、こいつっ──っ!?」

　……たしかに、致ち命めい傷しようを与あたえたはずだったのに。まったくダメージを受けていないかのように、獣が爪つめを振りかざす。

　刹せつ那な、前まえ脚あしから繰くりだされる攻こう撃げきを危あやうく避よけつつ、すでに塞ふさがりつつある獣の傷きず痕あとに気づいたラウルは戦せん慄りつした。

　……こいつの再生力、いったいどうなってるんだっ!?

「──《出力上昇レイズ》、５０００Ａアンペイルっっっ！」

　舌打ちとともに、剣の出力を一気に最大まで引き上げるラウル。分厚い鋼鉄でもコンクリでも切り裂さくことができる、ラウル最大の必ひつ殺さつ技わざだ。

　魔力で青白く燃える剣を振りあげ、獣へ突とつ進しんするラウル。

　しかし、後ろ脚で地面を蹴けった獣が、ラウルの背後へ跳とんだ。

「っっっ!?」

　あわてて振り返り、そのまま剣を突き出すラウル。しかし、まるでラウルを翻ほん弄ろうするかのように、黒い獣は身軽に剣をかわす。

　なんども空から振ぶりするたびに、テントの骨組みを切り裂き、路面をえぐる剣。なかなか当たらぬ攻撃に、ラウルは焦しよう燥そうした。

　５０００Ａアンペイルの最大出力が持つのは、せいぜい一分半。しかも、獣の動きについていくために《飛靴》を使うたび、体重を相そう殺さいするため大量の魔力が消費される。……魔力を使い切れば、勝ち目はない！

「くそっ……！」

　集中しろ、と、ラウルは自分に言い聞かせる。

　焦あせるな、落ち着いて、タイミングを見み極きわめて……この一撃で確実に、仕留めてやる！




　深呼吸とともに《飛靴》のスイッチを入れ、一気に突進するラウル。

　……しかし。

「っ、ちくしょうっっっ！！！」

　またもや、あと少しというところでかわされてしまうラウルの切っ先。

　剣を避けて地面に降り立った獣けものの口がまた、まばゆく光り始めた。

「っっっ！！？」

　直後、獣が放った光球に吹き飛ばされるアマダの分厚いビロードのテント。

　剥むき出しになった骨組みがひっくり返り、ラウルの髪が爆ばく風ふうになぶられ……そして。

「っ……」

　手の中でみるみるうちに光を弱めていく剣に、ラウルは奥歯を噛かむ。……どうやらラウルの魔力は、魔法剣が維い持じできる限界を超こえてしまったらしい。くそっ、フィノを助けなきゃいけないってのにっ、こんなところでっ……！




「──少年、これを使えっ！」




　不意に背後から聞こえてくる、若い男の声。

　同時に投げつけられた漆しつ黒こくの球を受け取り、ラウルは思わず目を丸くする。……って、これ、アマダの《魔ま力りよく球きゆう》だ！

　一いつ瞬しゆん、迷ったものの、背に腹は代えられない。

　スイッチを入れたとたんに流れ込んでくる、《魔力球》の魔力。

　ふたたび光を取り戻もどした剣を構え、ラウルはふっと目をすがめた。

　──……チャンスは、あと一度だけ！

　目の前の獣を見み据すえ、ラウルが息を止める。……くそっ、集中するんだっ！

　唸うなり声とともに、ラウル目掛けて振り下ろされる獣の前脚。




　……その、瞬しゆん間かん。

　振り下ろされた獣の前脚を思いきり踏みつけ、ラウルは獣の身体からだを駆け上がった。




　──っ？

　不意に、ラウルの視界の端はしできらりと光る小さな塊かたまり。

　獣の首に埋うめ込まれたそれを目にした瞬間、ラウルは息を飲む。まさか、こいつっ……！

　身体に乗られ、あわてたようにラウルを振り落とそうとする獣。

　──しかし、それよりも早く。

　獣の頭上へと登り詰つめたラウルが、その脳天に剣を叩たたき込んだ。




　　　　＊　＊　＊




《終了ジエンド》という呟つぶやきで魔法回路サーキツトを消去し、崩くずれ落ちた獣の頭から飛び降りて。

　先ほど自分に《魔力球》を投げた男の顔を確かく認にんしたとたん、ラウルは思わず目を瞠みはる。

「って、お前はっ……」

「ふっふっふっ……」

　少年の前で、数人の男を率いたはしばみ色の髪の男が鷹おう揚ように笑った。

「名乗るほどの者でもないが……アマダ王都本店新店長、クラウド・パトリックだ」

「っ……」

　面おもてに警けい戒かいの色を浮うかべ、ラウルは目の前の男──アマダのクラウド店長を睨ねめつける。

　……たったいま、ラウルが獣の背中で見たもの。獣の首に埋め込まれていた、ラウルがクラウド店長に渡わたされたものと同じ《魔力球》……魔力を蓄たくわえることができるこのアイテムは、まだ市場には出回っていないアマダのＰＢ商品だ。

　つまり、あの獣はアマダによって作られたものであり、今回の事件の陰かげで糸を引いているのはおそらく、アマダの店長である、この男の──！

「……と、どうも見覚えがあると思ったら、君は弱小マジックショップの少年じゃないか！　いやあ、メイド喫きつ茶さ対決では、まんまとやられたよ！　うちの店に勝つなんて、たいした弱小マジックショップだな！」

　……けれども。

　思いきり敵意を込こめて睨にらみつけるラウルの肩かたを親しげに叩き、アマダの店長はあっけらかんと笑ってみせる。

「しかし、さっきの黒いヤツを倒たおした君の最後のあれ、見事な一撃だったぞ！　君、世が世なら勇者レベルの逸いつ材ざいだな！　グッジョブだ、弱小マジックショップの少年っ！」

　ラウルに向かってビシッと親指を立て、あっさりときびすを返すアマダの店長。

　……って、あれっ！

「ちょっ、ど、どこへっ……」

「……はぁ？」

　……てっきり黒幕かと思ったアマダの店長は、そんなラウルの問いに怪け訝げんな顔をするなり、ひょいと頭上を指す。

「そんなの、決まってるだろう。あの魔ま物もの連中を倒すんだ！」

「って……」

　そのとたん、魔物たちのことを思い出したラウルは空を見上げ、そのまま言葉を失った。

　……さっきよりも、さらに濃こくなっている魔物の群れ。

　まるで着陸の隙すきをうかがうかのように、魔物たちは王都の空を覆っている……と。

「ほれ、少年、後ろ」

「へ……っっっ！！！！？」

　ちょいちょいと手を振られ、思わず振り向いたラウルの目と鼻の先で威い嚇かくするように羽を広げる、体長二メートルほどのマカイキバコウモリ。

　長さ五十センチはありそうな牙きばを反射的に剣けんで弾はじき、心臓を貫つらぬいたラウルが思わず声をうわずらせた。

「えっ……ちょっ……」

「なるほどなあ」

　ラウルが倒した巨きよ大だいコウモリを飄ひよう々ひようとした顔で見下ろし、その羽をつま先でつつきながら独りごちるクラウド店長。

「こいつも、あくまで羽を怪け我がして落ちてきた個体か……やはり、基本的には、ヤツらに下に降りてくる気はないらしいな」

「ど、どういうことですかっ!?」

　思わず訊たずねるラウルの前で、肩をすくめたクラウド店長が空を指す。

「たぶん、王都上空に、魔物を引き寄せるなにかがあるんだよ。どうせ、いまが旬しゆんなすげえ美う味まい魔虫の群れかなんかでもいるんだろう。まったく、人ひと騒さわがせな話だな」

「は、はあ……」

「まあ、でも、連中にいつまでも頭上にいられてもぞっとしないし、こいつみたいに落ちてきて人を襲おそうやつもいるし、無視はできないな……おーい、みんな、俺に続け！」

「はっ！」

　片手を上げたアマダの店長の後に続く、青い制服を着たアマダの警備員たち。

　屈くつ強きようそうな男たちの手には、ケーブルに繋つながれた大たい砲ほうみたいな武器が握にぎられている。

「俺は強くないけど、部下たちはけっこう強いんだ。ほら、ちょっと見せてやりなさい」

「はっ！」

　クラウドの指示に従い、手にした武器を空へと向ける警備員たち。

　彼らが引き金を引いたとたん、雷らい鳴めいのような音とともにまばゆい光が夕ゆう闇やみを裂き、

　やがて、黒くろ焦こげになった魔物の死体が次々と、ラウルたちの前に落ちてきた。

「なっ……」

「《魔力砲バイル・フアイア》……どうだ、すごいだろう？」

　目を丸くするラウルを見やり、得意げな顔をするクラウド店長。

　……ややあって、ラウルは思わずツッコんだ。

「って、いやっ、これっ、どう考えても非合法ですよねっ!?　明らかな違い法ほうアイテムですよねっ!?　違法アイテムっていうか、むしろ兵器ですよねっっっ!?」

「だが、こうしてカレンがくれた武器があるのだから、俺たちが戦うしかないだろう？」

「へっ……」

「法律より、いまは市民の安全を守るのが最優先だし、結果を出せばめちゃめちゃ怒おこられることもないだろう！　それに、必要なら金でもみ消せばいいことだしな！」

「は、はあ……」

　馬ば鹿かなんだか大物なんだか分からないが、とにかく裏表のなさそうなクラウドの言葉に、ふと、ラウルの脳のう裏りを過よぎる考えがある。……なるほどな。と、ラウルは心の中で呟いた。店長このひとは、ほんとになにも知らないのかもしれない。……それなら！




『魔物の方はわたしとアイリさんでなんとかするわ。だから、ラウルくんは、フィノちゃんを……』

　……ラウルの耳に甦よみがえる、店長の声。

　ぎゅっと拳こぶしを握りしめ、クラウド一行に背を向けたラウルは、ふたたび駆かけ出した。

　なによりまず、いまは、フィノを追うのが先決だ。それに──。

　もしも、ラウルの考え通り、この事件の裏にアマダが絡からんでるなら……一刻も早く、フィノを取り返さないと！




　例の獣がいちばん最初に登った建物へ狙ねらいを定め、ラウルは《飛靴》を起動させる。

　二階のベランダと四階の窓を足場に、目的の建物の屋上へと軽かろやかに降りたって。ラウルはそのまま、ぐるりと周囲を見み渡わたした。

　あの獣は、ここからいったいどこへ跳とんだんだ？

　そして、いったいどこにフィノを──。




「っ……」

　──ふと、ラウルは目をすがめた。

　相変わらず、王都上空を渦うず巻まく魔物の群れ。暮れかけた日のせいで地上からではよく分からなかったものの、その動きにはどうも、法則性のようなものがあるようで……。

　巨大な渦の、ちょうど中心部分。その真下に位置する目の前の建物に気づいたとたん、ラウルは奥歯を噛みしめる。

　まるで宮きゆう殿でんみたいな石造りの建物──アマダ王都本店を睨みつけ、また《飛靴》を発動させたラウルが、屋上の縁ふちを思いきり蹴け飛とばした。




　　　　＊　＊　＊




　空を覆う魔物たちを見上げ、アマダ王都本店副店長カレンは嘆たん息そくする。

　いまやほぼ無人となった周囲のイベント会場。一いつ般ぱん人はすでに避ひ難なんさせ、残っているのはうちの馬鹿ボン──もとい、クラウド店長と、彼が率いる武装警備員だけ。

　次々に《魔力砲バイル・フアイア》を放っては、空を覆う魔物たちを駆く除じよしていくアマダの警備員たち。急所を外して落ちてきた息がある魔物たちも、小型の魔法兵器で次々と焼き払はらわれていく。

「……ここまで計画通り、ですか」

　アマダ社員たちのめまぐるしい活かつ躍やくを見ながら、無表情で独りごちるカレン。

　……と。

　不意に、視界の端はしに映る、イレギュラーな影。

　それに目を留めたとたん、はっと息を飲んだカレンが駆け出した。







「セアラさんっ！」

　息せき切って駆けつけて。カレンが声を掛かけたとたん、顔を向けた栗くり色いろの髪かみの少女がほっとしたような表情を浮かべた。

「カッちゃん！　良かった、怪我はないっ？」

「貴女あなた、こんなところでなにをやってるんですかっ!?」

　とても信じられないといった風に、アマダ王都本店を指したカレンが強い口調で命じる。

「見れば分かるでしょう!?　ここは危険なんです！　早く避難して下さい！　それとも、アマダに逃にげるのは、抵てい抗こうがあるとでもっ……」

「……カッちゃん、一般人の方々を、アマダに避難させてくれてありがとう」

「なっ……」

　……セアラが口にした言葉に、僅わずかに目を丸くするカレン。

　そんなカレンに微笑ほほえみかけ、セアラが言葉を続けた。

「カッちゃんの判断のお陰かげで、たくさんの人が救われたわ。……ふふっ、やっぱり、カッちゃんは冷静で、すごい人ですね」

「っ……」

　まっすぐなセアラの言葉にくちびるを噛かみ、いらだちを滲にじませたカレンが声を荒あらげる。

「いいから早く避難して下さいと言ってるんです！　魔物たちの中には危険度Ｓクラスのものだっているんですよ？　正直、貴女がたがいると、邪じや魔まで……」

「っ、危ないっ！！！！！」

　──不意に、カレンの視界を覆うセアラのメイド服。

　揉もみ合ったままアスファルトの上に転がって。そんなふたりのすぐ頭の上を、いつの間にか傍そばにせまっていたカマキリみたいな魔物の鎌かまが薙ないだ。

「ひっ……！」

「カッちゃん、じっとしててっ……！」

　カレンを背中にかばいつつ、橙だいだい色いろのマジックカルクに指を走らせるセアラ。

　複雑な数式を叩たたき込んだあと、セアラの指が、『＝』のキーに触ふれる。

「《等号エクアル》──っ！」

　その瞬しゆん間かん、まばゆい光こう芒ぼうとともに弾はじけ飛ぶ魔ま物ものの腹。

　あっけにとられるカレンの前で、セアラが苦痛混じりに微笑んだ。

「っ……カッちゃん、大だい丈じよう夫ぶっ……？」

「って、セアラさんっ、貴女、そのひざと手っ……」

　……カレンをかばったとき、はずみで大通りのアスファルトに擦こすりつけてしまったのだろう。ひざと手のひらの痛々しい傷に、カレンがぎゅっとくちびるを噛む。

「どうしてっ……」

　……思わず、カレンの口から洩もれる言葉。

「どうしてっ、貴女はそうなんですかっ……！　私は貴女のことを嫌きらっているのにっ！　さんざんひどいことしてきたのにっ！　貴女の大事なものを奪うばおうとしたのにっ！」

「……それは、わたしがカッちゃんのこと、大好きだからです」

　まるで当然のように言いながら、セアラがふふっと笑ってみせた。

「わたしのことを避難させようとしてくれて、ありがとう。でも、わたしはここで、わたしにできることをしてるから大丈夫です。だから……カッちゃんは、カッちゃんにできることを、してください」

「っ……」

　……その、言葉に。

　カレンの瞳ひとみが、僅かに揺ゆらいだ。




　　　　＊　＊　＊




「っ…………」

　頭のすぐ上、手を伸のばせば届きそうな位置に群れ集まる、大小さまざまな魔物たち。

　アマダの屋上に立っていた男は、とつぜん降り立ったラウルの姿を目にしたとたん、驚おどろいたように目を瞠みはる。

　漆しつ黒こくの髪に、漆黒の瞳──忘れようにも忘れられないその男の顔を目にしたとたん、ラウルが拳こぶしを握りしめた。

「お前は──っ！」

「……よく、ここが分かりましたね」

　落ち着いた声こわ音ねで言いながら、ラウルへ向き直ったのは、クアン・セグメント──からす色の目と髪をした長身の、アマダ王都本店前店長。

　そのとたん、男の背後に隠かくれていたものが、ラウルの目の前に晒さらされる。




「──フィノっ！」

　かつて《魔力球》の工場でフィノの魔力を奪おうとした、クアンのグロテスクな機械。その小型版のような機械に繋つながれ、魔人の少女は眠ねむったように静かに目を閉じている。

「安心してください。急激に魔力を出力し、意識ブレーカーが落ちているだけです。《魔力砲バイル・フアイア》は、かなり高Ａアンペイルのアイテムですからね」

《魔力砲バイル・フアイア》……下で、アマダの警備員たちが使ってたケーブル付きの兵器を思い出し、ラウルは思わず怖おぞ気けだつ。あのケーブルの先はここに繋がってて……魔物を焼き殺してたあの光は、フィノの魔力だったのかっ！

　……半分取れかけた獣けもの耳みみが生えた銀の髪と、真っ白な肌はだ。細い首には銀のリングが嵌はめられ、破れたメイド服の胸むなもとにはケーブルが挿ささり、スカートに貼はりついたままの尻尾しつぽは、力なく垂れている。

　脇わき目めもふらず少女に駆け寄りたくなる気持ちを、ラウルは必死に押さえつけた。ヘタに動いて、フィノを危険に晒すわけにはいかない。

　目の眩くらむような怒いかりを堪こらえ、押し殺したような声でラウルが訊たずねる。

「やっぱり、お前らの仕し業わざかよっ……」

「……さて、どういうことでしょう？」

「ふざけんなっっっ！！！」

　わざとらしくとぼける男の前で、魔物がひしめく頭上を指したラウルが声を荒げた。

「フィノをさらったのも、こうやって王都の空に魔物を呼んだのも、ぜんぶ、アマダの仕業なんだろっ！！？」

　……イメージ回復のためだというアマダのチャリティイベント協賛。とつぜん現れた魔物と、まるでそれを予測していたかのように組織だった動きを見せるアマダ。さらわれたフィノと、フィノの魔力を使うことが前提の、クアン前店長の新兵器──！

「お前らが協賛してるチャリティイベントに魔物を呼び寄せ、自分たちで倒たおすことでイメージ回復を狙ねらう自作自演の作戦っ……フィノを手に入れようとしてたのは、ご自じ慢まんの《魔力砲バイル・フアイア》を使うためか！！？」

　たっぷりと厭いや味みを含ふくませたラウルの言葉。

　……ややあって。

「……少し、違ちがいますね」

　うっすらと笑みを浮うかべ、クアンが小さくかぶりを振ふった。

「今回のことは、すべて、わたくしの個人的な計画です」

　言いながら、機械に繋がれたフィノを一いち瞥べつしたアマダの前店長が、静かに嘆たん息そくする。

「本来ならば、この少女は、二週間前に手に入れているはずだったのですが……新店長クラウドがメイド喫きつ茶さなどというくだらないことを言いだしたお陰で、当初の計画にかなり支障をきたすことになってしまいました。欲よくを言えば《魔力獣バイル・ビースト》は、まだ、大事に育てておきたかったのですが」

「《魔力獣バイル・ビースト》っ……？」

「魔法理プロテクトに阻はばまれ、決して書き換かえることは出来ないとされてきた生きた生物の《生体構文バイオ・プログラム》。それを書き換える方法を、わたくしたちは発見したのです」

「なっ……」

　思わず目を瞠るラウルの前で、どこか得意げに続ける男。

「この技術さえあれば、熱や光といったさまざまな《構文塊モジユール》を組み込んだ生物兵器を作ることが可能になります。いずれは《生体構文バイオ・プログラム》を書き換えた人間の兵士も現れるでしょう。──これは、《魔力球》に継つぐ、画期的な発明エポツクメーキングですよ」

「お前らっ……どうして、そこまでして兵器を作ろうとするんだっ！！？」

「どうして、と言われましても……」

　ラウルの問いに微笑みを浮かべ、クアンが言い放った。

「より優すぐれたもの、より強いものを作ってみたくなるのが、人の性さがではありませんか？　わたくしは、わたくしたちがいったいどこまで力を持つことができるか、その可能性を試ためしたいのですよ」

　……くそっ。思わず、ラウルは胸中で吐はき捨すてる。ただ話しているように見えるクアンだが、まったく隙すきが見当たらない。……それに。

　アマダ王都本店前店長こと、クアン・セグメント。……いや、おそらくは、勇者クアッド──通つう称しよう《鋼こう索さくの勇者》。第１２２回の合格者で、導電性ワイヤーに魔法回路サーキツトを組んで操あやつる戦せん闘とう技術に定評があった勇者だ。不意打ちや奇き襲しゆうといった逸いつ話わには事欠かず、考えてみれば前回の時も、ケーブルを操り、フィノを攻こう撃げきして……。

　……先ほどの戦いで、ラウルは魔力の大半を使い尽つくしていた。残っているのは、クラウド店長の《魔力球》から得たほんの僅かな魔力だけ。……この状態でいったい、どうすれば、歴戦の元勇者からフィノを助けられるっ？




「──フィノを解放しろ！」

　時間を稼かせぐように、目の前の男に向けて剣けんを突つき出したラウルが言い放つ。

「今日の勝負で勝てば、フィノを諦あきらめる約束だろ!?　お前らは約束を破るのかっ!?」

「クラウド店長の約束は、わたくしとは、関係がありません」

　……案の定、あきれたように、クアンは頭を振る。

「それに、彼女が持つ唯ゆい一いつ無二の力は本当に素す晴ばらしい。わたくしは、彼女の力を思う存分に活用してみたい。そのためにも、そこで眠る彼女が、わたくしには必要なのです」

「……なにが必要だよっっっ！」

　つい、煽あおっていることも忘れ、ラウルは声を荒あらげた。

「こいつのことをたんなる魔力源だとしか思ってないお前らに、フィノのなにが分かるって言うんだっっっ!?」

　……クアンの後ろでケーブルを挿され、死んだように眠る少女。

　そんな少女を見み据すえ、ラウルはさらに声を張りあげる。

「いいかっ！　こいつはっ、フィノは、俺たちにとってっ……っ!?」




　ぴょこん。

　──と。

　……不意に、機械からはみ出したフィノの尻尾が、小さく揺れた気がして。

　思わず息を飲んだラウルは動揺を押おし隠かくし、はやる気持ちを抑おさえて続きを口にする。




「ああ、そうだっ！　俺たちスタッフにとっても、お客さんにとっても、レオン王都店にはぜったい、フィノが必要なんだっ！　──フィノっ！　俺たちはみんな、お前のことが大好きなんだぞっっっ！！！」




　ラウルの言葉を聞いた瞬間、うれしさを堪えきれないように揺れるフィノの尻尾。

　……間違いない、ラウルは確信する。

　フィノが目を覚ました。ということはっ……！




「──フィノっ！！！」




　クアンのすぐ背後に位置する少女へと、ラウルは思いきり叫さけぶ。

「お前のケーブル、そいつに返してやれっ！！！！！」

「了りよう解かいっっっ！！！」




　その、瞬しゆん間かん。

　ぱっちりと目を開けた少女が、胸からちぎり取ったケーブルをクアンの首へ押しつけた。




「っ……！」

　次の瞬間、すかさず飛び退すさるクアン。さすがは元勇者だけあって、不意をついたフィノの攻撃もあっけなくかわされてしまう。……けど、それは折り込み済みだ。




　残りの魔力を、ありったけ込こめて。

《飛靴》を発動させたラウルが一瞬にして間合いを詰つめ、フィノの反撃で注意を逸そらしていたクアンの喉のどへと剣を突きつけた。







「っ…………」

　ラウルに剣を突きつけられ、僅わずかに目をすがめるクアン。

　フィノを背中にかばいつつ、クアンの皮ひ膚ふに剣先を押し当てたラウルが口を開く。

「……お前らが王都に呼んだ魔ま物ものたちを、すぐに追い払はらえっ！」

　フィノがケーブルから逃のがれたいま、下で魔物たちと戦うアマダの警備員たちの武器は使えなくなってるはずだ。……セアラ店長や『オールＡ』たちは無事だろうか。街の人々に、被ひ害がいは出ていないだろうか。

　こうしている間にも、魔物たちは数を増やし……焦あせったように、ラウルは声を荒げた。

「おいっ！　いい加減諦めろよっ！　お前らの計画は失敗したんだ！　だからっ……」

「魔物を追い払うのは、無理な相談です」

　ラウルに剣を突きつけられたまま、クアンが横目でフィノを見やり、




「──なぜなら、魔物を呼んでいるのは、彼女なのですから」




「えっ……」

　そのとたん、蒼い目を丸くしたフィノの前で、クアンが言葉を続けた。

「彼女の首に嵌めさせて戴いただいたリングは、魔物を呼ぶアイテム……勇者が鍛たん錬れんの際に使うマジックアイテムの強化版です。いまはこの屋上の結界でかなりセーブが掛かっていますが、彼女の魔力なら本来、半径数百キロメートルの魔物をすべて呼び寄せるでしょう」

「って、お前っ！　なんてものをっ……！」

　思わず、剣に力を込めるラウル。……しかし。

　次の瞬間、ラウルの手から、剣の柄つかがすり抜ぬけた。

「っ!?」

　……いつの間にか、ラウルの剣の表面に幾いく重えにも張りめぐらされた金属の糸。

　剣を奪うばわれて注意を逸らした瞬間。腹部に走った鈍どん痛つうに、ラウルは思わず咳せき込んだ。

「っ、かはっ……！」

「ラウルっっっ！！？」

　すっかりあわてたように、悶もん絶ぜつするラウルに寄り添そうフィノ。

　鋼索を操って剣を奪い取り、動どう揺ようするラウルのみぞおちに拳こぶしを打ち込んだ男は、そんなふたりを醒さめた目で見下ろした。

「──そのリングは、もう、二度と外すことはできません」

「なっ……」

　腹を押さえたまま呻うめくラウルの前で、空を指して言葉を続けるクアン。

「ただし、わたくしどもが開発し、アマダ王都本店に施ほどこした特とく殊しゆな結界なら、リングの効果を無力化できます。つまり……この魔物たちを追い払いたければ、彼女は命を絶つか……一生、結界が施されたアマダの建物の中で暮らすしかないということです」

　その瞬間、蒼い目を瞬まばたかせたフィノの前で、きびすを返すクアン。

　悠ゆう々ゆうと歩く男が向かう先には、屋上への出入り口となる小さな扉とびらがあり……くそっ！

　身体からだが軋きしむような痛みを堪こらえて立ち上がり、ラウルは必死にクアンを追おうとする。しかし、男の手はすでにノブへと伸のばされておりっ……くそっ！　また、こいつを逃にがしちまうのかよっ……!?

　……と。

　扉を開けた男が、ふと、立ち止まった。




「おや、カレン君。どうして、ここに……」

「──クアン店長」

　──相変わらずの無表情と、淡たん々たんとした声。

　クアンが開けた扉の向こうに立っていたカレン副店長が、後ろ手にしていたなにかを取り出すなり、目の前の男の顔に突きつける。




「──っっっ！！！！？」




　瞬間、顔を押さえ、屋上の床に転がるクアン前店長。

　……足元に倒たおれた元上司を見下ろし、『痴ち漢かん撃げき退たい用マジカルスプレー』を手にしたカレンがバインダーを抱かかえたまま、淡あわいルージュの引かれたくちびるを動かした。

「……申し訳ありません。私は王都本店の店長だった貴方あなたの手しゆ腕わんを尊敬していましたし、部下として貴方に一生ついていく覚かく悟ごをしていました。しかし、いくらアマダのためとはいえ、今回の件は、私には耐たえられません」

「っ……カレン君、あ……なたっ……裏切るのですかっ……？」

「ええ」

　カレンのスプレーの一撃で半ば麻ま痺ひした顔を上げて問うクアンに、頷うなずくカレン。

「貴方の不ふ穏おんな計画に薄うす々うす気づいていながら、全すべては貴方がアマダを思うゆえのことだと信じ、決断が遅おくれたことが悔くやまれます」

「……っ、まあ、好きにしなさい。ただ……」

　苦しげな呼吸の下で、クアンが笑った。

「……わたくしを捕つかまえても、無む駄だだと思いますよ？」

「なっ!?」

　──刹せつ那な、クアンの袖そで口ぐちに走る光。

　最後の力を振ふり絞しぼるようにしてクアンが飛ばした鋼こう索さくが、まっすぐフィノへと伸びる。




「っ──！！！！！」




　フィノの身体をかすめるように伸び、屋上の端はしに配された石版を破は壊かいする鋼索。

　くつくつと含ふくみ笑いをしつつ、クアンが言い放った。

「屋上の結界を解除しました。……さあ、早めに決断しなければ、王都が大変なことになりますよ？」




　──クアンが言い放った、その瞬間。

　空に集つどっていた無数の魔物たちがフィノ目め掛がけ、いっせいに襲おそいかかった。




　　　　＊　＊　＊




「くそっ……！」

　まるで炎ほのおにでも巻かれたように、身体中を包む熱い痛み。

　鉛なまりのように重い右みぎ腕うでと、痺しびれたように感覚のない肩かた。頭の奥が疲ひ労ろうで疼うずき、破れそうな肺がしきりに、酸素と休息を求めている。

　そんな苦痛の中、左手でしっかり握にぎったフィノの手のひらだけがただ、ラウルの気力を支えていた。




　──屋上の結界が解かれたあと、いっせいにフィノへと群がってきた魔物たち。

　すかさずフィノと手を繋つないで魔力を共有したラウルは、それからずっと戦い続けていた。

　まるで花に惹ひかれる蜂はちのように、フィノを目指して次々と舞まい降りてくる魔物たち。

　その鋭するどい爪つめや牙きばをかわし、なぎ払い、斬きり捨てて、けれども、新たな魔物たちがすぐ、フィノの元に集まってくる。

　魔物の群れが途と切ぎれる僅かな隙すきを見計らっては、ラウルはいくどとなく、フィノの首に嵌はめられた魔物を呼ぶリングを壊こわそうと試みた。

　しかし、ラウルがいくら全力の魔ま法ほう剣けんをぶつけても、フィノ自身の魔力でプロテクトされた起動中のリングはびくともしない。




「……くそっ、なんでっ、なんで外れねえんだよっ！！！」




　肉体的疲労と精神的疲労で理性が麻痺したように、いらだちのまま叫ぶラウル。腹の底から、爆ばく発はつしそうなくらいの怒いかりと悔くやし涙なみだがあふれてくる。

　……また、魔物の気配を感じ。ラウルはまるで人形のように剣を振り上げた。

「っ…………くそっ！　くそっ！！！」

「ラウルっ……」

　──不意に、なにかあたたかいものに包まれるラウルの身体。

　背せ伸のびするようにラウルを抱だきしめたフィノが、必死な声音で言い募つのる。

「もういいよ、ラウルっ……もう、いいよっ……」

「フィノっ……！」

　……ラウルと一いつ緒しよに魔物たちに襲われ続け、同じように傷だらけになった顔。

　まっすぐこちらを見上げてくる少女の瞳ひとみを目にしたとたん、ラウルの心がざわめいた。

「もういい、って、お前っ、アマダにっ……」

「ううん」

　ラウルを見上げたフィノは、きっぱりと首を振って、

「アマダには行かない。……オレ様、魔界に帰るよ」

　その言葉を聞いたとたん、ラウルは言葉を失った。

「魔界に帰る、って……」

　……ややあって。

　どうにかそれだけ呟つぶやいたラウルの前で、フィノが首を振る。

「……だって、オレ様がここにいると、王都がひどいことになっちゃうだろ？」

　傷だらけの顔に、どこか悲しげな微笑ほほえみを浮かべて。

　ラウルの左手を両手でぎゅっと握ったフィノが、静かに口を開いた。

「ラウル、人間の世界はね、すっごく楽しかったぞ」

「っ、おいっ、よせよっ……！」

「いろんなことがあってねっ、毎日、ほんと、楽しかったっ……」

　蒼あおい目からぼろぼろと涙を流しつつ、歪ゆがみそうになるくちびるの端を必死に持ちあげ、精せい一いつ杯ぱいの笑顔を作ったフィノが内ない緒しよ話ばなしでもするみたいに囁ささやく。

「ラウル……昔ね、魔界で会った人間の勇者が、オレ様に『好き』って言葉を教えてくれたんだ。それから、オレ様、人間のことが、気になるようになって……」

「フィノっ……」

「……だからその言葉、ラウルにあげる」

　これで最後とでも言わんばかりに、ラウルの胸に、頬ほおを押し当てて。




「……大好きだぞ、ラウル」




　──震ふるえるほど、切ない声で。

　呟くなりラウルから離はなれた少女が、屋上の縁ふちへと歩みよる──くそっ！




　いまにも去ろうとする少女へ手を伸ばし、その腕うでを掴つかんでまた、引き寄せて。

「ラウルっ……？」

　驚おどろいたように目を見開くフィノの手を握り、ラウルが叫さけんだ。

「フィノっ、お前の力、ぜんぶ、俺によこせっ！」

「っ……」

　その瞬しゆん間かん、息を飲んだフィノが、ぶんぶんと頭を大きく振るう。

「やっ……ダメだよっ！　そんなことしたらっ、ラウルが壊れちゃうっ！！！」

「壊れねえよっっっ！！！！！」

　握りしめた手に力を込こめ、戸と惑まどうようなフィノの瞳を、ラウルはしっかり覗のぞき込む。

「ぜったい、壊れないっ……！　フィノ！　俺は、勇者を目指してたんだっ！　勇者はな、魔王の力には、ぜったい負けねえんだよっっっ！！！！！」

「ラウル……」

「俺を信じろ、フィノっっっ！！！！！」

　……ラウルが握りしめた手に、やがて、そっと自分の手を重ねるフィノ。

　そのとたん、ラウルの中にまた、少女の魔力が流れ込んでくる。

　──いつもにも増した、狂くるおしいほど熱い力。

　身体からだの中が内側から燃えて行くような感覚に、飛びそうになる思考。どうにか意識をつなぎ止めようと、ラウルは歯を食いしばった。

「っ……ラウル、やっぱり、ダメだよっっっ！」

　……すぐ目の前にいるはずのフィノの声が、どこか遠くから聞こえてくる。

「ねえっ、ラウル、死んじゃうっ……やめようっ！　ねえっ、ラウルっっっ！」

「駄だ目めだっっっ！！！！！」

　離れようとするフィノの手を決して逃のがすまいと握りしめ、ラウルは重ねて叫ぶ。

「俺が、ぜったいに助けてやるからっ！　だからっ……」
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　──身体中で暴れ回るフィノの魔力。

　注ぎ込まれた過か剰じよう魔力で皮ひ膚ふは白く発光し、視界に映る前まえ髪がみは、銀色に輝かがやいて……自分じゃ分からないけど、もしかしたら、目は赤くなってるんじゃないだろうか。




　いまにも燃え落ちそうな腕を、必死に伸のばし、

　ラウルが、フィノの首のリングにそっと、手を触ふれる。




「──《起動ブート》っ……！！！！！」




　血管が焼け、骨が焼け、皮膚が焼け、

　きっと、もう、なにも残らないほどに、熱くて。




「ラウルっ……！」




　──いまにも意識が途切れそうになった、その寸前に、

　フィノの首のリングが、大きな音を立てて弾はじけ飛んだ。








　「エピローグ」




「ラウルくん！　フィノちゃん！」




　──魔ま物ものたちに蹂じゆう躙りんされ、めちゃくちゃになったイベント会場の中。瓦が礫れきの奥から現れたラウルたちに気づくなり、セアラ店長が足早に駆かけ寄ってくる。

　後に続くバイザー副店長とアイリの姿に、ラウルたちは思わず安あん堵どの息を吐はいた。

「よかった、みんな無事で……」

「無事じゃないわよっっっ！」

　ラウルの言葉をさえぎるように、肩かたを掴んだアイリが声を荒あらげる。

「なんなのよっ、この傷っ！　いったいなにがあったのっ!?」

「って、おいっ、痛っ……」

「痛いに決まってるでしょっ!?　骨に異常はないっ？　どこか、動かない場所はっ……」

　……顔や手足のべつなく、肌はだという肌に走る傷。店長が作ってくれたラウルたちの服はいたるところかぎ裂ざきだらけで、剥むき出しになった皮膚には血が滲にじみ、まさに満まん身しん創そう痍いの見本みたいなありさま。フィノの魔力を浴びた影えい響きようか、いまだに視界がかすんでいる。

　ラウルの負傷具合を確かく認にんしたアイリが、フィノの頬の傷に触れた。

「……まったく。すぐに手当しないと痕あとになっちゃうわよ？　ほら、そこの水道で傷を洗って、そっちに座ってっ……」

「う、うんっ……！」

「『オールＡ』、いつもありがとなっ……」

「べ、べつにっ、いい練習になるし？　あなたたちがいつも怪け我がしてくるからっ……」

　ラウルのお礼にぶっきらぼうに答えつつ、鞄かばんから包帯や消毒液なんかを取り出すアイリ。しかし、その口調とは裏腹に、スカートに付けられたままの尻尾しつぽはなんだかうれしげにぱたぱたと揺ゆれている。……と。

　……不意に、肩へと手を置かれて。

　思わず顔を上げたラウルの前で、セアラ店長が穏おだやかに微笑んだ。

「ご苦労さま、ラウルくん。……フィノちゃんのこと、守ってくれたんですね？」

　怪我したラウルをねぎらい、琥こ珀はく色いろの目を細めるセアラ店長。

　やがて、フィノへと視線を向けた店長が、栗くり色いろの髪かみを揺らして笑った。

「お帰りなさい、フィノちゃん」

「あっ……」

　その瞬間、はっとしたように蒼い目を丸くするフィノ。

　そんな少女を囲みつつ、ふっと表情をゆるめた副店長とアイリも口を開く。

「あー……お帰り、フィノ君」

「フィノさん、お帰りなさい」




「──お帰り、フィノ」




　一番最後にそう口にしながら、フィノの背中をぽんと叩たたくラウル。

　……ややあって。

　ぼろぼろになった尻尾を千切れんばかりに振ふり、傷だらけの顔に笑え顔がおを浮うかべたフィノが大きく頷うなずいた。




「みんな、ただいまっっっ！！！！！」




「──ところで、ラウル君はいったい、どこまで行ってたんだい？」

「あ、ええと……」

　……バイザー副店長の問いに、一瞬詰つまってしまうラウル。

　クアン前アマダ店長の陰いん謀ぼうや、フィノ誘ゆう拐かいの目的に、魔物襲しゆう来らいの原因、カレン副店長のこと……なにから話せばいいか途と方ほうに暮れつつ、ラウルはおずおずと口を開く。

「とりあえず、今回の騒そう動どうは全部、アマダの……」

「ああ！」




　──不意に、瓦礫の中に響ひびく男の声。




「ぶっちゃけた話、フィノ嬢じようをさらったのも、今回の魔物騒さわぎを仕組んだのも、全部、うちの店の前の店長がやったことらしいんだな！」

「なっ……」

　レオンのスタッフたちがいっせいに視線を向けた、その先で。

　はしばみ色の髪をした男がひとりの女性を従え、自信たっぷりに腕を組んでいた。







「あっ、アマダの新しい店長っ……！」

「カッちゃんっ……」

　驚おどろいたように息を飲み、ほぼ同時に声をあげるフィノとセアラ店長。

　屋上の結界が解かれたあと、クアン前店長を引きずるようにして階下へ消えたアマダの副店長カレンの姿に、ラウルも思わず目を瞠みはる。

　そんなレオンスタッフたちの前に、ためらいなく歩み出て。

　バインダーを抱かかえたまま、カレンが深々と頭を下げた。

「このたびは、いろいろとご迷めい惑わくをお掛かけして、本当に申し訳ありませんでした」

「カレンからすべて聞いたぞ！」

　……そんなカレンの隣となりで、アマダのクラウド店長が口を開く。

「なんでも、俺にフィノ嬢との結けつ婚こんを勧すすめた占うらない師しの正体は、クアン前店長に命じられたカレンだったそうだ！　つまり、今回のメイド喫きつ茶さ対決では負けたものの、そもそも、べつに結婚する必要はなかったというわけだな！」

「……クラウド店長は黙だまっていて下さい」

　話の腰こしを全力で折ってくるクラウドを一いち瞥べつし、嘆たん息そくするカレン。

「……そもそも、私がクアン前店長に、アマダ王都本店のイメージアップについて相談したのが発ほつ端たんなのです。クアン店長は良い案があるとおっしゃられ、私に指示を……」

「アマダのお姉さんっ！！！！！」

　カレンの言葉をさえぎって、不意に、フィノが大きな声をあげる。

「ねえ、さっきのアマダの前の店長はっ！！？」

「っ、そうだっ！　クアンはっ!?　あいつは、いったいどうしたんだっ！！？」

「──その件なら、俺に任せておけ！」

　と、言い募つのるラウルたちの前で、クラウド店長がどんと胸を叩き、

「もう二度と王都に戻もどってこられないよう、うちの親父おやじに頼たのんで『アマダ・マジック地じ獄ごく島じま店』に左さ遷せんしてやるからな！」

「じ、地獄島店っ！！？」

「ああ！」

　オウム返しするラウルの前で、クラウドが自信たっぷりに頷いた。

「いろいろやらかしてしまった社員が配属される支店なんだが、周囲を流れるブラックドラゴン海流の影響で自力での逃とう亡ぼうは不可能なうえ、昼は50度、夜はマイナス50度にもなる絶海の孤こ島とうでな。定年になるまで、荒くれもののジゴクグマやジゴクアザラシ相手に接客してもらおう。もうフィノ君に手を出させたりしないから、安心してくれたまえ！」

「は、はあ……」

　……クラウドの言葉につい、半眼になってしまうラウル。

　そんなラウルの隣で、カレンを見上げたフィノが、不思議そうに口を開いた。

「……アマダのお姉さん、なんだか、難しい顔してる……」

「しかたないわ」

　不思議そうに呟つぶやくフィノの肩に手を置いて、やさしく答えるセアラ店長。

「カッちゃん……カレンさんはね、クアン店長のこと、とっても尊敬してたんですもの」

「……ええ」

　そんなセアラの言葉に、カレンは、感かん慨がい深ぶかげに目を細め……と。




　はっと息を飲んだカレンが、怪け訝げんそうに声をあげた。

「って、どうして、セアラさんがそんなことを知ってるんですか？」

「あっ……そう言えば、まだ、お話ししてませんでしたっけ？」

　言いながらセアラが取りだしたのは、小さなスティック型マジックプレイヤー。

　少女がスイッチを入れたとたん、端はしのスピーカーから、淡たん々たんとした女性の声が流れ出す。




『──私は王都本店の店長だった貴方あなたの手しゆ腕わんを尊敬していましたし、部下として貴方に一生ついていく覚かく悟ごをしていました。しかし──』




「なっ……！」

　スピーカーから聞こえてきた自分の声に目を瞠り、絶句するカレン。

　そんなカレンの前で、セアラ店長がにっこりと笑ってみせた。

「前に、アマダの方が、うちのお店に盗とう聴ちよう器きを忘れていったことがあったんですけど……ちょうどいい機会だったから、昨日の夜、カッちゃんに返しておいたの。──カッちゃんのバインダーの、端っこの辺りに入れておいたわ？」

「っ……！！！！！」

　はっとしたように、愛用のバインダーを見下ろし……書類の間に挟はさまれた、指先くらいの大きさのアイテムをつまみ上げたカレンが、怒いかりに燃える目でセアラを見やる。

「って、まさか貴女あなたっ、私とクアン店長のやりとりを聞いていてっ……！」

「言ったじゃありませんか。フィノちゃんは、ぜったいに渡わたしません、って」

　ぎりぎりとくちびるを噛かみしめるカレンの前で、とぼけたように答えるセアラ。

「そのために、少しでも情報が欲ほしかったんだけど……でも、良かったわ。やっぱり、カッちゃんは良い子で」

「そ、それはっ……」

　……セアラの言葉に、一いつ瞬しゆん毒気を抜ぬかれ。視線を泳がせたカレンの前で、セアラがなんだか面白そうに微笑ほほえんだ。

「それに、わたし、カッちゃんがあんな猫ねこ好きだなんて知らなかったわ？　まさか、アパートに帰ったとたん赤ちゃん言葉になって、猫ちゃんと会話を……」

「あああああああああああああああああああああああああっっっっっっっっ！！！！！」

　その瞬間、とんでもない声をあげてセアラに飛びかかったカレンが、セアラの手からマジックプレーヤーを奪うばうなり涙なみだ目めでわめく。

「あ、貴女と言う人はっっっ……！」

　目の前でにこにこと微笑む栗色の髪の少女を、恨うらみがましげに睨にらみつけて。

　アマダ王都本店副店長カレンが、押し殺したような声こわ音ねで言い放った。

「やはり、レオン王都店はぜったい、潰つぶしてやりますっ……！」

　そんなカレンの前で、息を洩もらすように笑って。

　セアラが、どこかうれしそうに片目をつぶってみせた。

「──わたしも負けませんよ、カッちゃん？」




　……と。

「しかし、君、あらためて見ると、本当にかわいいな」

「っ……!?」

　そんなセアラたちのやりとりをよそに、つかつかとフィノへ歩みよるクラウド店長。

　警けい戒かいの表情を浮かべて後ろに下がるフィノをまじまじと見下ろしていたクラウドが、やがて、おもむろに口を開いた。

「あらためて訊たずねるが、本当に、俺と結婚する気はないかね？」

「って、おいっ！！！」

　……こいつっ、まだっ……！！？

　思わず身構えるラウルのかたわらで、ラウルの袖そでをぎゅっと掴つかんだフィノが首を振る。

「……いやだっ！　オレ様、お前とケッコンなんてしないぞっ!?」

「そうか。それは残念だ！」




　きっぱりとプロポーズをはねつけたフィノの前で、大らかに笑って。

　肩かたをすくめたアマダの新店長クラウドが、悠ゆう然ぜんときびすを返した。




　　　　＊　＊　＊




「やれやれ、とんだ災難だったな……」

　去りゆくアマダのふたりを眺ながめつつ、大きなため息をつくバイザー副店長。

　……と、クラウドの背中を睨みつけていたフィノが不意に、ラウルの袖を引っぱった。

「ねえ、ラウル。ところで、『ケッコン』って、いったい、なんだったの？」

「へっ……」

「ねえ、『ケッコン』って、いったい、なにをすることなの？」

「そ、それはっ……」

　……無む邪じや気きなフィノの問いに、思いきり言葉に詰つまってしまうラウル。

　そんなふたりの前で、セアラ店長がにこにこしながら口を開く。

「結婚っていうのは、大好きな二人がずっと一いつ緒しよにいるっていう、約束のことなんですよー？」

「そうなのっ!?」

　その言葉を聞いたとたん、ぴょこんと尻尾しつぽを立てたフィノが、目を丸くして……。




　──次の瞬間、ラウルの腕うでに巻きついてくるやわらかな感かん触しよく。

　飛びつくようにしてラウルの腕に抱だきついた少女が、うれしそうな声をあげた。




「じゃあ、オレ様っ、ラウルと結婚する──っ！！！！！」




「なっ……」

　密着した腕に感じる少女の体温と、ふわんと広がるミルクみたいな甘い匂におい。

　動どう揺ようのあまり言葉を失ってしまうラウルの前で、アイリがあわてたように声を荒あらげた。

「って、ふ、フィノさんっっっ！！！！？」

「ふふっ、ねえっ、アイリも一緒に結婚するっ！！？」

「って、あ、あなたっ、なに言ってるのよ──っっっ！！！！？」

「……あらあら」

　仲の良さそうな部下たちの様子に、目を細めるセアラ店長とバイザー副店長。

　真っ赤になって声をあげるアイリの前で、フィノが楽しげに笑った。








　あとがき




　基本、視界に入るものはなんでもファンタジーに変へん換かんしてしまいます。

　たとえばスーパーに行けばインスタント食品の棚たなの前で立ち止まって「お湯入れて三分で戻もどせるインスタントやくそうとか携けい帯たいに便利だなあ」とか考えちゃうし、ドラッグストアに行けば「あれ、ポーションってドリンク剤ざいみたいに医薬部外品扱あつかい？　でも、効能的に第二類医薬品くらいの扱いだろうし、登録販はん売ばい者がいないと販売できなかったりするのかなあ」「エリクサーやハイポーションは第一類だろうから魔ま法ほう薬やく剤ざい師しの直接販売が義務づけられてる」とか考えちゃうし、新聞読んだりニュース見たりすれば「改造ドラゴンで暴走する若者たち」とか、「不景気にはびこる伝説の遺い跡せき攻こう略りやくファンド詐さ欺ぎ」とか、「蔓まん延えんする脱だつ法ぽうやくそう吸引の実態」とか、「いま鍛か冶じ屋やが熱い！　～鍛冶屋の娘むすめと勇者のひと夏の恋こいを描えがいたトレンディ月９ドラマが異例の大ヒット」とか、「助けて！　若者の勇者離ばなれがとまらない！　～勇者の高こう齢れい化か問題」とか考えちゃう感じでわりと末期なレベル。

　ていうか、こんな感じでファンタジー変換していけば、わりとどんな題材でもラノベが書けちゃうんじゃないですかね。

　たとえば、『魔法学校に入学しましたがぼっちです。』とか。第一章「休み時間に寝ねたふりをする俺」、第二章「魔法実習でひとりだけ余る俺」、第三章「学園祭でクラスが盛り上がる中ひとりだけやることがない俺……ってあれ、心が痛い！　なんかすごく痛いよ!?　夢と希望あふれるファンタジーなのにいろいろえぐってくるよ!?

　でも、魔法があったり魔ま王おうや勇者がいる世界でも、人間自体はそう変わんないんで、ある程度文明が進めばやっぱり、現実と似たような社会問題が出てきたりして、そこに暮らす人々もぼくらと似たような悩なやみを抱かかえてたりするんじゃないかと思います。

　そんな感じで生まれたのがこの作品でして、つまり、なにが言いたいかと言えば……勇しぶまじ震ふるえるほどファンタジー！　ちゃんと異世界のつもりで書いてるんですって！

　たとえ担当さんに「勇しぶはファンタジーなので王都の街並みはパリをイメージしてます！」って言ったら「えっ」て顔された挙げ句「……普ふ通つうに現代日本の地方都市ですよね？」とか聞き返されたりしても泣かない。そ、そんな、うちの地元にはスライムとかいないですよっ!?　まあ、こぢんまりしたパソコンショップはありますけど。

　というわけで、改めてここに『※イメージ　パリ』と明記しておきますので、読者の皆みなさまにおかれましては今後、こちらを念頭に読んで戴いただけるとうれしいです（震え声）。

　さて、次巻はいよいよラウルが○○に……!?　どうぞ、ご期待下さいませっ！











勇ゆう者しやになれなかった俺おれは

しぶしぶ就しゆう職しよくを決けつ意いしました。５
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